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    「──つまり、『嫁よめ度ど』が問題なのよ！」


    　恋愛実験の首しゆ謀ぼう者・早さ乙おと女め芹せりが、いきなりそう宣言した。


    　おれ・久く瀬ぜ時とき雄おの両側には二人の女の子がいる。右手に蛍ほたる火び桐きり香か、左側には深み山やま羽は織おり。


    　ラブコメ禁止という校則が設けられていた、ここ芙ふ蓉よう学園。


    　その地下室で、おれたちは秘密裏りにラブコメを研究し実践する活動を行おこなっている。名づけて恋愛実験部。


    　早乙女の実験台として選ばれたのが、おれと蛍火、それに漫画家志望の謎なぞの女の子、音おと無なししじまだった。


    　深山は恋愛実験に参加しているわけではないが、ここ数日、放課後になるとこの地下室にやってくる。恋愛実験の活動を通じて、おれは蛍火と憎からぬ仲になってきたのだが、ひょんな流れから深山がおれを許いい嫁なずけにするとか言いだして……その結果、深山も地下室に入りびたるようになったのだ。


    「何を勝手なことを言っているのだ。だいたい、許嫁と言ったところで久瀬にはその気がないのだろうが。妄想もたいがいにしておくべきだ」


    　深山の許嫁宣言を聞いた蛍火がそう言えば、


    「そんなことありませんわ！　私のことを考えるあまり夜も眠れないと言ってましたもの！　結婚はすでに決定事項！　あなたの方こそ、おとなしく身を引くがいいですの」


    　深山も負けず言い返す。


    　バヂバヂバヂッ！


    　睨にらみあう二人の間に、稲いな光びかりが走る。


    　蛍火が龍りゆうだとするならば、深山は虎とら。獣けものの形を作った二つの雷らい光こうは、激しくぶつかり合いしのぎを削っている。


    　おれは、互いに一歩も退ひこうとしない蛍火と深山の間で板いた挟ばさみになっていた。そんなおれを見かねてか、早乙女が二人をとりなすように、


    「まあまあ落ち着いてよ。ここは問題の所在を明らかにするために、現在の状況を整理して考えてみましょ」


    「そうだ、早乙女いいこと言ってくれた」


    　意外なところから差しのべられた助け船に、おれは一も二もなく頷うなずく。


    　早乙女は紙切れを取りだして、何かを書きつけた。そして高らかに宣言する。


    「現在の私たちの人物相関図はこれよ！」
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    「何じゃこりゃああ!!」


    　早さ乙おと女めのまとめ方があまりにひどくて、おれは叫んだ。


    　ゴシップ誌まがいの見出しがついてる上に、どさくさにまぎれてハムスターまで含まれてるし、カオスすぎる！


    「ほら、図にしてみるとこれで丸くおさまってるでしょ？」


    「全然おさまってねえ！」


    「納得いきませんの！」


    　これにはさすがに深み山やまも抗議の声を上げた。


    「わ、私はいきなり嫁ということになっているのか……？」


    　蛍ほたる火びは口元に手を当てて、あたふたとうろたえている。


    　音おと無なしが、どこからともなく人気アニメのヒロインがプリントされた抱き枕まくらを取りだして、


    「……おれのよめ？」


    「ある意味で間違いじゃねーけど……それは別の文化圏だ」


    　早乙女は自分が書いた相関図を見返してから、


    「とりあえず、私としじまについては問題ないよね」


    「早乙女が頂点に立ってる時点ですでにおかしいし！　あらゆる点で歪わい曲きよくされまくってるから。おまけにハムスターまで入ってるとか何なんだ」


    　おれは、音無の肩に乗ったハムスターに視線をやった。


    　懲ちよう罰ばつ房ぼうの中に住みついていたやつで、なぜか音おと無なしに懐なついてついてきてしまい、今やすっかり仲良しみたいだ。音無は『ぼんれす』なんて名前をつけていた。


    「要するに、桐きり香かとミャンマーのポジションが嫁と許いい嫁なずけでかぶってるからいけないわけでしょ。──つまり、『嫁よめ度ど』が問題なのよ！」


    　早さ乙おと女めは、そんなことを言いだしたのだ。


    「何だよ嫁度って？」


    「ミャンマーが鬼き畜ちく皇おう子じと結ばれるか、それとも桐香が久く瀬ぜ君の心をつなぎとめるか……どちらが妻の座にふさわしいかが問われてるの。妻たる者に必要な嫁適性度──すなわち嫁度！」


    「問題がすり替わってるぞ。そんな怪しげなパラメーター、聞いたことないし」


    「乙女力のバージョンアップ版とでも考えてくれればいいわ。ただ、恋愛と結婚では必要となる条件も変わってくるでしょ。もろもろの要素の組み合わせで、嫁度は厳密に数値化しうるわ。そこで──」


    



    「──嫁度対決よ!!」
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    「嫁よめ度ど対決っ!?」


    　早さ乙おと女めのキテレツな発想に仰天して、おれは再び叫んだ。


    「そうよ、桐きり香かとミャンマーのどちらが嫁度が高いか、対決で白黒つけるの」


    「またおまえは適当な思いつきだけで言ってるだろ？」


    　これまで早乙女の下もとで恋愛実験を行おこなってきて気づいたことだが、この女は、自分の好奇心を満たすためだけに謎なぞの実験を発案しては周囲の人間を巻きこむ傾向がある。そして、たいていの場合はロクな結果にならないのだ。


    「対決か……面白そうではないか」


    　まずい、蛍ほたる火びが乗り気になってる。蛍火のやつ、勝負事と聞くと異様に対抗心を燃やすんだった。負けず嫌いにもほどがあるぞ。


    「私もかまいませんわよ。負けるはずありませんもの」


    　深み山やまも一歩も下がらない。


    「笑しよう止し！」


    「愚ぐ鈍どん！」


    　蛍火は容姿端たん麗れい、学業優秀、スポーツ万能と、かなり完かん璧ぺき超人気味のスペック。弱点といえば、異性に接するのが苦手ということくらいか。一方、深山の方は幼さの残る顔立ちが魅力的ではあるものの、なにぶん性格が高たか飛び車しやすぎる。


    　対立しあう蛍火と深山を眺めて、早乙女は満足げに頷うなずいている。激しい睨にらみあいをよそに、ただ一人音おと無なしだけは机に向かいなにやら漫画の原稿を描いていた。


    「しゅらばの心はしゅらしゅしゅしゅ～♪」


    　ヘッドホンで音楽を聞きつつ原稿用紙にペンを走らせながら、民謡めいた変な歌を口ずさんでいる。


    　まあ今は音無より、蛍火と深山が問題だ。おれは二人の方に向き直ると、念のために確認してみる。


    「対決なんて、本気でするつもりなのか二人とも？」


    「むろん！」


    「もちろんですの！」


    　二人の答えは同時だった。


    「この機会に完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしてやれば、許いい嫁なずけなどとたわけたことも言えなくなるだろう」


    「それはこちらのセリフ！　この私に逆らうのがいかに愚かしいことか、思い知るがいいですの」


    　互いに張り合う二人の戦意はものすごく、もはやおれには止められない勢いだ。


    　でも蛍ほたる火びの方はともかく、深み山やまはただ家訓に従っておれを許いい嫁なずけにするって言ってるだけで、恋愛感情とか関係ないんじゃないか？


    　そもそも深山が許嫁云うん々ぬんと言いだしたのは、おれが深山とキスしちゃったせいで……元はといえば原因はおれってことになる。深山家の家訓により、一度キスした相手とは結婚しなければならない決まりなんだとか。


    　もちろんおれは蛍火のことが好きだし、深山の許嫁なんて話、ハイそうですかと受けいれられるわけもないけど、そう考えるとちょっと複雑な立場だな。


    「じゃあ決まりね、今度の週末に嫁よめ度ど対決。これも恋愛実験の一環よ、貴重なデータが得られるはず。もちろん久く瀬ぜ君にも協力してもらうことになるわね」


    「何っ？」


    「当事者なんだから当然でしょ」


    「しかしな……」


    　おれが戸と惑まどっていると、早さ乙おと女めは一枚の契約書を取りだして見せつけた。


    「忘れちゃったの？　久瀬君には、私に逆らう権利なんてないよ？」


    「くッ、外げ道どうが……！」


    　この間、懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられた蛍火を救いだすためにポイントが必要となり、おれは早乙女からポイントを借りた。その際の条件として、ポイントを全額返済するまでの間、早乙女に絶対服従を誓わされたのだ。しかも借りたポイントは膨ぼう大だいなもので、このままではずっとこいつの下僕という状況だ。


    　日々の収入として加算されるポイントから、生活に必要なギリギリのポイントを残して、あとはそのまま早乙女への返済にまわす毎日だった。


    「約束は約束、仕方ないか……」


    　卑ひ劣れつな内容とはいえ、契約は契約。ここは早乙女の提案に従うしかない。


    　早乙女は蛍火と深山に向けて、


    「二人とも覚悟してちょうだい。花嫁への道は厳しいものよ」


    　すると蛍火は拳こぶしを握り固め、


    「うむ、覚悟はできている。まずは花嫁修行だ。山にこもって熊くまと戦うぞ！」


    「それは少年漫画の修行だよ！　花嫁関係ねえ！」


    　一体何に感化されてるのか、蛍火の瞳ひとみの中で炎がメラメラ燃えていた。


    　何なんだこの熱血漫画みたいな展開は……。


    「ちなみに、特訓にはこれがオススメ」


    　早乙女がまた自作の怪しげな器具を取りだしてきた。


    　いくつものエキスパンダーを組み合わせたみたいな品。発明マニアの早乙女が作る道具はたいていマトモな代しろ物ものじゃないが……。


    「私が発明した〈花嫁養成ギブス〉よ」


    「魔球を開発するわけじゃないんだから！　何を鍛きたえるつもりなんだよ」


    「これを身につけて過ごせば、嫁よめ度どが上がるわけか……」


    　蛍ほたる火びがコロリと騙だまされかけていた。


    「蛍火、深夜の通販番組とかには気をつけろよ」


    　結婚なんて先の話よりも、おれたちにはもっとさし迫った問題があった。


    　──来週行おこなわれる新生徒会選だ。


    　先日おれが起こした事件によって旧生徒会が解散したのちも、学園のポイント制はそのまま維持されていて、食事や身のまわり品は自分の稼かせいだポイントでまかなわなければならない。ラブコメ禁止制度についてはひとまず緩かん和わされて、ラブコメ的行動をとった生徒は黒服から警告を受けるものの、以前みたいに懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられたりはしない。


    　新生徒会が新たな制度を決定すれば、正式に解除される予定。


    　つまり今度の生徒会選こそが、この学園の今後を決定するというわけだ。その結果によって学園生活が大幅に左右される。


    　はたして一体どんな人物が生徒会長の座につくのか、そして校則がどのように変えられるのか？　気がかりでならないところだった。


    　とはいえ、これはおれが心配したところでどうなる問題でもないか。むしろ今おれがなすべきは、ラブコメ禁止体制が緩和された状態での学園生活を満喫すること！


    　嫁度対決というのが何をさせられるのか若じやつ干かん不安は残るものの、週末までは普通に過ごせばいいってことだし。おれの希望としては、蛍火とさらに親密になりたい……いちゃいちゃしたい！


    　小さい頃からずっと憧あこがれてきたラブコメ的日常……おれはその第一歩を踏みだしたばかりだ。


    



    　　　§


    



    「ねーねーっ、鬼き畜ちく皇おう子じ」


    　早朝の教室、ＨＲホームルームが始まる前の時間。


    　教室に入っていくと、クラスのかしまし三人娘──猪いの原はら・鹿しか間ま・蝶ちよう野のが近寄ってきた。真ん中に立つ鹿間りんねが、恥ずかしそうにうつむき、おずおずと口を開く。


    「実は私、鬼畜皇子のことが……」


    「えっ」


    　いきなりイベント発生。


    「前にからかって悪かったけど……、鬼き畜ちく皇おう子じのいつでも鬼畜な姿見てるうちに、ステキだなって……」


    　突然の告白に、テンションが一挙に跳はね上がる。


    　こんなふうに告白されるなんて、ラブコメでは何度でも目にしたことのある場面だけど、現実では初めての体験だ。この学園に入るまでは女の子とまるで無縁だったおれが、女子から言い寄られるなんて！


    「鬼畜皇子のこと考えると、胸がキュンキュンしちゃうんだよぉ……」


    　両手で胸を押さえた鹿しか間まは、切なそうに訴えかけてきた。不安げに揺れる瞳ひとみ。


    　──くそ、かわいい、かわいいぞ！　こっちまでキュンキュンしちゃいそうだ。


    　それから鹿間は、おもむろに紙袋を取りだして、


    「あのっ、このマフラー……あたし不器用だけど、鬼畜皇子のこと思いながら半年かけて編んだの。受けとってほしいなっ」


    　手作りのプレゼントまで用意してるとは、なんたるけなげさ！


    　でも待てよ……。


    「いや半年かけてって、入学してからまだ一か月も経たってないだろ」


    「犬いぬ神がみ様のお告げで鬼畜皇子との出会いを予知してたから、入学前からあらかじめ用意してたんだよっ……！」


    　支し離り滅めつ裂れつな言い訳だった。


    　早さ乙おと女めの仮説によると、おれは『ラブコメ的事象を誘発しやすい体質』をしているのだという。今のところおれ自身まだ半信半疑だが、ひょっとしたらその体質こそが、この突然の告白を呼び寄せたのだろうか？


    　感きわまった鹿間は、ごまかすようにおれの胸にしがみついてきた。むに……と、予想外のボリュームを伴ともなった胸が押しつけられる。抗あらがいがたい感触。


    「ほら私いま、胸がこんなにドキドキしてる……わかるでしょ？」


    　おれもドキドキしまくりだぞおおぉ！


    　教室の窓の外から、真っ黒な紙切れが舞いこんできた。学園を取り締まる黒服による警告、ブラックカードだ。これが溜たまるとペナルティを課せられるらしい。


    「こう見えてあたし、尽くす女だよ。鬼畜皇子のためなら何だってしてあげたい。鬼畜皇子のぱんつ洗ってあげたり鬼畜皇子のぱんつ繕つくろってあげたり鬼畜皇子のぱんつに顔をうずめたりしたいもんっ……！」


    「それはただの変態じゃねーか？」


    「……あたしのこと、嫌い？」


    　上うわ目めづかいに問いかけてきた。


    「べつに嫌いってわけじゃねーけど」


    　鹿しか間まも外見だけとれば充分、美人の部類に属する。告白されて嬉うれしくないわけがない。でも何か言動がおかしいな。返答は慎重にしないと危険そうだ。


    「じゃあさじゃあさ、他に好きな子とかいるの？」


    　横からなりゆきを見守っていた猪いの原はらと蝶ちよう野のが身を乗りだし、好奇心みなぎらせて尋たずねてくる。


    「……いないでもないかな」


    　おれはさりげなさを装いつつ答えた。


    「きゃーい♪」


    「どんな子なのかにゃ～い？」


    「教えてよ教えてよ～♪」


    　テンション高く黄色い声が舞う。


    　鹿間が切せつ羽ぱ詰まった様子で、


    「その女を殺してあたしも死ぬっ！」


    「ヤンデレはもうとっくに旬しゆんを過ぎただろ？」


    　物ぶつ騒そうなことを言いだした鹿間をたしなめてから、


    「おれが好きな子は……クソ真ま面じ目めで、融ゆう通ずうが利きかなくて、かと思うと間まの抜けたところもあって……」


    「それって欠点ばっかじゃーん」


    「じゃーん」


    　かしまし娘たちが呆あきれたように声を重ねる。


    「──でもかわいいんだよ！」


    　おれは断固として主張した。


    　その時、コホン……と小さく咳せき払ばらいしながら、蛍ほたる火びが教室に入ってきた。何事もなかったふうなそぶりで、無言で自分の席に着く。


    　タイミング的にさっきのおれたちの会話、聞かれちゃったのかもしれない。仮に聞かれたとして、どこからどこまでかも問題だな。変に誤解されたりしたらイヤだ。


    　かといってわざわざ蛍火に確認するのも気まずく、結局、声をかけそびれてしまった。胸にモヤモヤしたものを抱えたまま、南な無ま猫ねこ亭てい先生が現れてＨＲホームルームが始まった。


    　一限目の授業が終わってから蛍火に話しかけようとしたのだが、蛍火はあえておれを無視するようにそそくさと席を立ち、教室を出ていってしまう。かなり不機嫌っぽい様子だ。やはり鹿間とのことを誤解されてるんだろうか……。


    　とりあえず話を聞いてもらおう。後を追って教室を出ると、廊ろう下かの途中で蛍火がチンピラじみた風ふう体ていの男子生徒に話しかけられていた。


    「よぉよぉよぉ～、このオラっちにぶつかってタダで通り過ぎるつもり？」


    　クチャクチャとガムを嚙かみながら喋しやべり、いかにも小悪人といった雰囲気を発散している。なんだかクラスメイトの唐から津つ田だをさらに悪質にしたみたいな感じだ。


    「だから謝っただろう」


    　蛍ほたる火びの対応は冷静なものだが、


    「ンなので許されるかっての。このチケット買ってくんねーかなァ。一枚５万ポイントにまけとくからよ」


    　男は制服のポケットからチケットの束たばを取りだして、蛍火の鼻先に突きつけた。５万ポイントって、何だその法外な値段。


    「このパー券三十枚売りさばかないと、アニキからボコられまくり。つーワケで協力してほしーんすわ」


    「そんな得え体たいの知れんものは、いらん」


    　蛍火はキッパリ断って通り過ぎようとするが、男はなおもしつこく蛍火の行く手を阻はばむ。


    　──おっ、ここはチンピラに絡からまれてる蛍火をおれが助けて和解って流れだな！


    　と、二人の間に割って入ろうとすると、その前に、


    「──うるさい！」


    　ゴスガスゴスガッ！


    　蛍火のコンボが炸さく裂れつした。容よう赦しやなく浴びせられる高速のラッシュ。最後に投げ技で決めて、チンピラは窓の外へと吹き飛ばされた。蛍火の連続技、ますます磨きがかかってきてるな……。


    「たわけしかいないのか、この学校は……！」


    　おれの出る幕などなく、チンピラを撃退した蛍火は、腹立たしげに悪あく態たいをつきながら歩み去っていった。ますます機嫌が悪くなってしまったみたいだ。


    　せっかく和解するチャンスだったのに、ラブコメみたいにうまくはいかないな……。


    



    　蛍火と話すタイミングをつかめないままに二限目も過ぎて、三限目は体育の授業だった。


    　男子チーム対女子チームで、バレーボールの試合が行おこなわれている。男子と女子では歴然とした体力差がある……と言いたいところだけど、現実は女子チームの方が圧倒的に優勢だった。


    　なにしろ、向こうには蛍火がいる。何事も手を抜かない蛍火らしく、お遊びみたいな試合にも全力だ。本職のバレー部員顔負けのいい動きをしている。今日はいつにも増して気合いが入っていた。


    　蛍火の放つ殺人的なスパイクに一人、また一人と倒されていき、男子チームはもうおれと唐津田しか残っていない。力尽きた男子はそのままコート脇わきに転がっている。死し屍し累るい々るい横たわる、地獄のバレーボール。というか、もう試合になってないだろコレ。


    　蛍火がまたしても大きくジャンプし、スパイクの体勢に入る。ネットぎわの攻防。ブロックのどさくさにまぎれて体に触さわろうとする唐津田を、蛍火はヒラリとかわして、


    「たわけが！」


    　バシュッ！


    　細腕から放たれたカミソリのごとく切れ味鋭いスパイクが、おれめがけて飛んでくる。


    「今度こそ受け止めてやる！」


    　ものすごい勢いで飛来するボール。


    　おれは両手を組んで腰を落とし、レシーブする。激しい衝撃に、両腕が痺しびれる。勢いに負けてうまく返しきれず、ボールはコート外へと飛んでいった。


    「くそ、また一点とられた……！」


    「鬼き畜ちく皇おう子じ、そろそろ本気出してくださいっスよぉ～」


    　ブロックに失敗した自分のことは棚に上げて、唐から津つ田だが無責任な声をかけてくる。


    「最初から本気でやってるけどな。蛍ほたる火びが強力すぎる」


    　それにしても──


    　おれはネットの向こうにたたずむ女子チームの面々を眺める。


    　──運動する女の子というのは、すばらしいものだな！


    　激しく動くたびに揺れる胸。はじける汗。なんだかみんな輝いて見える。その姿を眺めているだけで、心が癒いやされるようだ。ブルマから伸びた健康的な太ももに、ついつい視線が吸い寄せられてしまう。ブルマのくいこみを指で直すしぐさなんて、眼がん福ぷくと言うほかない。


    　などと考えていると。


    「──たわけが！」


    　威勢のいいかけ声とともに、再び繰りだされるスパイク。


    　今回のはさっきまでの球よりスピードが遅い。これなら取れそうだ。組んだ手を差しだしてレシーブ──と思いきや。


    　ギュルギュルギュル……。　


    　ボールは手首に当たっても弾はじかれず、そのままおれの腕に沿って上昇しはじめた。およそ物理法則を無視した動きだ。


    「なっ──！　ボールが腕を這はいあがってくる!?」


    「強力な回転のかかったボールが、レシーブした相手の腕を駆けあがり頭部を襲おそう──これぞ魔球〈堕鯉登龍ドラゴンヘツド〉!!」


    「不自然きわまりない解説ありがとうございますっ！」


    　バゴッ！


    　上腕から肩へと這いあがってきたボールが顔面を直撃して、おれは気絶した。


    



    　目を覚ますと、おれは保健室のベッドに横たわっていた。そばの椅い子すに蛍火が座っている。


    「ん……蛍火？」


    「気がついたか」


    　おれが眠っている間、付き添っててくれたのか。


    「保健の先生は？」


    　室内を見まわしてみたが、蛍ほたる火び以外に人影は見当たらなかった。


    「なんでも瀕ひん死しの重病人を求めて放浪するとかで、出かけてしまっているらしい」


    　机の上に、『セルフサービス』と書かれた救急箱が置かれていた。なんて投げやりな養護教諭なんだ。


    「すると蛍火が手当てしてくれたのか？」


    「勝手がわからないものだから、少々不格好になってしまったが……」


    　おれは自分の体を見下ろした。


    　ボールが当たった腕と首だけではなく、全身のあちこちに添え木が当てられ包帯でグルグル巻きにされている。さながら出来そこないのミイラといった趣おもむきだ。


    　べつに骨折したわけじゃないんだし、ここまでする必要ないんだが。はっきり言って、動きづらいことこの上ない。


    「大げさすぎるけど、ありがとうと言っておく」


    「元はといえば、私のスパイクが原因だしな。つい熱くなってしまって悪かった」


    「蛍火が謝ることないよ。試合中にボーッとしてたおれも悪いんだし」


    「久く瀬ぜはいささか注意力散漫なところがあるぞ。いつでも気を引きしめておかなくては」


    　なんとなく、煩ぼん悩のうに振りまわされてたおれの心を見すかされたような気がした。


    　それから蛍火は少し顔を伏せて、


    「久瀬、朝のことだが……」


    「朝の？」


    「ＨＲホームルーム前に鹿しか間またちと何か話していたろう」


    「あ、ああ……」


    　う、思い出すと急に恥ずかしくなってくる。


    「何の話をしていたんだ？」


    「えっと……蛍火、あの時聞いてなかったのか？」


    「いいや、私は立ち聞きなどしていないぞ……断じてな！」


    　気合いをこめて否定された。


    「ただ……ぱんつがどうとか……」


    　なんでピンポイントにそんな単語だけ耳に入ってるんだ。


    「それは全然関係ないから忘れて良し」


    「詮せん索さくするわけではないが、鹿間たちからチヤホヤされているように見えたので……少しばかり気になってな」


    　ここで変にごまかそうとすると、ますます誤解されちゃいそうだな。ちょうどいい機会だ、正直に話しておくとしよう。


    「えと、なんだ……鹿しか間まがおれのこと……胸キュンだとか言ってきてな」


    　つっかえつっかえ釈明を始める。


    　おれの返答を聞いて、蛍ほたる火びの表情がかすかにこわばる。


    「ほ、ほう……胸キュンか……」


    「…………」


    「……それで、久く瀬ぜはなんと答えたのだ？」


    「ん……まあ、他に好きな子がいるからっつって……」


    「他に……好きな子」


    「ん」


    「どんな子だ？」


    「えっ」


    「久瀬の好きな子というのは……」


    　質問を重ねてくる蛍火。おれはその瞳ひとみを見返して、


    「それは……クソ真ま面じ目めで……」


    「む……」


    「融ゆう通ずうが利きかなくて……」


    「むむ……」


    　喋しやべっているうちに猛烈に恥ずかしくなってきたおれは、


    「──だぁっ！　てか蛍火、わかってて訊きいてるだろおまえ!?」


    「そ、そんなことはないぞ……」


    　蛍火の方も気恥ずかしいものがこみ上げてきたらしく、


    「それでは私は授業に戻るからな」


    　ごまかすようにそう言って、そそくさと腰を上げかける。とにかく誤解は解けたみたいだ。


    「あ、待ってくれ」


    　おれは立ち去ろうとする蛍火を引き止めた。


    「どうした？」


    「できたらもうちょっと一緒にいてくれないかなって」


    「しかし、まだ授業中だ。試合の続きもあるし……」


    　蛍火はためらっている。真面目なやつだから、授業をサボるのには抵抗があるんだろう。


    「あ、ダメだ、ボールが当たったところが……」


    　おれは両手で頭を押さえて、苦しむフリをしてみせた。


    「し、仕方ないな……少しだけだぞ……」


    　わざとらしい演技にもたやすく引っかかってくれた。なんて騙だまされやすいやつだ。


    　こんなふうに二人きりになれる機会って、あんまりないからな。地下室では早さ乙おと女めたちが一緒で騒がしいし。少しくらいゆっくり過ごせる時間があっても、バチは当たらないだろう。


    　蛍ほたる火びは再び椅い子すに腰かけると、顔をそむけつつ、


    「たしかに……嫁ならば付き添うのは当然だしな……」


    　自分に言い訳するようにボソボソと呟つぶやいている。


    　そしてコホンと咳せき払ばらいしてから、


    「ひとつ言っておくが……嫁という立場にあるからといって、私は軽薄なのは好きではないからな。学生たる者、節度が大切だと思うんだ。だからけっして久く瀬ぜのことを甘やかしたりはしない。そこのところ肝きもに銘めいじておいてほしい」


    「あ、ああ、わかったよ」


    　真っ正面からこんなことを宣言するなんて、真ま面じ目めな蛍火らしいというか。おれは蛍火といちゃいちゃしたいと思ってたのに、釘くぎを刺されてしまった。


    「それにしても蛍火、運動神経すごいな。部活とか入ってないんだっけ？」


    　恋愛実験部を除けばの話だが。


    「うむ。球技はあまり得意ではないしな」


    「いやメチャクチャ上う手まいだろ。普通に運動部から勧誘きてもおかしくないレベルだぞ」


    「買いかぶりというものだ。それに、しょせんは球遊び。命をかけるには物足りない」


    「部活で命かける必要ないだろ!?」


    「むしろ興味があるのは剣道部だな」


    「あ、たしかに剣道はイメージ的にも蛍火に合ってる気がするな。この間も、休み時間に時代劇ものの漫画読んでたよな」


    　蛍火のやつ、『はむはむはむりん』なんてファンシーなものが好きかと思えば、一方で時代劇なんて渋い趣味をしてたりする。防具を身につけ竹刀しないを構えた蛍火……うん、似合いそうだ。


    「武士の生きざまには魅ひかれるものがある。何にせよ、今は部活よりも花嫁修業を優先しなくては」


    　たわいのないことを話しているうちに時間は過ぎ、授業終了のチャイムが鳴った。


    　さすがに、ずっとここにいるわけにもいかない。たいしたケガでもないし、そろそろ保健室を立ち去らないと。


    　おれは立ちあがろうとしたが、全身に巻かれた包帯が邪魔で思うようにいかず、ベッドから転げ落ちてしまった。


    「──ぅのあっ！」


    　ちょうど蛍火の方へ倒れこんでしまい、押し倒したみたいな格好になった。


    　間近に迫った蛍火の顔。倒れた拍ひよう子しに体操服の裾すそが乱れたらしく腹部があらわになっている。わずかに覗のぞくブラジャーの端。もう少しずらせば胸まで見えてしまいそうだ。


    　ドクドクドクドクドクドクドクドクッ！


    　高速で心臓が打ち鳴らされる。


    「こ、これはけっしてやましい気持ちじゃなくて、事故っつーか非常事態っつーかハプニングっつーか……」


    「あぅ、あっ……」


    　唐とう突とつな急接近に、蛍ほたる火びもパニクっているご様子。床に倒れた体勢のまま、抗あらがうでもなく、うろたえた声を洩もらすばかり。


    「……っ……」


    「く、ぜ……」


    　熱い吐息がおれの頰ほおにかかる。


    　どこからともなくヒラリとブラックカードが舞いこんできたが、そんなもの無視だ。


    　──ある意味でこれは絶好のチャンス……このままちゅーくらいしちゃっても許されるんじゃないか？　というか、むしろこの状態で何もしないって方が不自然というもの！


    　おれはゆっくりと首を傾けていった。蛍火の唇くちびるが近づく。


    　その時──


    　ガゴンッ！


    　保健室入り口のドアが勢いよく開けられた。
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    　くそ、いいところだったのに！　邪魔者の出現に、おれはとっさに蛍ほたる火びから身を離した。蛍火も慌あわてて体操服の乱れを直そうとする。


    　開け放たれた入り口から、ぐんなりした女子生徒を背負った黒マントの女性が入ってきた。養護教諭の黒くろ雀すずめ先生だ。黒雀先生はおれの姿を認めると、蛍火を指差して、


    「おや、君……その子をぺろぺろしようとしていたのかい？」


    「ぺろぺろぉっ!?」


    「でも立場が逆だろう。ぺろぺろされるのは、ケガしてる方だ」


    　何言ってるんだこの先生。


    「傷口を優しく舐なめてもらうのさ。心臓が停止していない限り、ツバつけておけば治るからね」


    「久く瀬ぜの……傷口を舐める……？」


    　呆あつ気けにとられた蛍火が、おれにチラリと視線を送ってくる。


    「そうとも。治療のためなんだ、恥ずかしがることはないさ」


    　黒雀先生は首をねじり、背負った女子の顔を覗のぞきこんで、


    「私がしてあげてもいいんだけれど、あいにく今からこの子をじっくりぺろぺろしてあげなきゃならないものでね。ふふっ……」


    　とんでもない変態だった。


    　具合の悪そうな女子の方も、黒雀先生の背で苦しげにあえぎながら、


    「……っ、先生、苦しい……早く……ぺろぺろしてくださいよぅ……」　


    　変な場面に巻きこまれてはたまらないので、おれたちは百ゆ合りゾーンが形成されつつある保健室を後にした。


    　なんとなく気恥ずかしくて顔を合わせられないまま、蛍火と二人で教室へ向かう。おれは両脚まで包帯が巻かれているので、歩きづらくてたまらない。


    「む、久瀬。傷が痛むようだな」


    「え？　いや傷っていうか」


    　実際は包帯が邪魔なだけなんだが。


    「私の肩につかまるといい」


    　歩くのに難なん儀ぎしているおれを見かねて、蛍火が肩を貸してくれた。


    「これでも歩きにくいなら、だっこして運んでもいいが……」


    「いや、さすがにそこまでは」


    　女の子にだっこされるなんて、恥ずかしすぎる。


    「それとも、やはり黒雀先生の言った通り、ぺろぺろした方がいいか……？」


    「なぉっ？」


    　蛍火にぺろぺろされるところを想像して、カァッと顔が熱くなる。


    「私はそんなはしたないマネは良くないと思うんだが、どうしても必要だというなら……治療のためなら仕方ないからな……」


    　心臓に悪いこと言いやがる。黒くろ雀すずめ先生のセリフを真まに受けちゃってるな。蛍ほたる火びのこのバカ正直な性格はどうにかならないものか。


    「その代わり、私がケガした時は……久く瀬ぜが私をぺろぺろして……」


    　蛍火の思考が異次元に突入しかけていた。


    「いや、ぺろぺろはマズイっ！　そんなけしからんマネは良くないですよ？」


    　蛍火の口から『ぺろぺろ』なんて刺激ワードが連呼されるのを聞いてるだけで、頭がおかしくなりそうだ。実際にそんなことされたりしようものなら、確実に理性を保てない自信がある。


    「ぺろぺろは不要か……」


    　蛍火は少し考えこんでから、


    「よし、決めた。今日は私が久瀬の世話をするぞ」


    　そんなことを言いだした。


    「マジですか」


    「ケガさせてしまったのは私だしな。その分、面倒をみる。理にかなっているだろう」


    「でも蛍火、大丈夫なのか？　異性が苦手とか言ってたろ」


    　実際、こうして並んで歩いている今も、蛍火はかなり思いつめたような顔をしていた。


    　二人の脇わき腹ばらがくっついたこの体勢、蛍火にしてみればかなりの緊張を強いられているだろう。いや、蛍火だけじゃなくおれの方もかなりドキドキしてるんだが。


    「……あ、当たり前だ。久瀬でなければこんなことできるわけない」


    　蛍火は顔をそむけて言った。


    「でも、相手が久瀬なら少しは平気になってきた……免めん疫えきができてきたというか……」


    　廊ろう下かを歩いていくと、すれ違う生徒たちがチラチラと視線を送ってくる。蛍火みたいなかわいい子と連れだって歩いてるんだから当然か。


    「めっちゃ注目されてるな……」


    「かなり恥ずかしいものがあるが……しかし途中で投げだすわけにはいかん」


    　蛍火に肩を貸されたまま、教室まで戻った。


    　次の時間は英語だったが、授業中、南な無ま猫ねこ亭てい先生の目を盗んで、隣の女子から折りたたんだ紙切れがまわされてきた。蛍火からの言ことづてらしい。開いてみると、蛍火の性格を反映したように乱れのない文字が並んでいる。


    『ケガの方は平気か？』


    　おれは蛍火の方に顔を向けて、大丈夫だというサインを送った。


    　数分と経たたないうちに、またしても紙切れが送られてくる。


    『痛んだらすぐに言うんだぞ』


    　心配してくれる気持ちは嬉うれしいけど、どうも大げさだな。


    『遠慮する必要はない』


    『早期治療が大切だ』


    『我慢して悪化したら大変だからな』


    『だから私が……ぺろぺろしてやるから……』


    　……本当はぺろぺろしたいんじゃないのかあいつ……？


    



    　昼休みになった。


    　最近、唐から津つ田だのやつは何か忙しそうで、昼休みになるなりどこかへ姿を消している。以前は蛍ほたる火びにしつこくつきまとっていたのに、妙なこともあったもんだ。誰か他に好きな子でもできたのか？　どんな理由であれ、唐津田に絡からまれないで済むのはありがたい。


    　おれは蛍火と二人で食堂に向かった。


    　学食では、大量にマグロを仕入れたらしく『ビッチビッチマグロフェア』なるものが開催されていた。マグロ関連のメニーはすべて半額になっているため、生徒たちは皆こぞってマグロを貪むさぼっている有あり様さまだ。


    　おれはマグロ粥がゆを、蛍火は刺身定食を選んだ。


    「久く瀬ぜ、その腕では食べにくかろう。私が食べさせてやるぞ」


    　緊張に震えながらも、蛍火はマグロ粥をレンゲですくっておれの口へ運んでくれる。


    「うん、マグロ粥なんて初めてだけど、美う味まい美味い」


    　美少女に食べさせてもらうマグロの味は最高だ。


    「かゆ……うま……」


    　日本語がうまく発音できなくなってしまうほど美味だった。


    「おっと、こぼしてしまったな」


    　蛍火がハンカチを取りだして、口の端についた粥を拭ふきとってくれる。何から何まで蛍火にお世話になりっぱなしだ。さらに蛍火は、自分が箸はしをつけていた刺身を示して、


    「こちらの刺身も美味だぞ。少し食べてみるか？」


    「うん、いただく」


    「そら」


    「はむ……」


    　蛍火が差しだしてくる刺身を口で受けとる。


    「刺身もいいな。おれはやっぱり変にゴテゴテした料理より、シンプルなのが好きだ」


    「私も同じくだ」


    　うーむ、今のは微妙に間接キスというやつじゃないのでしょうか。


    　意識して、にわかに顔が熱くなる。蛍火の方は気づいてないみたいで、さっきおれが口をつけたばかりの箸で刺身をつまんで食べている。


    「久く瀬ぜ、どうした？　顔が赤いぞ」


    「いや……べつに……」


    「体調が悪ければ遠慮なく言うんだぞ」


    　しかし蛍ほたる火び、保健室で『けっして甘やかしたりはしない』とか言ってたわりに、すげー甘やかされてる気がする……。根が面倒見のいい性格なんだろう。


    　なんだか……幸せだ……。


    　女の子に世話を焼いてもらうのが、こんなに嬉うれしいなんて！　腕と首がまだ少し痛むものの、そんなのたやすく吹き飛ぶほどの喜びが心を満たしている。


    　そんなふうにして一日お世話されておりました。


    



    　放課後、蛍火と一緒に地下室に行くと、部屋の一角が仕切り板で区切られていた。


    「何だこりゃ？」


    「特訓のためのスペースだ。では久瀬、私は少し花嫁修業してくるからな」


    　そう言って、蛍火は仕切りの向こうに姿を消した。ほどなく、格闘でもしているみたいな音が聞こえてくる。


    「久瀬君、今週の恋愛実験はお休みよ。桐きり香かとミャンマーには、週末の嫁よめ度ど対決に備えて準備してもらうから」


    　早さ乙おと女めが、旧世代携帯機ゲームボーヤでなにやらプレイしつつ、そんなふうに説明した。よりぬきのクソゲーでもやってるのか。


    「ああ、それはいいんだけどな。蛍火のやつ、仕切りの向こうで一体何してるんだ？」


    　まさか巨大カマキリ相手に戦ってるなんてことはないだろうが……恐ろしい光景を想像しつつ尋たずねてみると、早乙女はゲーム機から顔を上げた。


    「桐香には花嫁修業として、〈ふるぼっこちゃん〉とスパーリングしてもらってるのよ」


    「ふるぼっこちゃんて、戦闘兵器とか言ってたやつか」


    「そっ、私が開発した対人戦闘兵器〈ＦＢＣ‐３号機〉、略称ふるぼっこちゃん」


    「略称の方が言いづらくなってるぞ？」


    「ふるぼっこちゃん相手に、桐香も善戦してるわ。この分なら、嫁度対決までにものになりそうね」


    「だからジャンルが違うと思うんだが……」


    　なんでバトル漫画みたいな特訓してるんだ？


    　音おと無なしは今日も机に向かって漫画を執筆中だ。相変わらず、どんな作品を描いているのかは見せてくれない。おれの視線に気づいたのか、音無は原稿から顔を上げると、


    「『すーぱーりあるおにごっこ』する？」


    「また危険なゲームか？」


    「なたをもったなまはげが、地のはてまでおいかけてくる」


    「なまはげ怖すぎる！」


    「じどうついびがた」


    「それはスタンドだよ！　しかも音おと無なしが発音すると、まるでいたいけな幼児をストーキングするみたいな危険な響きがする！」


    　不健全そうなごっこ遊びばかりしたがる音無だった。


    　音無のそばに優雅に座っているのは深み山やま。恋愛実験に参加してるわけでもないのに、許いい嫁なずけのおれを監視するためって名目でこの地下室に入りびたっている。おれの目から見れば、たんに遊びに来ているようにしか見えなかった。


    　今日も、椅い子すに座って悠々と漫画を読んでいる。口を開けば憎まれ口ばかりの深山も、こうしておとなしく漫画を読んでいる姿はかわいらしい。


    「紅茶啜すすりながらのんびり読書タイムなんて、ずいぶん余裕じゃないか」


    　そう声をかけると、深山はチラリとこちらを見上げた。そして自信に満ちた笑みを浮かべ、


    「特訓など必要ありませんわ。私が負けるはずありませんもの」


    「たいした自信だな……。ところで、何を読んでるんだ？」


    「音無さんから貸していただきましたの」


    　蛍ほたる火びとは仲の悪い深山も、音無には普通に接しているみたいだ。音無とは漫画を媒ばい介かいにするとコミュニケーションとりやすいっぽい。


    　どんな漫画を読んでるのかと深山の手元を覗のぞきこんでみると、見開きいっぱいに、マグロの頭をした人間たちの姿が描かれていた。民家を襲おそい駄菓子を貪むさぼる悪人たち。画面を埋め尽くした魚介類の頭部に、ゾッとさせられる。


    「怖こえぇー……夢に出てきそうだ」


    　一部でカルト的な人気を誇る漁業ホラー漫画か。お魚好きな深山にはピッタリだな。


    「キュートですわ♪　ラブリーですわ♪　チャーミングですわ♪」


    　身の毛もよだつ魚人たちの姿を眺めて、深山はウットリほほえんだ。


    　のんきな会話を交わすおれたちをよそに、仕切りの向こうでは激しい格闘の音が続いている。あまり変な訓練してほしくないな……少し中断してもらおう。


    「蛍火、ちょっといいか」


    　声をかけると、効果音が止まって蛍火が姿を現した。


    「どうした、久く瀬ぜ」


    　いかん、とりあえず声をかけてみたものの口実を考えてなかった。


    「いや特に用事ってわけでもないけど、なんとなく蛍火の顔が見たくなったから」


    「おかしなことを言うやつだな。……ふふ、でもそうか、私の顔が見たくて仕方ないか……しょうがないやつだな……」


    　蛍ほたる火びも満まん更ざらではない様子で、表情をゆるめつつ『はむはむはむりん』のぬいぐるみをボスボスと殴なぐりつけ始めた。ぬいぐるみが痛みを感じるわけなんてないけど、『はむはむはむりん』の顔がどことなく苦しそうに歪ゆがんでいる。


    　それから蛍火は、鞄かばんから分厚い本を数冊取りだして机に置いた。


    「特訓も一段落ついたし、ここからは学習タイムだ」


    「何だその本？」


    『嫁大全』『一般嫁学講義』『暗黒嫁日記』……変なタイトルばかりだな。まためーめー書房かよ。


    「嫁の心得を身につけておかねばならないと思ってな。図書館で借りてきたのだ」


    　その心構えは嬉うれしいけど、肝心の内容が気になる。不安になってパラパラめくってみると、


    「『嫁道とは死ぬことと見つけたり』……なんて本読んでるんだ！」


    「これは名著ともっぱらの噂うわさだぞ」


    「むしろラブコメを読んだ方が勉強になるんじゃないか？」


    　おれは地下室の隅すみに置かれた本棚に目をやった。


    　めいめいが持ち寄った漫画類が並んでいる。剣劇漫画は蛍火の趣味だな。プラス、音おと無なしが持ちこんだのであろうシュールなタイトルが並ぶ。


    　──恋愛実験部なのに、なんでラブコメが一冊もないんだ……。


    　この世の不条理を感じた。


    「なあ早さ乙おと女め、研究のためってことで申請してラブコメ漫画は買えないのか？　ゲームはＯＫだったんだろ」


    「よしきた、なら私が厳選して購入しておくよ」


    「おまえに任せると、また変なパチモンばっかり仕入れてきそうな気がするんだけどな」


    　──待てよ、ラブコメといえば……。


    「そうだ深み山やま、例の『初恋地獄変』、理事長室に保管されてるって話だったよな」


    「ええ、その通りですわよ」


    「『初恋地獄変』……何なのだそれは？」


    　蛍火が不思議そうに言葉をはさんだ。


    「蛍火は知らないのか。ずっと昔に出版された伝説のラブコメでな……ラブコメの聖典とか言われてるんだ」


    　ラブコメ愛好家たちの憧あこがれの的だ。


    「軽薄な書籍の一種というわけだな」


    「いや、それがただのラブコメじゃないんだよ。いろいろといわくつきの本で、読んだ人間は聖なる力を得られるだの、ラブコメの神になれるだのって噂なんだ」


    「何を言ってるのか理解できないのだが……」


    　おれが熱っぽく語ると、蛍ほたる火びは怪け訝げんそうな顔をする。


    　たしかにラブコメの神なんて話、たやすく信じられるものじゃないだろう。それでも、『初恋地獄変』には人を魅ひきつける何かがあるのは事実だった。


    「へえ。久く瀬ぜ君、詳しいじゃない」


    　と早さ乙おと女めが話題に加わってきて、チラリと深み山やまに視線を送った。


    「おれがこの学園に入ろうと思ったのも、伝説のラブコメがあるって聞いたからだしな。……ってわけで深山、『初恋地獄変』を読ませてほしいんだ！」


    　そう頼みこんでも、所有者である深山は、


    「とんでもない！　冗談も休み休み言うがいいですの」


    「何っ！　なんでダメなんだよ」


    「どうしてもこうしてもありませんわ。『初恋地獄変』は門外不ふ出しゆつの品。部外者に見せるなど、もってのほかです」


    　頑がんとして首を縦に振らない。


    「待てよ……部外者には、ってことは、おれが深山の許いい嫁なずけになったら読ませてもらえるってことか？」


    「そ、それは……」


    　当惑気味に言いよどむ。


    「久瀬、本気か？」


    『許嫁』という単語に反応して、蛍火が咎とがめる視線をこちらに向けてきた。


    「か、仮にの話だけどな」


    「それでもダメですわ！　あの本だけは……」


    　語尾を濁にごして、この話は打ち切りだとばかりに深山はそっぽを向いてしまう。


    　ガードが固いな。時価数億円は下らないと言われる貴重な代しろ物もの、そう簡単に見せられるものじゃないのだろう。けどダメとなると、かえって好奇心が刺激されるというもの。何があろうとこの目で拝おがみたい。


    『初恋地獄変』を読ませてもらうためには、深山とある程度仲良くなって警戒心を解いてもらう必要がありそうだ。つまり、大事な蔵書を見せてもらえるくらいには信頼関係を築きつつ、許嫁の件はひとまず解消してもらえるようにもっていくのが理想か。


    　なかなか難しそうだ……。


    



    　　　§


    



    　次の日、おれは朝から悶もん々もんとしていた。


    　昨日は充実の一日だったが、こうまで幸せだとさらに欲が出ようというもの。


    　──蛍ほたる火びとキスしてぇー……！


    　昨日、保健室であんなに間近まで迫っちゃったし、『ぺろぺろ』とか言われたりしたものだから、妙に引きずってしまい煩ぼん悩のうに頭を支配されていた。かといって、いきなり面と向かって『キスさせてくれ！』なんて言うわけにもいかないよな。順序を踏んでいかないとダメだろう。


    　デートにでも誘ってみるか？


    　考えてみれば、深み山やまとは以前、強制的にデートってイベントがあったけど、蛍火とはまだデート的なものはしたことない。


    　誘うとしたらどこがいいかな。遊園地とかが定番なんだろうけど、蛍火の趣味からは外れてる気もする。カラオケなんておれ自身行ったことないし、流行の歌も全然知らない。蛍火とカラオケってのもイメージ的に結びつかないし……もっと渋い感じの所の方がいいのか？


    　ノートの一ページを『蛍火メモ』にして、情報を書きつけていく。


    ・蛍火の好きなもの……はむはむはむりん、ファンシーな動物、武士、仁義、勝利


    　　　　嫌いなもの……たわけ、腑ふ抜ぬけ、軽薄、不誠実、敗北


    「……いまいち摑つかみどころがないな」


    　デートに結びつきそうなものが、あまりない。しいて挙げるなら動物園とかか？


    　いざ誘うにしても、切り出し方も問題だ。率直にデートなんて言おうものなら、『たわけが……！』と一いつ喝かつされそうだ。昨日、軽薄なのは好きではないって釘くぎを刺されちゃったし。


    　何か口実が必要か。うーむ……。


    　授業中、ずっとそんなことばかり考えていた。午後の英語で抜き打ちの小テストがあり、相変わらず上うわの空そらのおれは、すべての解答に『キス』と書きこんでしまった。我われながらひどい答案だ。


    　当然のごとく南な無ま猫ねこ亭てい先生からお叱しかりをくらい、課題を出された。明日までに問題集をやって提出しないといけない。これはピンチ……！　


    　ここは『おしえて！　蛍火先生』の時間だ。


    「蛍火、ちょっと英語教えてもらえないか」


    「む？　英語はどちらかというと苦手なんだが……古文の方が得意だ」


    「苦手って言っても、おれよか全然、点数いいじゃん。おれは蛍火に教えてもらいたいんだ……！」


    「そこまで言うなら……かまわないぞ」


    　少し強く出て頼んでみると、蛍火は戸と惑まどいつつも頷うなずいてくれた。そこへ、おれたちの会話を耳ざとく聞きつけた唐から津つ田だが絡からんでくる。


    「姐ねえさん、小しよう生せいにも魅惑のプライベートレッスンしてくんなましー」


    「いや唐津田はロンドン仕込みの英語じゃなかったのか？　教えてもらう必要ないだろ」


    　そう切り返すと、


    「いいっスよいいっスよ、小しよう生せいは誰も信じない一いつ匹ぴき狼おおかみっスから。非情なハードボイルドの世界に生きていく所存」


    　謎なぞの捨てゼリフを吐きながら、案外アッサリと唐から津つ田だは去っていった。


    　おれは蛍ほたる火びと二人で図書館に向かった。芙ふ蓉よう学園の図書館は、蔵書も半端なく多い。ラブコメ要素を含む作品はことごとく排除されているが……。


    　閲えつ覧らん用の机に並んで座り、勉強を教えてもらう。おれが基本的な構文がわからなくて困り果てていると、蛍火は小さく叱しかりながらも丁てい寧ねいに説明してくれる。


    「いくら抜き打ちテストとはいえ、０点というのはひどいな。だいたい久く瀬ぜ、他の教科にしてもあまり良くないだろう。試験など、教科書の範囲からしか出ないのだから何も難しいことはないはずなのに」


    　小こ言ごとがチクチクと耳に痛い。


    「簡単に言ってくれるけどな……。蛍火だって数学は苦手って言ってたろ」


    「あれは……数字を見ると頭が痛くなるのだから仕方なかろう。久瀬の場合は自己管理ができていない証拠だ、だらしないぞ。自じ堕だ落らくというものだ」


    「う……」


    「……だから……私がそばについててやらないとダメだな……」


    　蛍火が、ほとんど聞きとれないほど小さな声で呟つぶやいた。


    「えっ」


    　おれが驚いて顔を向けると、蛍火は慌あわてて視線を逸そらす。


    「さ、続けるぞ……」


    　若じやつ干かん、声が震えていた。


    　蛍火のやつ、ふだんは真ま面じ目めで固いことばかり言うくせに、時々ドキリとするような言葉を口にする。おかげで、おれはなんだか翻ほん弄ろうされているみたいな気分だ。しかもそれが嬉うれしかったりするものだから始末が悪い。


    「……だからこの文章を訳すと、『おれはテニスの試合をしていたと思ったらいつの間にか命がけの超人バトルが始まっていた』という意味になるわけだ」


    「ああ、なるほどな」


    　何なんだこの例文……。


    「では、ためしに次の文を訳してみろ」


    「…………」


    　距離が近いので意識してしまう。


    　すぐ横にかわいい女の子がいる状態で勉強に集中などできるわけもなく。視線はつい問題集のページから離れて、蛍火の横顔を凝ぎよう視ししていた。とりわけ、英単語をよどみなく読みあげる可か憐れんな唇くちびるに、視線が引き寄せられる。


    「……久く瀬ぜ、聞いているのか？」


    「あっ、ちゃんと聞いてたぞ。蛍ほたる火びの顔を眺めてたわけじゃないからな？」


    「なっ……！　その言い方は、まるで私の顔を見つめていたように聞こえるではないか！」


    「べ、べつに髪からいい匂においがするなーなんて考えてたわけじゃないんだからなっ！」


    「ますます誤解を招く表現ではないか！」


    「ましてや、集中してる隙すきなら頰ほおにキスしても大丈夫かなーとか思ってるわけないからなっ！」


    「たわ……け、が！　そんなことばかり考えているのか久瀬は！」　


    「だから違うって言ってるだろ！」


    　言いつくろおうとすればするほど、泥沼にはまってしまうおれだった。


    「そこな少年少女、図書館内では静せい粛しゆくに願いますぞなもしー」


    　カウンターに座る図書委員が、法廷で使われるようなハンマーで机をカンカン叩たたいた。思わず大声を出したせいで、二人揃そろって注意されてしまった。


    「む……」


    「すみません」


    　気恥ずかしいものを感じつつ、問題集に戻る。そこへ、不意におれたちの前に小さな人影が立った。


    「……何を騒いでますの」


    　顔を上げると、両手を腰に当てた深み山やまがちょっと不機嫌そうに立っている。


    「あなたたちが騒がしくするおかげで、落ち着いて読書もできませんわ」


    「そりゃ悪かったな。勉強教えてもらってるんだよ」


    「ふぅん……」


    　深山はおれの隣に座る蛍火に視線を移して、


    「……少し距離が近くありませんこと？」


    「そんなことはないだろう」


    　深山の方に顔も向けず、蛍火は平然と答える。


    「いいえ、近すぎますわ」


    「遠近法のせいでそう見えるだけだ」


    「目の錯覚ではありません！　明らかに近づきすぎですの。勉強を教えるだけなら、そんなにくっつく必要ないでしょう」


    　深山が再び文句をつけると、蛍火はおれから距離をとるどころか、逆にさらに身を寄せてきた。


    「な、何してますの……！」


    「そばに立っている誰かのせいで影ができて、問題集の文字が見にくかったものでな」


    「……っ！」


    　深み山やまは腹立たしげに、おれの隣の席に腰を下ろした。


    「おい、なんでおれの横に座る？」


    「べつに……たまたまこの席が空あいているから座っただけですわ」


    「席なら他にいくらでも空いてるだろ」


    「ふ、風ふう水すい的にこの席が一番運勢が良い方位ですの……！」


    　メチャクチャなこと言ってるな。


    　深山と蛍ほたる火びに挟はさまれた状態で、再び勉強タイム。女の子二人の間ってポジションは、かなり落ち着かないものがある。


    　蛍火は丁てい寧ねいに説明してくれるものの、そのたびに深山がいちいち余計な口をはさんでくる。邪魔をすることが目的とでもいうふうに全然関係ない話を続けるものだから、勉強がはかどるわけがない。それでも問題集と悪戦苦闘した末すえ、なんとか課題をクリアできた。


    「よし、終わった！　これも蛍火のおかげだ」


    「久く瀬ぜもやればできるんだから、日頃から勉強を怠おこたらないようにすべきだぞ」


    「お待ちなさい、私のおかげでしょう……！」


    　臆おく面めんもなくそう主張する深山に、


    「おまえはむしろ邪魔しかしてない」


    「何ですって──！」


    　いかん、深山に対してはついカチンときて憎まれ口を叩たたいてしまう。


    「そこな少年少女、図書館内で静せい粛しゆくにできぬ不届き者は、本棚に挟まれて圧迫の刑ぞなもしー」


    　再び警告のセリフを口にして、図書委員は手元のボタンを操作した。すると、壁面から本棚がせり出してこちらに迫ってくる。


    「拷ごう問もん室かここは!?」


    　押し潰つぶされてはたまらないので、早々に図書館を立ち去る。深山が逃げ遅れて図書委員に捕まったらしく、後方から悲鳴が聞こえてきた。


    「危なかったな……。これからどうする？　地下室に行くか？」


    「ん……」


    　おれが何気なく尋たずねると、蛍火は目を逸そらして黙りこんでしまった。


    「どうしたんだ？」


    「べつに……いや……」


    　しばし言いよどんだのち、


    「その、もしよければ……不都合でなければ……」


    「うん？」


    「つきあってもらいたい所があるのだが……」


    「え、マジで！」


    「やはり、急に言われても迷惑だろうな……」


    「いや、もちろんＯＫだぜ！　ひゃっほおおおぅ──！」


    　まさか蛍ほたる火びの方からお誘いがあるなんて。おれは小こ躍おどりせんばかりに浮かれている。一体どこに行くつもりだろう。どこでも喜んでついていくぜ！


    



    　そうして蛍火にいざなわれてやってきたのは、ショッピングモール内の映画館。


    「映画か、いいな！」


    　やべーなんだかデートみたいだ……興奮してきた。


    「今やってる映画は何だ？」


    　期待に胸躍らせつつ、映画館の看板を見上げる。


    『はむはむはむりんの逆襲』


    　ＴＶアニメが大人気なのは知ってるけど、まさか映画化までされてるとは。


    　逆襲って、はむはむはむりんが悪役っぽい扱いだな。看板には、巨大化したハムスターが宇宙ヤマネコと戦う姿が描かれている。おれ自身は、はむはむはむりんに特に興味あるわけじゃないけど、ここはもちろん蛍火の趣味を優先だ。


    「会場でしか手に入らない限定グッズも購入できるそうなのだ」


    　言われて見ると、看板の隅すみにそれらしきことが書かれていた。


    　──『第二形態はむはむはむりん・限定フィギュア　販売中！』


    「限定フィギュア……あれを買いに来たのか？」


    「うむ、この機会を逃のがすと手に入らないらしい。……一人で入るのは恥ずかしくてな」


    　言い訳するように、蛍火はそう告げた。二人で入るのは、別の意味で気恥ずかしかったりもするんだけどな……。


    「二人で映画なんて、なんかデートみたいだな」


    　浮かれまくったおれは、ついそんなことを口にしてしまう。


    「そうか……？」


    　認めるのが恥ずかしいのか、蛍火は首を縦に振ってくれない。


    「デートみたいだろ」


    「そうだろうか……」


    「……おれはデートだと思ってる」


    「久く瀬ぜがそこまで言うなら……、私も……そう思おう……」


    　やっと小さく頷うなずいてくれた。


    　映画館に入ってみると、グッズ売り場にはすでに大勢の客が群がっていた。この客たち、みんな限定グッズ目当てなのか。最後尾のプラカードを持った係員が、列整理を行おこなっている。


    「『はむはむはむりん』劇場版記念限定フィギュア、最後尾はこちらで～す」


    「うお、めっちゃ並んでるぞ！」


    「こんなに人が多いとは……。早く並ばないと売り切れてしまう！」


    　焦あせりつつ、おれたちは長く曲がりくねった列の最後についた。


    　限定グッズ購入希望者たちは、みな殺気立っていた。決められた列から少しでもはみ出したりしようものなら、『割りこみしてっと一万回殺すぞダボが！』と怒鳴りつけられてしまう。


    　並んでいる人たちの会話が断片的に聞こえてきた。


    「一人一限なの？」


    「買った後、また並び直せばいいんだって。こんだけ人多いと顔覚えられてるワケねーし、五周くらいはラクショー」


    「後輩に高値で売りつけてボロ儲もうけっすわ」


    「パソコンありゃ、速攻ヤフオークに流すのになー」


    　何か変なこと話してるな……。


    　牛の歩みのごとくゆっくりと、列は進んでいった。


    「ますます人が増えてきたな……」


    「おっと久く瀬ぜ、気をつけろ」


    　後ろの人に押されて行列から飛びだしそうになったおれの腕を、蛍ほたる火びが摑つかみ止めてくれた。そのまま自分の方へ引き寄せて、さりげなく腕を絡からめてくる。動作はさりげなさを装おうとしているものの、顔が真っ赤だ。おれの顔もたぶん同じ状態だろう。
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    「人が多いからな……」


    　触れあった腕がかすかに震えている。


    「ん……」


    「列から外れると危険だからな……」


    「お、おう。気をつける……」


    　異性が苦手だと言っていた蛍ほたる火びの方から腕を組んでくれた。きっと、精一杯の勇気を振り絞しぼってのことだろう。その気持ちが、何よりも嬉うれしかった。そのまま身を寄せあい、腕を絡からめたままでいた。


    　列に並んだまま一時間あまりも待ちつづけて、ようやくレジが近づいてきた。ところが運悪く、ちょうどおれたちの前の人でグッズが売り切れてしまった。


    「限定フィギュア、完売で～す。買えなかった人はご愁しゆう傷しよう様さまぁ～」


    「なんと、売り切れとは……無念！」


    　目的の品を買いそこねて、蛍火は心底悔しそうに肩を落とした。


    「仕方ないよ。とりあえず映画を楽しもうぜ」


    　というか、おれの勉強につきあってくれたから、ここに来るのが遅くなって買いそびれちゃったんじゃないか。そう考えて申し訳ない気分になる。落ちこんだ蛍火をなだめつつ、場内に入る。並んで席に座ってからも、なんとなく自然な流れで手をつないだままでいた。


    　上映前の暗くら闇やみの中。おれの手を握る蛍火の手が震えていた。わずかに汗ばんだ手から体温がつたわってくる。


    「蛍火、どうしたんだ？　映画が楽しみで興奮してるのか？」


    「いや……暗いところはあまり得意ではないのだ」


    「暗闇が苦手なのか？」


    「なんだか……お化けでも出そうだろう」


    　蛍火には（異性以外に）怖いものなんてないのかと思ってたけど、意外な弱点発見という感じだ。


    「お化けか……。なあ蛍火。昔、大飯食らいで犬の苦手なお化けのアニメがあっただろ」


    「ん？　ああ、小さい頃に再放送で見たが……懐なつかしいな」


    「お化けは全部あいつの同類だと思えばいい。そうすりゃ、少しは怖くなくなるだろ」


    「……おかしなことを言うんだな、久く瀬ぜは」


    　蛍火はクスリと笑った。手の震えが少し落ち着いたみたいだ。


    　映画自体はかなり面白かった。


    　大スクリーンに映しだされる、はむはむはむりんの勇姿。子供向けと侮あなどってたけど、巨大化したハムスターが天敵の宇宙ヤマネコと壮大なバトルを繰り広げるシーンは予想外に熱く、手に汗握った。


    　かと思えば、はむはむはむりんの生い立ちが語られる場面では、胸打たれるものがあったりもする。ボンレスハム状ハムスターに、こんな切ない過去が秘められていたなんて。


    　おっと、映画に熱中してる場合じゃない。ここはぜひとも映画館の暗くら闇やみに乗じてキスをすべきところだ……と考えて、隣に座る蛍ほたる火びに目を向けると。


    「ぅ……く……」


    　嗚お咽えつをこらえているような声。


    「うあ、蛍火、泣いてるのか……？」


    　瞳ひとみからこぼれそうになる涙をこらえている様子だ。


    「……っ、違っ、う……泣いてなどいないぞ……」


    　めっちゃ涙声ですやん。


    　案外、涙もろいところがあるんだな。バッタバッタと人が斬きりまくられる剣劇漫画が好きかと思えば、はむはむはむりんの姿に涙ぐんでいる。蛍火の趣味はなかなか摩ま訶か不思議だ。


    　結局、キスするタイミングを見いだせないまま、映画が終わってしまった。


    「『はむはむはむりん』見るの初めてだったけど、面白かったな」


    「うむ、気に入ってくれて何よりだ」


    　率直な感想をつたえると、蛍火も満足顔。


    「ただ、仲間の死をきっかけに成長して第二形態『メタルはむはむ』に進化するって展開は、ちょっとベタすぎる気がしたけど……」


    「何を言う、そこがいいのだろうが」


    　蛍火は譲れないという口ぶりで主張する。わりと熱い展開が好きらしい。


    「ま、おれもそういうの嫌いじゃないけどな。昔のバトル漫画みたいな展開」


    　蛍火も深々と頷うなずいて、


    「死闘を繰り広げたライバルがそのあと仲間になったり……」


    「ベタだけど熱いものがあるよな！」


    「死んだ仲間を生き返らせるために雷かみなりに当てたり……」


    「いやソレはないだろ」


    「変にひねった話よりも、わかりやすい勧かん善ぜん懲ちよう悪あくが好きだ」


    　しばしバトル漫画談義に花が咲く。


    「でも蛍火、限定フィギュアが買えなかったのは残念だったな。せっかく来たのに無駄足だったっていうか」


    「いや……無駄ではないぞ」


    「？」


    　おれが首を傾かしげていると、蛍火はうつむいて、


    「……久く瀬ぜと一緒に過ごせたからな」


    　嬉うれしいこと言ってくれるじゃないか！


    　キスはできなかったけど……ずっと手をつないでいられただけでも幸せな気分だった。


    



    　　　§


    



    　あくる日の放課後、おれは大事な生徒カードを寮の部屋に忘れてきてしまい、餓うえきっていた。買い物に必要なポイントはすべてカードで管理されているので、カードがないと何もできない。


    　昼は学食で蛍ほたる火びが自分の分を少し分けてくれたけど、それだけでは全然足りない。放課後になる頃には、空腹のあまり、前の席に座る唐から津つ田だの頭が巨大なトマトに見えはじめる始末。


    　──仕方ない、寮に戻って生徒カードを取ってくるか……。


    　そう考えて校舎を出た。ショッピングモールに並ぶ飲食店。ショーケース内の色とりどりの料理が食欲を刺激する。


    「くそ、美う味まそうだな……」


    　ガラスに顔をへばりつけるようにして、食いつかんばかりの勢いで造りものの料理を眺める。


    「……なぜショーケースに貼はりついてますの？」


    　背後からかけられた声に振り返ると、深み山やまが立っていた。


    「…………」


    「そ、そんな捨てられた子犬みたいな目で見ないでくださいませんこと？」


    「好きでしてるわけじゃないんだけどな」


    　切実な飢き餓が感が顔に出ていたのだろう。


    「お腹なかが空すいていますの？」


    「まあな。生徒カードを寮に忘れちゃったから、食事できない」


    「ふぅん……」


    　深山はおれの顔をまじまじと見つめてから、


    「……暇ひまそうですわね」


    「暇ってこともないけどな」


    「私はこれから買い物に行くところですけど、あなたがどうしてもと言うなら、ついて来てもよろしくてよ」


    「べつに一緒に行きたくなんてねーけど」


    「ついて来るがいいですの！　……聞けば、昨日あの後、蛍火さんと一緒に映画館に行ったそうではありませんの」


    「ん？　ああ、面白かったぞ」


    「私は図書委員に捕まって大変でしたのよ！　なのにあなたは、のんきに映画などと……」


    「深み山やまも『はむはむはむりん』好きなのか？」


    「そんな齧げつ歯し類には興味ありません！」


    「いや、おれも最初は興味なかったんだけどな、見てみたらなかなか面白いんだぞアレ。意外に奥が深いっつーか、特にあのハムスターの体があんなふうにボンレスハム状になってるのは、三度目の大戦の際に……」


    「どうでもよろしくてよ。問題は、蛍ほたる火びさんと一緒にというところです」


    　にわか仕込みの蘊うん蓄ちくを披ひ露ろうしようとするおれをさえぎって、深山は睨にらみつけてきた。


    「許いい嫁なずけである私をさしおいて蛍火さんと出かけるなど、不公平というものでしょう！　ですから釣り合いをとるために、今日は私と一緒に過ごしていただきます」


    「よくわかんねー理屈だな……」


    「ともかく！　許嫁なのだから買い物につきあうくらい当然でしょう」　


    　強引に押しきられて、おれは深山のショッピングに同行することになった。深山はかなり自分勝手な女だけど、考えてみれば『初恋地獄変』を読ませてもらうにはこいつの信頼を得る必要がある。ここは言うことを聞いておくか。


    「これいただきますわ♪」


    　和菓子店でひとしきり買い物をして店を出た。好物の和菓子・赤ふぐを大量に買いこんだ深山は、大きな紙袋を胸の前に抱えてよろめきながら歩いている。


    「赤ふぐ買いすぎだろ。持ちきれないほど買いこみやがって」


    「うるさいですの。これくらい軽いものですわ」


    　などと言いながらも、深山の足取りはおぼつかず、今にも転びかねない。見ていて危なっかしいというか、放っておけないものを感じる。


    　仕方ない、荷物を持ってやるか……と思いかけた時、


    「ふしゃアアァッ……！」


    　後ろから猛もう然ぜんと走ってきた人影が深山を突き飛ばした。


    「きゃあっ!?」


    　押された勢いでクルクル回転している深山を、おれはとっさに抱き止めた。小柄で華きや奢しやな体が、胸元にすっぽりとおさまる。


    「何だ今の、危ねーやつだな」


    「……あら？」


    　深山が怪け訝げんそうな声を出した。視線を下ろすと、深山が持っていたはずの紙袋が失なくなっていた。


    　──さっきのヤツがひったくっていったのか？


    　深山を突き飛ばしていった人影を目で追う。思った通り、その手に紙袋がぶら下がっていた。逃げ去るその人物の背を指差して、深み山やまが、


    「あれは……仮面の女ですわ！」


    「仮面の女？　懲ちよう罰ばつ房ぼうに入ってたやつか？」


    　以前に懲罰房で見かけた、顔半分を仮面に覆おおわれた獣けだものじみた女か。


    「彼女の名は双ふたツ見み琴こと音ね。恩おん赦しやにより懲罰房から解放されたのち、授業にも出席せず、野生化して道行く人々を襲おそい食料を略奪しているという噂うわさですの」


    　深山が生徒会長を辞任する前に発した恩赦で、懲罰房に入れられていた生徒たちは全員解放された。その際に、あの女も解き放たれてしまったのだ。つまりおれが解放したも同然なわけだが、追いはぎまがいのことしてるなんて、とんでもねーヤツだな。


    　警備の黒服×４が現れて仮面の女を取り囲んだが、怒ど濤とうの勢いに弾はじき飛ばされてしまった。頼りにならねー……。


    「逃がすかああああぁ！」


    　まだ追いつけない距離じゃない……おれは駆けだし、仮面の女を追いかける。まさかリアルに鬼ごっこするハメになるとは思わなかった。


    　仮面の女はさして足が速いわけじゃなく、少しずつ距離が縮まっていく。ちからは並外れて強いけど、すばやさは低いタイプだ。


    　このままでは逃げきれないと悟さとったのだろう。仮面の女は、フライドチキン店の前に置かれていた白ひげおじさん人形を軽々と持ちあげると、こちらへ向けて投げつけてきた。


    「ぬおっ！」


    　地面でバウンドしてものすごい勢いで転がってくる等身大の人形を、とっさにかわす。


    　続けて、薬局に置かれていたカエルの人形が投げつけられる。さらには、駄菓子屋さんの軒先であどけなくぺろりと舌を出した童女の人形。


    　次々と迫りくる障害物の群れを回避して、おれは仮面の女のすぐ後ろまで迫った。


    「だらあッ！」


    　背後からタックルをかます。


    　はからずも胸を摑つかんでしまったらしく、手のひらにムニョリとした感触がつたわってきた。うお、こいつ意外と胸でかいな……これは嬉うれしい誤算！


    　しがみついたはいいものの、女の勢いは少しも衰えず、アメフト選手のごとくおれを引きずったまま疾走していく。なんてパワーだ。おれは左腕で女の体につかまったまま、紙袋へと右手を伸ばした。


    「ふしゅルあッ──！」


    　仮面の女が繰りだした肘ひじ打ちが、みぞおちにクリティカルヒットした。


    　たまらず崩れ落ちつつも、おれは紙袋を摑んだ手は離さない。取っ手がちぎれ、赤ふぐの詰まった紙袋が地面に落ちた。その隙すきに、仮面の女は大きく跳躍し姿を消してしまった。


    「何なんだあいつは……」


    　やはり化け物じみた女だった。


    　仮面の女は逃がしてしまったけど、とりあえず赤ふぐは取り戻すことができた。攻撃を受けてズキズキと痛む胸を押さえつつ、深み山やまの元へ戻る。


    「ホイこれ」


    　紙袋を深山に差しだす。


    「ば、バカじゃありませんの？　赤ふぐくらいまた買い直せば良いだけの話ですわ！　それを、こんな……」


    「べつにおまえのために取り返したわけじゃねーからな。たまたまあの女が落としてったのを拾っただけだ」


    　なんでツンデレみたいになってるんだおれは……。


    　深山は呆あきれたように、小さな笑いを洩もらした。


    「……では私も、たまたま目の前にあった赤ふぐをたまたま受けとってあげますの」


    　紙袋を渡そうとして、おれは途中で気が変わって手を引っこめた。


    「やっぱやめた。おまえに持たしとくと、危なくてかなわん」


    「え……」


    「おれが持ってやるっつってんの」


    「そ、そうですわね……許いい嫁なずけなのですから、それくらいして当然ですわ」


    　そう言って歩きだす深山の足取りは、心なし軽くなっていた。そのあと深山に連れていかれたのは、『魚うおー泥で栖す吐と露ろ威い』という寿す司し屋さんだった。なんでまた暴走族表記なんだ？


    「許嫁を餓うえさせておいては深山家の名折れ。荷物を持ってもらった義理もありますし、特別に私がごちそうしてさしあげますの」


    「マジか！」


    　一緒に買い物して食事って、これじゃまるでデートみたいじゃないか。深山の方はどういうつもりなのか知らないけど……。さっき思いきり走ったせいもあり、今や空腹は耐えがたいばかりだ。ありがたくごちそうになることにしよう。


    　店内に入り、カウンターに並んで座る。値段は全部時価か。一人だったら怖くて絶対こんな店入れないな。後しり込ごみしているおれに、深山が、


    「このお店は特にマグロが美味ですわ」


    「マグロはこのところ食しよく傷しよう気味なんだが……」


    「そんなふうに冷めきった態度で、マグロ漬づけの人生気取りですの？」


    「どんな人生なんだよ。先週から学食でマグロフェアを開催してるんだ。おかげで連日マグロ尽くしだった」


    「学食で使ってるような冷凍ものとはわけが違いますわ。今朝、釣りあげられたばかりの活いきのいいマグロを取り寄せてますの」


    　生まれてこのかた寿す司しなんてほとんど食ったことのないおれは、適当にみつくろってもらうことにした。深み山やまお気に入りの店だけあって、どれも美味だった。


    　いかにも高級っぽい寿司を、深山はひょいぱくひょいぱくと、ためらいなく口へ運ぶ。美少女が寿司を食べているさまは、なんだか違和感があるな。


    「……むしろ外見的には、お子様ランチとかが似合いそうな感じだ」


    　好物を無邪気に頰ほおばる深山の横顔を見て、つい思ったことをそのまま口に出してしまった。気にさわったのか、深山はムッとした顔になって、


    「バカにしてますの？　子供扱いしないでくださいませんこと」


    「と言いつつ、寿司もしっかりワサビ抜きなのな」


    「これは……純粋にお魚本来の風味を味わうためであって、けっしてワサビが食べられないからではありませんの！」


    「わかったわかった。それだけ魚を愛してるってわけだな」


    　この間も水族館に連れていかれたし、こいつの魚好きは目を瞠みはるものがある。


    「もちろんですわ、深山家は代々お魚好きの家系。私のお姉様も……」


    「深山に姉さんいたのか……むごっ！」


    　急いで寿司を呑のみこもうとしたせいで、のどに詰まりかけた。のどを押さえて苦しむおれを見て、深山が湯飲みを差しだしてくる。


    「んが、くっく……」


    　とっさに湯飲みを摑つかむと、熱いお茶で流しこみ、ひと息つく。　


    「ふぅ、助かったよ。おかげで命拾いした」


    「慌あわてて食べすぎですの。見てられませんわ」


    「いや悪い悪い」


    　たしなめられて、食事のペースを落とす。寿司で窒ちつ息そく死なんて最さい期ごはさすがにイヤすぎる。


    　深山は頰づえをつき、小さなため息を吐ついた。


    「そそっかしい男ですわね。粗野で、粗そ忽こつで……どうしてこんな男が許いい嫁なずけに……」


    「深山、その件だけどな。許嫁とかって一方的に決められても困るんだがな？」


    　そう切りだしてみると、深山はキッと眉まゆをつり上げて、


    「不服だとでも？」


    「不服っつーか……おまえはどうなんだ？　許嫁とかって話、納得してるのか？」


    「私は……結婚とはそういうものだと思っていますから……」


    　そう答えつつも、自信なさそうに視線をさまよわせている。


    「おまえ、いつもイヤミなくらい自信満々なくせに、家のことになると全然弱気なんだな。だいたい、深山はおれのことどう思ってるわけ？」


    「な……っ」


    　深み山やまは返答に詰まった。


    「ど、どうって……」


    「どうなんだ？」


    「な、な、なんとも思ってるわけないでしょう……！」


    「それなのに結婚するって言ってるのか？　家のしきたりだからってだけで？」


    「…………」


    「仮に……仮にだな、おれが許いい嫁なずけになったとして、おまえはそれで満足なのか？　たとえば、その後でおまえがおれ以外のヤツを好きになったりしたらどうするんだ？」


    「そんなこと──ありえませんわ！」


    　深山は両手でカウンターを叩たたき、キッパリと言い切った。


    「なに……」


    　何だ今のセリフ。


    　それじゃ、まるで深山がおれのこと……。


    「い、今のは……私が家訓にそむくふるまいをするはずがないという意味で、あなたのことを一いち途ずに思っているとかいうことではありませんからね！」


    「な、なるほどな……」


    　おれは内心の動揺を取りつくろうように咳せき払ばらいしてから、


    「とにかく……おれが言いたいのは、ちゃんと自分で考えて結論出さないと、あとで後悔することになるんじゃないのかってことだ」


    「そんなことを言って、元々はあなたのせいではありませんの」


    　たしかに、深山が許嫁なんてことを言いだしたのは、おれがこいつの方からキスするよう仕向けたからだ。おれにも責任がないとは言えない。


    「この間のことは謝るよ。でも、以前の生徒会のやり方はやっぱり間違ってたと思うしな。おまえに生徒会長辞めさせたこと自体は、悪かったとは思ってない……後悔してないぞ」


    　すると深山は幾いく分ぶん気まずそうに、


    「私も少しは反省していますわ。人に対する接し方が厳しすぎたというか……」


    「自覚するのは立派なことだな」


    「でも、頭ではわかっていてもそう簡単にはいきませんの。人の顔を見ると、つい罵ののしってしまいそうになりますし……」


    　たぶん子供の頃からワガママいっぱいに育てられてきたんだろう。なかなか業ごうが深そうだ。


    「なら、動物が相手ならどうだ？」


    「動物？」


    「ああ。相手が人間だと我慢ならないんだろ？　でも動物に対してならもっと優しく接することができるんじゃないか？　動物相手に試してみて、それから少しずつ慣れていくとかな」


    「…………」


    　深み山やまは考えこんでいるようだった。


    「あるいは──それでもダメなら、おれだけを罵ののしれ！」


    「はっ？」


    　おれの突とつ拍ぴよう子しもない提案に、深山は呆あきれて目を丸くしている。


    「つまりだな、おまえの中で鬱うつ憤ぷんが溜たまってどうしても罵ば倒とう衝動が抑えきれなくなった時には、おれを罵ればいい。そうすれば、王様の耳はロバの耳じゃないけど、いくらか気が晴れるだろ」


    　自分でも言っててよくわからなくなってきた。


    「べ、べつに好きこのんで罵倒されたいとか言ってるわけじゃねーからな」


    「当たり前ですわ！」


    「ま、おれも深山の口の悪さにだいぶ慣れてきたしな。ある程度なら耐えられるぞ」


    　すると深山はおかしそうに苦笑して、


    「口の減らない男ですわね」


    　カウンターに置かれた巻き寿ず司しを取ると、おれの口に押しこんだ。その瞬間、舌を強烈な刺激が貫いた。


    「むぎゃッ！」


    「ふふ、ワサビ巻きですわ。いい気味ですの♪」


    　深山は次々とワサビ巻きを手に取っては、おれの口に詰めこんでくる。


    　突き抜けるような香気に涙が滲にじむ。極ごく悪あくな刺激に苦しみつつも、手ずから食べさせてもらっているみたいで、少し嬉うれしい気もしてしまう。静かな店内で思わずはしゃいでしまった。


    　深山との距離が少しだけ縮まった……かもしれない。


    



    　　　§


    



    　嫁よめ度ど対決前日の夕方。地上では季節外れの台風が接近しているらしく暴風雨が吹き荒れていて、地下にもその音がかすかに響いてくる。


    　地下室に入っていくと、部屋にいるのは深山一人きりだった。机の上のハムスターに向かって何かを差しだして、機嫌をうかがうように顔を覗のぞきこんでいる。


    「ぼんれすに餌えさをやってるのか？」


    「ええ……」


    　深山はハムスターを見つめたまま答えた。


    　おれが思いつきで言ったことを、さっそく実行してみてるのか。深山なりに、変わろうと努力しているようだった。


    「でも、なかなか食べようとしませんの。音おと無なしさんや蛍ほたる火びさんには懐なついているのに……」


    　深み山やまはションボリと肩を落として、寂しそうにため息をついた。


    　おれは深山が手にしたものに目を止めて、


    「待て、おまえ何食わせようとしてる？」


    「チョコボ瓜うりですわ。そこにたくさんあったので」


    　早さ乙おと女めが大量に買いこんでる駄菓子を与えようとしたわけか。


    「だからって駄菓子やるなよ。ハムスターにはチョコレートとか毒だって聞いたことあるぞ」


    「そ、そうなんですの？」


    「もっと無ぶ難なんそうなものにしとけ。音無が用意してたクルミがあるだろ」


    　今度は恐るおそるクルミを差しだすと、ぼんれすはやっと口にしてくれた。クルミの実を貪むさぼるハムスターを見ながら、深山は、


    「ハムスターも案外かわいらしいですわね……お魚ほどではありませんけど」


    　いつになく優しい表情を見せる。この調子で、周囲の人間に対しても温和に接するようになってくれればいいんだが。


    　ハムスターに餌えさをやる深山の姿は心なごむ光景で、おれは不覚にも少しばかりトキメいてしまいそうになった。


    「余ったチョコボ瓜はあなたにあげますわ」


    　深山はチョコレート玉を指先でつまんで、おれの唇くちびるの間に押しこんだ。


    「そら、餌をお食べなさい」


    　調子に乗ってそんなことを言ってくる。おれもなんだか浮かれて、ハムスターになった気分でチョコボ瓜を呑のみこんだ。口の中に広がる甘さよりも、女の子にチョコを食べさせてもらうという状況の方が嬉うれしい。


    　ちょうどそこへ、遅れてやってきた蛍火が現れた。深山にチョコボ瓜を食べさせてもらっているおれの姿を見て、蛍火が硬直する。


    「二人きりで、な、にをして……」


    「これは……餌をあげていただけですわ！」


    　何だその誤解を招きそうな表現は。


    「餌……だと……？」


    　かなりデンジャーな雰囲気を漂ただよわせている蛍火に、おれはとっさに、


    「蛍火、よく聞いてくれよ。今のは……実験だ！」


    「実験？」


    「ああ、『はむはむはむりん』の映画を見ておれも思うところあってな……自分がハムスターになったらどんな気分なのか試してたんだ！」


    　だから何もやましいところなどない！　と言わんばかりの勢いで主張する。かなり無茶苦茶なデタラメだが、騙だまされやすい蛍ほたる火びならこれで信じてくれるはず！　……と思いたい。


    「そうか。実験なら仕方ないな」


    　思おも惑わく通り、納得してくれてますよ。


    「なら……私も久く瀬ぜに餌えさをやるぞ！」


    　うお、そう来たか。


    　こうしておれは、蛍火と深み山やまが交互に与えてくる餌を啄ついばむ一匹のハムスターとなった。食べさせてもらうのは楽しいけど、二人とも競いあうように絶え間なく差しだしてくるものだから、チョコの摂取しすぎで少し気分が悪くなってくる。そこへさらに早さ乙おと女めと音おと無なしが姿を現し、二人まで面白がってハムスターごっこに参加する始末。


    　そしておれがチョコレートの匂においを嗅かぐのさえイヤになってきた頃。


    　突然、フッと電灯が消えて、地下室は暗くら闇やみに包まれた。


    「停電か!?」


    「台風のせいでしょう、騒ぐほどのことではありませんわ。予備の自家発電システムもありますし、じき復旧するはずですの」


    　真っ暗になった空間の中、慌あわてることなく深山の声が説明した。


    「…………」


    「…………」


    「……黙りこんでるとマジで怖いな」


    　闇に覆おおわれて周囲が見えないので、声で様子をうかがうしかない。


    「……っ、あ……」


    　かすかに聞こえた蛍火の声には、怯おびえの色が含まれていた。


    「蛍火、大丈夫か？」


    　暗闇が苦手って言ってたから心配だ。おれは蛍火の声がした方へ駆け寄ろうとする。ところが途中で何かにぶつかって転倒してしまった。おれの体の下に、やわらかい感触がある。


    　むにー……。


    　こ、この感触は……。


    　おれの体の下でたおやかにたわむ、極上の肌はだ触ざわり。すべすべとなめらかで、かつ、うずもれるようなふかふか感。あまりの心地よさに本能が刺激され、思わず抱きしめてしまう。


    「ときお、だいたん……」


    　耳元で、音無の小さな呟つぶやきが発せられた。


    「何……？」


    「よめといいなずけがありながら……」


    「な、ななな……」


    「音無さんに何をなさってますの!?」


    　蛍ほたる火びと深み山やまの、戸と惑まどいと苛いら立だちが混じった声。


    「きちくおーじのほんりょーはっき」


    「何言ってんの音おと無なし!?」


    「ああっ、姿が見えないだけに妄想をかき立てるわ！　久く瀬ぜ君としじまの間に何が起きてるの！」


    　早さ乙おと女めまで人聞きの悪いことを言い、事態を悪化させる。


    「久瀬、まさか……」


    「違う！　おれはただ……」


    「すると音無さんの方から誘惑しましたの？」


    「……ときおにならすべてをささげる」


    　音無の口から爆弾発言が飛びだした。


    　その時、


    



    「──久瀬におかしなマネをするな！」


    「──私の許いい嫁なずけに手を出さないでくれませんこと！」


    



    　蛍火と深山が同時に叫んだ。


    　次の瞬間、電気系統が復旧したらしく、パッと灯あかりが点ともった。


    　顔を真っ赤にして、倒れたおれの方へ駆け寄ろうとする蛍火と深山。しかし二人の顔はすぐさま、ポカンと呆あつ気けにとられた表情になった。


    「…………」


    　おれの体の下には、音無が持っていた抱き枕まくらが横たわっていた。……道理で肌はだ触ざわりがいいわけだ。そして、おれのすぐそばにしゃがみこんで耳元にささやきかけている音無。まぎらわしいマネしやがって。


    「…………」


    　なんとも言えずイヤな空気が流れる中、対決前夜は更ふけていった。
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    　早さ乙おと女めの指定した嫁よめ度ど対決の日がやってきた。


    　今日の対決で蛍ほたる火びが勝利したら、許いい嫁なずけという件を深み山やまは取り消すだろうか？　寿す司し店での話を思い返すに、簡単に引き下がりそうにない。逆に深山が勝ったら……おれの気持ちは変わらないけど、蛍火は落ちこみそうだな。


    　どっちに転んでも話がこじれそうな気がする。しかし契約がある以上、早乙女の命令に逆らうわけにもいかず、今のおれには蛍火たちの対決を見守ることしかできない。


    　互いに向きあい、硬い表情を崩さない蛍火と深山。


    　そんな二人に向けて、首しゆ謀ぼう者でもある早乙女が口を開く。


    「さっそくルールを説明するわね。試合はおなじみのトーナメント方式よ」


    「二人だけなのになんでトーナメントになるんだ？」


    「だって……その方が、不必要なバトルシーンでいくらでも連載を引き延ばせるから！」


    「人気出すぎて終わらせようがなくなったバトル漫画みたいな展開はいらん！」


    　早乙女は気を取り直すように咳せき払ばらいしてから、


    「ではあらためて……まず三人には、この〈おによめつくーる〉を身につけてもらうわ」


    　ピンバッジふうの小さな装置を差しだしてくる。


    「またケッタイな発明か」


    「私が開発した嫁度測定機よ。各自、服の襟えり元もとあたりにでもつけておいてね。そうすると行動に応じて逐ちく次じ、データが蓄積されていくから」


    　言われるまま、おれたちは服の襟元に装置をつけた。


    「試合は三本勝負よ。最初の課題は料理対決！」


    「うん、なるほど料理か。課題としては妥当なところだな。ま、べつに料理は女性がすべきなんて思ってるわけじゃないけど、料理できないよりはできた方がいいよな」


    「料理なら自信があるぞ」


    　課題を聞いて、余裕の表情を見せる蛍火。


    「ふん、しょせんは庶民のおままごと。私が真の料理というものを見せてあげますわ」


    　と深山も引けをとらない。想像してたよりはマトモな勝負になりそうだ……おれが安心しかけていると、早乙女はこう続けた。


    「二人には、この部屋にある食材を使って料理を作ってもらうわ」


    「食材って、駄菓子ばっかりじゃねーか」


    「安心して。駄菓子だけじゃなく、とっておきの食材を用意しておいたわ……」


    　満まんを持じして、早乙女は地下室の一いち隅ぐうにかけられていた布を取り去った。そこに現れたのは──体長三メートルはあろうかという巨大なマグロ！


    「このマグロを使ってちょうだい！」


    　駄菓子とマグロで何を作れって言うんだ……？


    　突とつ拍ぴよう子しもない組み合わせだが、お魚好きな深み山やまは俄が然ぜんやる気になっている。


    「ふふ、マグロのことなら知り尽くしてますわ。人呼んでお魚マスターとは私のこと！　この勝負、こちらに分ぶがあるようですわね」


    「審査は、鬼き畜ちく皇おう子じこと久く瀬ぜ君と、料理漫画なら宇宙一読んでるしじま、そしてＢ食びーしよく倶く楽ら部ぶ会員でもある私、早さ乙おと女め芹せり。……さあ、勝負開始っ！」


    　早乙女が高らかにスタートを告げる。おれたちが固かた唾ずを呑のんで見守る中、蛍ほたる火びは用意された包丁を手に取ると、巨大な魚に向けて勢いよく振り下ろした。


    　──ザンッ！


    　目にも止まらぬ速さで繰りだされる包丁が、マグロを解体していく。


    「あッ!?　速すぎて手の動きが見えないっ！」


    「花嫁修業の成果……あらゆる角度から一秒間に八十五回以上の攻撃を叩たたきこむ、秘剣〈乱れ龍りゆう虎こ〉！」


    「剣劇漫画かこれは!?　なんで料理作るのに秘剣なんて必要あるんだ」


    　とりあえず料理は進行してるみたいで、マグロが切り分けられてるのはわかるが……。


    「深山の方は……？」


    　視線を移すと、深山は意外にも優雅な手つきでマグロをさばいている。


    「おおっと、ミャンマーも負けてはいない。動の桐きり香かに対して静のミャンマー、実に見事な包丁さばき」


    「深山が料理できるなんて意外だな」


    「お魚は友達！　怖くなんてありませんの！」


    「いや友達ならさばいちゃダメだろ!?」


    　ここまでのところを見た限り、二人とも料理の腕は問題ないみたいだ。問題は、マグロと駄菓子という相あい容いれない食材をどう組み合わせるかだが、どんな工夫を見せてくれるのか？


    「そこまで──っ！」


    　ストップウォッチを握っていた早乙女が、調理終了を告げた。完成した二人の料理が、おれたち審査員の前に並べられる。いざ賞味タイム。


    「まずは深山の方から」


    　どん！　と巨大なマグロがまるごと皿に載のっている。


    「これは……蒸し焼きみたいだな。いったん解体してから、また身を詰め直して皮を乗せ、元に戻したのか？」


    「ごたくを並べる前に召しあがってみるがよろしいですの」


    　深山に促うながされて、おれは箸はしでマグロの皮を突き刺した。なんと──皮の下から現れたのは、ンまい棒！


    「マグロの腹の中に駄菓子を詰めて蒸し焼きにしたってわけか。……こんなもの食えるのか？」


    　おかしな調理法のせいか、マグロの腹に詰めこまれた駄菓子類はいかにもヤバげな色合いを呈ていしている。はっきり言って、モザイクが必要なレベルのグロさだ。殺人的な味しか想像できないんだが。


    　深み山やまは自信満々におれを見つめている。その視線が、早く食べるようにと促うながしてくる。


    　これは……ラブコメ的に解釈すると、激マズな料理に悶もだえ苦しみながらも残さず平らげる主人公の姿にヒロインが心打たれるって展開か？


    　──だとしたら、どんな味だろうと食わないわけにはいかねぇ！


    　ためらいを振りきって、死ぬ気で口に放りこんだ。


    　ムショ……。


    「ンまいいいいいぃ──────ッ!!」


    　駄菓子とマグロの風味が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、舌の上で美しいハーモニーを奏でる。


    　瞬時のうちに、おれの脳裏に深海の光景が広がった。周囲にはタイやヒラメの舞い踊り。まるで、自分自身が一匹のマグロと化して海中を泳ぎまわっているかのような気分だ。


    「蒸し加減は絶妙！　マグロの風味をそこなわないギリギリの火加減で仕上げられてる！」


    「中の具も手がこんでるわ。ンまい棒に酢だこサンタクロース、チョコボ瓜うり……それに、このこまかく刻まれたものは──ヤッちゃんイカをみじん切りにして混ぜてあるのね。酸味とシャキシャキした歯ごたえが、いいアクセントになってる！」　


    「でりしゃす」


    　工夫をこらされた贅ぜい沢たくな一品に、早さ乙おと女めと音おと無なしも満足げに舌した鼓つづみを打っている。おれたちは一心不乱に駄菓子詰めマグロを貪むさぼり、あッという間に一尾まるごと食い尽くした。


    　完食したおれたちを見て、深山は満足そうに髪をかき上げ、


    「このシェフの気まぐれ駄菓子詰めマグロは、かつてルイ十四世の時代に王宮で考案された高貴な料理ですの。私にふさわしい一品ですわ」


    「そもそもルイ王朝の時代に駄菓子なんて存在しないからな」


    「……めーめー書房刊『奇食大全』より」


    「めーめー書房はもういいよ！」


    「本当は、音無さんに貸していただいた漫画からヒントを得たのですわ」


    　この間、地下室で読んでたホラー漫画か。


    「そこからこんな洗練された料理に仕立て上げるなんて、卓たく越えつしたセンス」


    「ぶらゔぉー」


    　まさか深山の料理の腕前がこれほどだとは……これは、蛍ほたる火びもよほどのものを出してこないと苦しそうだ。


    「それくらいで驚いているようでは困るな。今度は私のターンだ」


    　蛍ほたる火びの料理はというと、皿に盛られたブツ切りのマグロ。


    「刺身か？」


    「うむ。久く瀬ぜもシンプルな料理の方が好きだと言っていたから、刺身にしてみた」


    　おれが学食で言ったことを覚えててくれたのか。


    　パクリ。


    　活いきのいいマグロを鮮やかな包丁さばきで調理した刺身は、一点の濁にごりもない清せい冽れつな味。そしてそれを引き立てる、醬しよう油ゆとワサビの風味。シンプルだが完かん璧ぺきな組み合わせだ。


    「非の打ちどころのない味！　けど、それだけじゃない……。何だこれは？　何の変へん哲てつもない刺身のはずなのに、不思議な懐なつかしさを覚える味だぞ……」


    　この料理には、たんなる美う味まさとは違う何かが隠されてるはずだ。


    「嚙かめば嚙むほどに、頭の中に次々と子供の頃の情景が浮かんでくる。一体どういう仕掛けなんだ？」


    　そこでハッと思い当たり、おれは醬油に指をひたして舐なめとった。普通の醬油とはかすかに違う風味……早さ乙おと女めが買いこんでた駄菓子の中に、これに似た味があった。


    「あッ！　この人工甘味料まみれの味は──日記ニツキ水！」


    　おれが叫ぶと、蛍火は我が意を得たりとばかり頷うなずいた。


    「その通り。醬油にほんの少しだけ日記水を混ぜておいた。ただの醬油より、その方がマグロの味をいっそう引き立てるというわけだ」


    　これには早乙女も驚いた様子で、


    「道理で懐かしいはずだわ！　日記水といえば、子供の頃はみんな毎日、水道水代わりに飲んでいたもの。見失ってた子供の心を甦よみがえらせてくれる味……美お味いしく感じるのも当然ね」


    「なんちゅうもんをくわせてくれたんや。なんちゅうもんを……」


    　信じられないことに、音おと無なしの両目からホロホロと涙がこぼれていた。音無の涙るい腺せんを刺激するなんて、料理は奥が深い。


    　さっきあれほど食べたばかりだというのに、食欲は止まらず夢中で刺身を平らげた。


    「さて、これで両者の料理を味わったわけだけど……」


    　ここから判定の時間。最終的な勝敗は嫁よめ度ど測定機が下すのに、一応おれたちの審査が入るのは演出ってやつか。さまざまな駄菓子を惜しげもなくふんだんに使った絢けん爛らん豪華な深み山やまの蒸し焼きマグロと、蛍火のシンプルきわまりない日記水仕立ての刺身。


    「たしかに味の面では、蛍火と深山いずれも完璧、優劣の差はない。でも、深山の料理は……昨日のハムスターごっこでチョコボ瓜うりを食い過ぎたから、正直チョコは避けてほしかった」


    「あっ……！」


    　取り返しのつかない失態に気づいて、深山の顔が青ざめる。


    　おれの下した判定に、同じく審査員を務める早さ乙おと女めと音おと無なしも頷うなずく。


    「そのとおりや」


    　なんで音無、関西弁なんだ……？


    「久く瀬ぜ君の言う通りね。それに比べて、桐きり香かの方は日記ニツキ水でサッパリ仕立ててある。久瀬君の体調まで気き遣づかった桐香の勝利よ！」


    　ピコーン、と蛍ほたる火びの襟えり元もとの〈おによめつくーる〉が点灯した。最初の課題は蛍火の勝利だ。


    「なんてことですの……、私は……良い食材を最高の調理法で料理すればそれでいいとばかり思いこんでいましたわ……」


    　うつむいて悄しよう然ぜんと呟つぶやいたのち、深み山やまは顔を上げて蛍火を睨にらみ返し、


    「次は負けませんわ！」
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    「次の課題は『育児』よ！」


    　いっそう闘志を燃えあがらせる二人に、早乙女が新たな課題を告げた。


    「育児？　いきなり飛躍してないか、気が早すぎるだろ」


    「甘いわ！　先の話といっても、いずれは経験することになるもの。その時の心構えができてなくちゃ、嫁失格よ！」


    「でも肝心の子供がいないのにどうやって勝負するんだ？　ミルク飲み人形でも使うのか？」


    「そこはちゃんと考えてあるわ。久瀬君、これを飲んでみて」


    　待ってましたとばかり、早乙女は小さな壜びんを差しだしてくる。茶褐色の壜には、〈どりんくみー〉というラベルが貼はられていた。


    「またおまえが作ったのか？　怪しすぎるんだが」


    「まあまあ遠慮しないで。一気に飲んでね」


    　不安いっぱいだったが、おれは促うながされるまま壜に口をつけると、ヘンテコな味の薬をひと息に飲みほした。


    　すると──


    　デレデレデレッ！


    　レトロゲー的な効果音とともに、おれの体が半分に縮んだ！


    「────っ!?」


    「ふふふ、特殊なキノコから抽ちゆう出しゆつして作った幼児化薬〈どりんくみー〉の効果よ！」


    　早乙女の発明がロクでもないのは毎度のことだが、さすがにこれは洒しや落れにならない。


    　──なんてもの飲ませやがるんだ！


    　おれは抗議しようと口を開く。ところが、


    「ばぶー！」


    　くそ、幼児化してるせいで言葉が喋しやべれない！


    「心配しなくても大丈夫よ。効果は一時的なもので、一定時間経たてば元の大きさに戻るから。くぜりゅんは安心して二人にお世話されちゃって」


    　いきなり変な愛称までつけられている。


    　早さ乙おと女め、後で覚えてろよ！　と叫ぼうとするのに、出てくる声はまたしても、


    「ばーぶー！」


    　のみ。不自由きわまりない言語状態となったおれは、せめて身ぶりで怒りを表現しようと、早乙女に向かって両手を振りまわす。背が縮んだものの衣服は元のままなので、だぶだぶと手足にまとわりつく。


    　早乙女はそんなおれを指差して、


    「赤ん坊がむずかってるわ！　さあ、くぜりゅんをあやすのはどちら？」


    「私だ！」


    「私ですの！」


    　むんず！


    　蛍ほたる火びがおれの右腕を、深み山やまが左腕を、同時に摑つかんだ。


    「ばぶぅ？」


    　そのまま両側から引っぱられる。腕力では蛍火の方に分ぶがあり、おれは蛍火の胸に抱きかかえられた。蛍火はおれの顔をまじまじと見つめて、


    「むう、あらためて間近で見ると、小さくなった久く瀬ぜは実にかわいいな……ハムスターなみにかわいいぞ。……かわいいものは嫌いではない！」


    　ぎゅむむむむむむ！


    　両腕で、力の限り抱きしめられた。


    「ばーぶぅー!!」


    　イタイイタイイタイ！


    　いくらなんでも強すぎだ。腕の中でもがくが、きつく抱きしめられて逃のがれようがない。胸が顔に当たってるのは嬉うれしいけど、痛みでそれどころじゃないぞ。


    　待てよ……格闘家の親おや父じから昔聞かされたことがある。格闘の道を究きわめた男の中には、別の感覚に意識を向けることで傷の痛みをシャットアウトしてしまえる者がいると。ならおれだって、おっぱいの感触にだけ意識を集中させて痛みを消すことも可能なはずだ！


    　おっぱい……おっぱい……おっぱい！


    　やがて痛みが遠のいてゆき、ふにふにとやわらかい感触だけがおれの心を支配する。この世のものならぬ陶とう酔すい感に包まれる。ああ……これが桃とう源げん郷きようというやつか……。


    　胸に抱かれたまま身をゆだねるおれに、さらに蛍火は意を決したように、


    「さあ久く瀬ぜ、いいぞ」


    　──いいって、何がだ？


    　首を傾かしげるおれに、蛍ほたる火びはものすごい気迫をこめて言ってのける。


    「……吸え！」


    「ばぶ？」


    「私の乳を吸えと言っているのだ!!」


    「ばぶぅっ!?」


    　──何だってえええええぇッ!!


    「赤ん坊は乳を吸うものだろうが!!」


    　やばいやばいやばい！　蛍火がまたテンパって変なモードに入ってるぞ。


    　おれの顔に押しつけられる、蛍火のおっぱい！


    　この神聖な物体に口をつけてもかまわないって言うのか？　ちゅっちゅしちゃっていいのか!?


    　ゴクリ……おれもおっぱいマスターの道を目指す者。


    　吸えと言うなら──全力で吸わせていただく所存だ！


    「くぜりゅんが苦しんでいるではありませんの！」


    　あと少しというところで横ヤリが入り、深み山やまが蛍火の手からおれの体をもぎ取った。


    　ああ、おっぱいが遠ざかってゆく……。


    　幼児の身体となったおれは深山に逆らうこともできず、恨みがましい視線で蛍火の胸を見つめた。


    　こちらの気など知らぬ深山は、おれの体を抱きかかえたまま、


    「怖がらなくてもよろしくてよ。私がお風ふ呂ろで体を洗ってあげますの」


    「ばーぶー？」


    　──風呂ぉっ!?


    　最っ最っ最っ最っ最っ高です！


    　一緒にお風呂だなんて嬉うれしすぎるけど、地下室にそんな気の利きいたものあるのか？　すると、またしても早さ乙おと女めが準備よく、


    「こんなこともあろうかと、簡易釜かま風呂〈あつあつごえもんぶろ〉を用意しておいたわ！」


    「……それは釜茹ゆでの刑ではありませんの？」


    「遠慮しないで、骨までつかっちゃって！」


    　早乙女が深山の背中をどーんと突き飛ばし、おれと深山は服を着たまま煮えたぎった釜風呂に放りこまれた。


    「熱いですわ！」


    　熱湯の中で苦しそうに身をよじる深山。おれの視線は、その胸に釘くぎづけになった。


    　む……お……、湯に濡ぬれたせいで服が微妙に透すけ気味になってる！　見えそうで見えないが、光の角度や服の貼はりつき具合によっては透けそうでもある……このギリギリ感がたまらん！


    　食いいるように凝ぎよう視ししまくっていると、深み山やまもおれの視線に気づいたらしく、


    「な、何をジッと見てますの！　この破は廉れん恥ち漢かん！」


    　おれから手を離し両腕で胸を隠してしまった。


    　残念……っ！


    「よこしまな目つきをせずに、おとなしく体を洗われるがいいですの。綺き麗れい綺麗にしますのよ」


    　そう言って、深山はおれの体を洗いはじめた。さっきの蛍ほたる火びの荒々しい扱いに比べて、深山の手つきの丁てい寧ねいさ。うーん、深山のヤツいつになく優しい。


    　ひとしきり極楽気分を堪たん能のうしたのち、


    　デレデレデレッ！


    　幼児化薬の効果が切れて、またしても電子音っぽい効果音とともに、おれは元の大きさに戻っていた。


    　満面に笑みをたたえた早さ乙おと女めが、


    「満足満足、さっきのくぜりゅんの姿は一部始終、録画しておいたから！　永久保存ものよ！」


    「余計なことしてんなよ！　対決はどうなったんだ」


    　折しも、深山の襟えり元もとの嫁よめ度ど測定機が光りだした。
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    「育児対決の勝者は……ミャンマーよ！」


    　早さ乙おと女めがそう宣言するや、蛍ほたる火びはガックリと肩を落とした。


    「桐きり香かの場合、愛情の強さがそのまま腕力に変換されてたのが減点ポイントね。赤ん坊は繊せん細さいな存在……ガラス細ざい工くを扱うみたいなこまやかな心配りが必要とされるのよ。その点、ミャンマーの方が優位にあったわ」


    「私としたことが、なんたる不覚……！」


    　勝者である深み山やまは鼻高々といった感じで満面に喜色を浮かべ、


    「ごらんなさい、これが実力ですわ。あなたなどとは気品が違いますの。真に妻たる者にふさわしいのは、この私」


    「くっ、ちょこざいな！」


    　厳しい視線をぶつけあう二人に、早乙女が告げる。


    「これで一勝一敗……勝負はいよいよ佳か境きよう、次で決着よ！」
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    「これがディスティニーランドか！」


    　嫁よめ度ど対決の最終決戦のために、おれたちは地下室から場所を移し、学園都市内の一画に設けられた一大テーマパークに来ていた。


    　台風は昨夜のうちに通過してしまい、今日は雲ひとつない晴れわたった空。春だというのに強すぎるくらいの日差しが降りそそいでいる。


    　これまでのところ、勝負は一勝一敗。最後は総合的に、ここディスティニーランドでのデート決着、ということらしい。


    「これも深山財ざい閥ばつの施設ですわ。感謝するがいいですの」


    　深山が両手を腰に当てて得意げに言った。


    「今日はここを一日貸し切ったわ！　お客は私たちだけ。研究のためって申請して許可も取っておいたから、この中でなら何をしようと黒服に邪魔される心配もない」


    　羽振りのいいセリフを吐く早乙女。相変わらずセレブなポイントの使い方するやつだな。


    　目の前にそびえる巨大な娯楽施設を眺めて、おれは胸の高鳴りを抑えきれない。噂うわさに名高いディスティニーランド……恋人たちの憧あこがれの場所らしい。


    　そんな楽園でデートできるなんて、感無量だ！


    　そもそもおれって遊園地に来るの自体初めてだ。地元にはそんな代しろ物もの存在しなかったからな。死ぬまでに一度は、かわいい女の子と遊園地でデートしてみたいと憧れてた。


    　その夢がこんなに早く叶かなうなんて！


    　今日は人生最良の日だぞ！


    　嫁よめ度ど対決に感謝しなきゃな。早さ乙おと女めには感謝したくないけど。


    「よし、いざディスティニーランド！」


    「待て久く瀬ぜ、なんだか変ではないか？」


    　勢いこんで突入しようとするおれに、蛍ほたる火びが待ったをかけた。


    「ん？　変って何がだ？」


    「あれをよく見てみろ」


    　蛍火が指差したのは、テーマパーク入り口に掲げられた看板だった。


    　そこに並ぶ文字を注意して見ると──


    『ＤＥＡＴＨＴＩＮＹデステイニー　ＬＡＮＤランド』


    「綴つづりが違ってるじゃねえか！　詐さ欺ぎだろこれは！」


    　おれが文句をこぼすと、深み山やまは涼しい顔で、


    「勝手に勘違いする方が悪いのですわ。己おのれの愚かさを責任転てん嫁かするのは、悪質なクレーマーですわよ」


    「どれだけ詭き弁べん！」


    「『ですのーランド』の愛称で親しまれておりますの」


    「三文字目の『の』はどこから出てきたんだ？」


    　いまいち騙だまされた気分が拭ぬぐいきれないが、気を取り直して入園。


    　初めての遊園地に気持ちが高ぶる。


    「マスコットキャラ的なものがお出迎えしてくれるんじゃないのか？　ヒッキーマウスとかいうやつ。控え室に閉じこもってるのか？」


    　期待に胸ふくらませて周囲を見まわしたが、それらしい着ぐるみが出てくる様子はない。


    「ヒッキーマウスはネットゲーにハマって、一週間飲まず食わずでプレイしつづけた挙あげ句く、衰弱で入院してしまいましたの」


    「倒れる前に誰か止めてやれよ！」


    「諸しよ行ぎよう無む常じよう、盛じよう者しや必ひつ衰すいというやつだな」


    　おれたちの会話をさえぎって、早乙女が説明を始める。


    「最後の勝負は簡単。ここデスティニーランドで、三人でデートしてもらうわ。〈おによめつくーる〉は通信機としての機能も備えてるの。だから、待機してる私としじまにも、常に久瀬君たちの会話がモニターできるようになってるわけ」


    「おれたちの行動は早乙女たちに筒つつ抜ぬけってことか」


    『……ゆうべはおたのしみでしたね』


    　胸元の通信機から、音おと無なしの声が流れだしてきた。


    「楽しんでたのは音無一人だよな？」


    　意味深しんなセリフに、そう返事しておいた。


    「嫁よめらしい行動をとって嫁度測定機のポイントが高い方が勝ちというわけか？」


    　蛍ほたる火びが尋たずねると、早さ乙おと女めは、


    「といっても、あくまで自然にふるまってデートを楽しんでくれればいいわ。むしろ、わざとらしい行動は逆に減点対象になるから注意してね」


    「難しいことを考えず、普通に行動すればいいわけだな。よし久く瀬ぜ、行くぞ！」


    「ぬけがけは許しませんの！」


    　蛍火がおれの腕を摑つかんで引っぱっていく。負けじと深み山やまが後から追いついてきて、もう片方の腕を取った。


    　不安と期待が入り交じりつつ、三人でのデートが始まった。


    



    「まずはあそこに入りますわよ！」


    　最初に深山が意気揚よう々ようと指差したのは、廃はい屋おくを模したみたいな古こ色しよく蒼そう然ぜんとした洋館だった。ひと目見るだに、いかにも不吉な雰囲気が漂ただよっている。


    「恐怖の館やかた〈スイーツホーム〉……お化け屋敷みたいなもんか？」


    「恐怖ですわ♪　戦せん慄りつですわ♪　サスペンスですわ♪」


    　深山のやつ、ずいぶんはしゃいでるな。


    「甘いものが食いたくなる名前だな。スイーツの食べすぎで命を落とした死者の霊でも出るのか？」


    「そんな生ぬるいアトラクションではありませんわ！　血も凍る恐怖が待ってますの」


    　おどろおどろしい建物を見上げて、蛍火はめずらしく立ちすくんでいる。


    「お化け屋敷……だと……？」


    　ゴクリと息を呑のむ。


    「そういえば蛍火、お化けが苦手なんだっけ」


    「苦手なわけではない、幽霊などといった非科学的なものとは相性が悪いだけだ……！」


    　言葉では強がってみせるけど、明らかに怖がりまくってる。蛍火がイヤなら、ここはよしておいた方が無ぶ難なんか。せっかくだし三人とも楽しめるものの方がいいだろう。


    「おれもべつにホラー体験したいわけじゃないしな。別のアトラクション探すか」


    　歩きだそうとすると、深山がおれの腕を強く引き止めた。顔だけ蛍火に向けて、


    「いいえ、怖がり屋の都合に合わせる必要はありません！　怖いのでしたら、あなたはここで待ってるがいいですの。私たち二人だけで楽しんでまいりますわ」


    　また持ち前の自己中ぶりを発揮しはじめたな。


    　挑発された蛍火も負けじと、


    「そんなマネはさせん！　私も入るぞ！」


    　結局、蛍火も加わって、三人で〈スイーツホーム〉に入ることになった。


    　暗い廊ろう下かを、三人並んで歩いていく。


    　老ろう朽きゆう化の激しい建物で、一歩歩くごとに板張りの床がギシギシ軋きしむ。壁に血の痕あととかついているのが、妙になまなましいというかリアルだ。どこか遠くから悲鳴らしき声が響いてくる。なぜか、廊下の角に緑と赤のハーブの鉢が置かれていた。


    　蛍ほたる火びはやはりお化けが怖いらしく、おれに寄りかかるようにしてかすかに震えている。


    「あら蛍火さん、怖いんですの？　でしたら先に一人で帰ってもよろしくてよ」


    「た、たたたたわたわたわけが……！　怖くなどないと言っているだろうが！」


    　動揺のあまりラップ調になっていた。


    「心配するな、蛍火はおれが守る！」


    「久く瀬ぜ……」


    　こわばっていた表情が少しやわらぎ、蛍火はおれの腕にしがみつくようにする。


    　それを見て深み山やまが、ぷく、と頰ほおをふくらませ、


    「お待ちなさい、私のことは守ってくださいませんの？」


    「ついでにな、ついでに」


    「なんですの、その言いぐさは！」


    「幽霊でも妖よう怪かいでもかかってきやがれってんだ！」


    「ここでは少しでも気を抜くと命を落とすことになるので、注意するがよろしいですの」


    　深山が、脅おどし文句まがいの警告を口にした。


    　蛍火をさらに怖がらせようって魂こん胆たんか？


    「大げさだな。お化け屋敷って、結局は全部仕掛けだろ？　心配することなんて何もないだろ。ま、そこを承知の上で演出を怖がるのが楽しいんだろうけど」


    「いいえ。リアリティを出すために、この屋敷には本物の殺人鬼が住みついておりますの」


    「洒しや落れになってねえ!!」


    「かつて壇だんノ浦うらの合かつ戦せんで敗北し、かろうじて生き残った平へい家けの落ち武む者しや……彼らの間で生まれた子は立派な落ち武者となるよう育てあげられ、代々それを繰り返すことで現代まで落ち武者の地位を守り通してきましたの」


    「そんなもの守り通さなくていいから」


    「行くアテのない彼らは全国各地を転々とした末すえ、ここデスティニーランドに落ち着いたのです。そしてこの館やかたを訪れた客を発見するや、侵入者とみなして襲いかかり葬ほうむり去っているのですわ」


    　得意げに説明している最中、板張りの床が腐っていたらしく、いきなり深山の足元に穴が開いた。


    「──きゃあああぁっ!?」


    　大きな穴に呑のみこまれて、深山の姿が消えた。


    「深み山やまっ？」


    「……ですのー……！」


    　穴の奥底から、切れぎれの叫びが聞こえてくる。


    「緊張感のない悲鳴だな……」


    「下の階に落ちてしまったようだな。久く瀬ぜ、どうする？」


    「どうするもこうするも、本当にこの館やかたに殺人鬼が住みついてるんだとしたら危険すぎる。深山を捜しに行かねーと」


    「うむ、たしかにここで見捨てるなどというのは非情すぎるな」


    　にわかにサバイバルアドベンチャーじみた様よう相そうを呈ていしはじめる。おれと蛍ほたる火びは階段を探し、下の階へと降りていった。


    「蛍火、すまねーな。お化けが苦手って言ってたのに、こんな場所につきあわせちゃって」


    「いや、久瀬と一緒なら平気だ。それに、相手がお化けではなく人間とわかれば恐るるに足らん！　罪もない生徒を襲うのは許せん、返り討ちにしてくれる！」


    　殺人鬼と聞いて、蛍火は逆に闘志を燃やしていた。


    「深山ー？　無事なら返事しろー」


    　声を張りあげ、廊ろう下かの奥の暗くら闇やみへ向かって呼びかける。それに反応するように、深山の声が途切れがちに聞こえてきた。


    「……ない……んこと……！」


    「あっちか！」


    　おれたちは急いで声のする方へと向かった。


    　廊下の角にうずくまって震えている深山。その前に、鎧よろいをまとった巨漢が立っている。


    「ハフッ……ハフッ……ハフッ……」


    　荒々しい息づかいとともに低く響く、機械の駆動音らしき音。


    「深山っ！」


    　おれの声に反応して、巨漢はこちらを振り向いた。純和風のいでたちのくせに、その手にはチェーンソーが握られてて強烈な違和感を放っている。


    「何だよこいつはっ……！　なんで落ち武む者しやのくせにチェーンソーなんて持ってるんだ？」


    　奇き怪かいな落ち武者の姿を前にして、蛍火は怯ひるむ様子もなく、


    「あんな西洋の得え物ものに頼るなど、武士の風かざ上かみにも置けん！」


    「つっこみどころはそこじゃないだろ!?」


    「フハッ！」


    　おれたちを標的と定めて、武者姿の巨漢は廊下を駆け、ものすごい勢いで近づいてきた。


    　たとえ相手が落ち武者だろうと、二人はおれが守る！


    　迫りくる殺人鬼に立ち向かおうと、おれは一歩踏みだした。すると、またしても床が腐っていたらしくズボリと穴が開き、足がはまった。


    「なぁ────ッ!?」


    「ハフハッ……！」


    　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。


    　穴に足をとられて動けないおれに、チェーンソーが襲いかかる！


    「たわけが！」


    　はっし！


    　蛍ほたる火びがおれの前に立ち、落ち武む者しやが繰りだしたチェーンソーの刃を両手のひらで挟はさんで受け止めた。


    　──チェーンソーを真剣白しら刃は取り！


    　蛍火、すごすぎるぞ！


    　刃を挟み持ったまま、蛍火は武者の胴体に膝ひざ蹴げりを加える。その衝撃で、殺人鬼は武器から手を離し吹き飛ばされた。


    「ふん、口ほどにもない軟弱だな」


    　一撃のもとにのされた落ち武者を見下ろして、蛍火が呟つぶやいた。


    「蛍火、本当に返り討ちにしちゃったな……」


    「これも花嫁修業の成果だ」


    「どこの世界に殺人鬼を一撃で倒せる花嫁がいるんだ？」


    　まあ、そのおかげで助かったわけなんだが。おれが蛍火たちを守るつもりだったのに、逆に守られてしまった。我われながら情けない……。


    　廊ろう下かの角でうずくまったままの深み山やまに近づき、声をかける。


    「深山、もう大丈夫だぞ。ケガとかしてないか？」


    　震えつつも、深山は服の汚れを払い落としながら立ちあがって、


    「……平気ですわ」


    　強がってはいるものの、その声は弱々しい。


    「危ないとこだったな」


    「よく来てくれましたわね。……ま、まあ許いい嫁なずけなら助けてくれるのは当然というものですわ」


    「あのなあ」


    　おれは深山の頭にぽむりと手を置いた。


    「『許嫁だから』とかそんなの関係ねえ。なんとなく放っておけなかったから助けに来た。それだけだ」


    「…………」


    　黙りこんだ深山に、おれは香草の束たばを取りだして、


    「ほら、これでも食っとけ」


    「何ですのこれは？」


    「廊ろう下かに生えてたハーブだ。食べると体力が少し回復する」


    　深み山やまはなかばヤケ気味に、おれの手からハーブをふんだくり口に放りこんだ。


    「……にひゃいれふの」


    　もそもそと咀そ嚼しやくしながら顔をしかめている。『苦いですの』と言っているのだろう。


    「良りよう薬やく口に苦しというやつだ」


    「こんな安物のハーブ、私の口に合いませんわ！」


    　などと言いつつも、少し元気が出たみたいだ。


    『てれててってって～♪』


    　その時、装着していた〈おによめつくーる〉からレベルアップ音を真ま似ねた声が聞こえてきた。


    『さまようおちむしゃをたおした！


    　きりかはよめどがあがった！


    　たいりょくが５ふえた！


    　ちからが３ふえた！』


    「……音おと無なし、余計なナレーションいらないから」


    　どうしてあいつはいちいち変な解説を加えようとするんだ。


    「しかも体力と攻撃力だけ上がってどうするんだよ……」


    　おれが呟つぶやくと、蛍ほたる火びが少し傷ついたような表情をして、


    「く、久く瀬ぜは嫌いか？　その……強い女性というのは……」


    「いや、べつにそんな理由で嫌ったりはしないけどな？」


    「そうか……ならいいんだ」


    　一転して安あん堵どする様子。


    　気を失った殺人鬼さんの体を蛍火が引きずり、おれたちは恐怖の館やかたを出た。


    　早さ乙おと女めから連絡を受けた黒服が駆けつけて、「あとはこちらで処理しておきますので」と言って殺人鬼を回収していった。一体どう処理するつもりだ……？


    　それにしても、いきなりとんでもないイベントに遭遇してしまった。心臓に悪すぎだ……。


    



    　次のアトラクションは慎重に選ぼうと見まわしつつ歩いていると、ゲームセンターの前で深山が足を止めた。妙にソワソワしている様子だ。ここに入りたいみたいだな。おれは二人を誘ってゲーセン内に入った。いろんな種類のゲーム機が所狭しと並んでいて、目移りする。


    「蛍火、格ゲーでもやってみたらどうだ？」


    　おれは対戦格闘ゲームの筐きよう体たいを指差した。


    「この間、久瀬が話していたゲームか」


    「ああ、たぶん蛍火好みだと思う。自分のキャラを操作して敵を倒すんだ。相手がいれば対人戦もできるけどな」


    「相手、か……」


    　蛍ほたる火びが視線を向けると、深み山やまが不敵な笑みを返す。


    「あら、私にゲームで勝負を挑むおつもり？」


    「ま、はなから勝負にならんだろうがな。果たし合いで私が負けるはずがない」


    「その度ど胸きようだけは褒ほめてさしあげますわ」


    　またしても、二人の背後から闘志のオーラが立ちのぼる。


    　蛍火と深山は、向かい合わせになった対戦台に座った。蛍火が選んだ操作キャラは、頭に懐かい中ちゆう電灯を巻きつけ猟りよう銃じゆうと日本刀を構えた男。刀ってところが蛍火らしいな。対する深山は、ナイフを持った切り裂きジャックか。


    　どちらも歴史に名を残す大量殺人犯じゃないか。タイトルが『スーパースプラッタファイターⅣ』……縁起でもねえゲームだな。


    「いざ、尋じん常じように勝負！」


    　勇ましいかけ声とともに、ゲーム開始。


    　はじめての格ゲー。なのに蛍火は、初心者とは思いがたい鮮やかなボタンさばきで攻撃を繰りだす。やはり相当、反射神経がいい。操作キャラは武器として猟銃と日本刀を持っているが、刀の方しか使うつもりがないらしい。飛び道具は卑ひ怯きようという、蛍火なりのこだわりか。


    「……やりますわね！」


    　深山も負けてはいない。華麗なスティックさばきで攻撃を回避する。今のところ、蛍火が一方的に押していた。切り裂きジャックが画面の端に追いつめられる。


    「〈ゲームセンター荒らし〉と恐れられた私の実力、とくと見るがいいですの！」


    「それって、ただ邪魔者扱いされてただけなんじゃないのか？」


    　だが、深山の自信は口先だけのものではなかった。


    　カカカカカカッ！


    　たんに動作が速いだけじゃない……よく見ると、深山の手元から発火してる！


    「おい、コントローラーから火が出てるぞ！」


    「高速で動かす指とボタンの摩ま擦さつ熱から生じる炎を操あやつり、対戦相手を焼き尽くす──これぞ私の必殺技〈戦場の劫火ゴージヤス・バトルフイールド〉!!」


    　すげー厨ちゆう二にくさい必殺技名だった。


    　深山の手元から噴ふきあがった炎が、虎とらの形を成して蛍火へと襲おそいかかる。


    　迫る炎を避けるには、いま座っている対戦台を離れるしかない。だがそうすると自キャラを操作不可能になってしまう。その隙すきに、ガードがら空あきになった相手を倒そうっていう寸法か。


    　さすが深山、卑怯すぎるぜ！


    　ところが蛍火は、その場から離れようとするそぶりを見せない。逆に、筐きよう体たいの方へ身を乗りだした。そしてさらにすばやい動作でコントローラーを操あやつる。


    「たわけが！　そんな炎ごときで私を倒せるとでも思ったか！」


    　激しく動かした腕が疾風を巻き起こし、迫りくる炎をなぎ払う。


    「くらえ──〈見えざる虐殺インビジブル・パラドクス〉!!」


    　蛍ほたる火びまでノリノリだった。


    　炎を吹き払う風……まさかこんな方法で深み山やまの必殺技を破るとは！　画面上でも、蛍火の操作する懐かい中ちゆう電灯男が複雑なコンボを決めて切り裂きジャックを倒した。


    　──蛍火ＷＩＮウイン！


    　白熱した勝負だった。見てるこっちまで手に汗握ったぜ。深山の技もすごかったけど、蛍火の方が一枚上うわ手てだったってところか。


    「機械仕掛けの遊ゆう戯ぎなど軟弱のするものと侮あなどっていたが、なかなか面白いものだな」


    　蛍火が格ゲーにハマりかけてるみたいだ。


    「私の必殺技が破られたのは初めてですの！」


    「いやまあ深山もよくやったよ」


    　熾し烈れつな戦いの労をねぎらう。


    　その後、おれは蛍火と、次いで深山と対戦してみたが、いずれも瞬殺されてしまった。三人の中でおれが最弱か。やりこんでる様子の深山はともかく、初心者の蛍火にまで負けるなんて悔しすぎる。格ゲーはもうたくさんだ。


    　おれは店内奥に設置された機械に目をやった。


    「あれって、インプリントクラブってやつか」


    「私も名前くらいは聞いたことがあるが、何の機械なのだ？」　


    　興味を示した蛍火が対戦台から立ちあがる。


    「ふん、無知を相手にするのは疲れますわね。要は写真を撮とる装置ですわ」


    　深山がいちいちシャクにさわる口ぶりで説明した。


    「せっかくだし、記念に撮っていこうぜ」


    　蛍火と深山に挟はさまれた状態で、写真撮影。


    　パシャッ！


    　三人の顔が画面に映しだされる。初めてのプリクラに緊張しているのか、蛍火は少し硬い表情だ。一方、はしゃいでごきげんな感じの深山。


    「深山、プリクラの機械に向かってだと自然に笑えるんだな」


    「なっ……！」


    　深山の顔が赤く染まった。


    「ふだんも、怒ったような顔じゃなくて、こんなふうに笑ってりゃいいのにな」


    「よ、余計なお世話ですわ！」


    　人間が相手だと素直になれないってやつだろう。


    「あと、このペンで落書きしたりできるらしいぞ」


    「私に任せるがいいですの」


    　深み山やまはペンを手に取ると、おれの顔の横に『鬼き畜ちく』だの『破は廉れん恥ち漢かん』なんて文字を書き加えた。


    「余計なこと書きやがって……」


    「あなたにはお似合いですの」


    　結局、そのままプリントアウトされてしまった。写真を分けて二人にも渡す。


    「こういうのは初めてだ。大事にするぞ」


    　と蛍ほたる火び。そんなふうに言ってくれると嬉うれしいな。深山の方はというと、


    「捨てるのももったいないので……仕方ないからもらってあげますわ」


    「あーまあ何でもいいよ。持っててくれれば」


    　存分に満喫してから、ゲームセンターを出た。


    「遊びすぎて疲れたな……ちょっと一休みしよう。アイスでも買ってくるよ。何味がいい？」


    「あなたにしては気が利きくではありませんの」


    「そうか、悪いな。なら私は抹まつ茶ちや味を頼む」


    　と蛍火。また渋いセレクトだな。


    「蛍火は抹茶な。深山は？」


    「私は赤ふぐ味を」


    「そんなアイス売ってるわけないだろ！」


    「そうですわね、人気商品なので売り切れてるかもしれませんの」


    「売り切れとかの問題じゃなくてだな」


    「その場合は、たこ焼き味でもかまいませんわ」


    「無茶な注文ばかりしやがって！」


    　深山の要求に腹を立て肩をいからせつつ売店に行くと、ほんとに売ってやがった……。


    　仕方なく、抹茶と赤ふぐとたこ焼き味をひとつずつ購入。二人の元へ戻り、蛍火に抹茶アイスを渡す。深山は赤ふぐを取り、おれにはたこ焼きアイスが押しつけられた。


    「どうせなら、見晴らしのいい場所でいただきましょう」


    　と深山が指差したのは、巨大な円形のアトラクション。


    「おお、観覧車か。いいな！」


    「私も異存ないぞ」


    　観覧車なら、恐怖の館やかたみたいな危険もないだろう。純粋に楽しめそうだ。ちゃんとデートらしいイベントがなきゃ噓うそだよな。


    　いそいそとゴンドラに乗りこむ。おれの右に深山が、左側に蛍火が腰を下ろした。二人がけの席に三人並んで座るので、当然のことながら窮きゆう屈くつで体が触れあってしまう。


    　女の子と一緒に観覧車乗ってるよ、おれ！　


    　感動だ……！　この学校に入ってほんと良かった！


    「どうした久く瀬ぜ、涙ぐんでいないか？　ひょっとして高所恐怖症だったりするのか」


    　心配そうな顔を向けてくる蛍ほたる火びに、


    「いや……タバコの火が目に染しみただけだ」


    　嬉うれしさのあまり目元に滲にじんだ涙を、おれはハードボイルドふうに拭ぬぐった。


    「煙ではありませんの？　火が染みたら火傷やけどしますわ！」


    「そうとも言うかな」


    　興奮してしまって頭がよくまわらない。


    　三人を乗せたゴンドラが動きはじめ、回転するにつれゆっくりと上昇してゆく。高みから芙ふ蓉よう学園全体が一望の下もとに見わたせる。


    「やはり高い所からの眺めはすばらしいな。心が洗われる」


    「壮観ですわ♪　絶景ですわ♪　人がゴミのようですわ♪」


    　蛍火も深み山やまも、眼下に広がる眺めに目を奪われている。


    　たしかに景色もすばらしいが、おれとしては左右にぴとりとくっついた二人の体の方が遙はるかに気になってしまう。腕を少しでも動かせば、胸に触れてしまいそうだ……。


    　ドキドキの２乗。


    　──せめぎ合うおっぱい！


    　……って、何を考えてるんだおれは。


    　気持ちを静めるために、さっき買ったアイスに口をつける。


    　たこ焼き味アイス、上に青のりとカツオブシがトッピングされてるんだが……。食べてみるとなかなか美味なのが不思議でたまらない。


    「ん、意外と美う味まいな」


    　アイスに混じったブツ切りタコのシャキシャキした歯ごたえが、何とも言えない。


    「ふふ。たこ焼きも良いけれど、やはり赤ふぐが一番ですわ♪」


    　深山が手にしたアイスをこちらに突きつけ、見せつけてくる。


    「まあ味的には、たこ焼きより赤ふぐの方がアイスには合いそうだよな」


    「で、でもこれは食べさせてあげませんわよ」


    「おれもそこまで図ずう々ずうしくはないよ」


    　ガタン！


    　ぐしょ……！


    　ゴンドラが揺れて、その振動で差しだされた赤ふぐアイスがおれの顔にぶつかった。


    「ぐお！」


    「久く瀬ぜ、大丈夫か？」


    「まあ、アイスが当たっただけだから。何ともないよ」


    「災難だったな。顔にアイスがついているぞ、ジッとしていろ」


    　蛍ほたる火びがハンカチを取りだして、アイスで汚れた顔をかいがいしく拭ふいてくれる。こうして世話を焼かれるのも実に嬉うれしい。ひょんなハプニングも、なかなかどうして悪くないな。


    　ふきふきタイムの間、深み山やまは不機嫌そうにこちらを横目でジトッと見ていた。そうして蛍火が拭きとり終えると、深山がおれの方を向いて、


    「ほっぺたにまだアイスがついてますわよ」


    「ん？　どこにだ……？」


    　拭き残しか。と思って手の甲で頰ほおを拭ぬぐおうとすると、それよりも先に深山が、


    　ぺろっ……。


    　頰についたアイスを舐なめとりやがったあああぁ！


    「う、お、を……」


    　──超・嬉し恥ずかしいんだけど！


    　舌の先が軽く頰をなぞっただけだったが、それだけでおれは全身が痺しびれるような衝撃に打たれた。『ぺろっ』だけでこれほどの威力があるとは！　『ぺろぺろ』なんてされた日には一体どうなってしまうんだ!?


    　深山の方も、勢いで舐めたものの急に恥ずかしくなったというふうに顔をそむけ、


    「赤ふぐアイスを粗末にするなんて許せませんの！」


    　グシャ！


    　蛍火の手の中のアイスが握り潰つぶされていた。


    「よくも恥ずかしげもなくそんなマネ……！　媚び態たいを振りまきさえすれば男が振り向くとでも思っているのだろうが！　まことあさましい女……あさましきことハイエナのごとしだ！」


    「い……今のは赤ふぐアイスがもったいなかったからですわ！」


    　強気に言い返す深山。蛍火もムキになった様子で、


    「く、久瀬。私も同じようにしてやるぞ……顔を見せろ」


    「もうアイスついてないだろ!?」


    「右の頰を舐められたら左の頰も差しだせと言うだろうが」


    「そんな聖人は出てこないからな？」


    　おれはとりあえず蛍火と深山の間をとりなそうと、話題を変えることにした。


    「二人とも落ち着けよ。せっかくの遊園地なんだから……」


    　ゴトン！


    　再びゴンドラが激しく揺れた。


    「よく揺れるなこのゴンドラ。……気のせいか、さっきより回るの速くなってないか？」


    「当然ですわ、回転の速度が次第に増していき、最終的に時速二〇〇キロまで加速しますの」


    「速すぎだよ！　もう観覧車と別物だろ」


    「これぞ、ですのーランド名物〈地獄直通阿あ鼻び叫きよう喚かん火か車しや〉！」


    　深山の言う通り、ゴンドラの速度はどんどん増していった。遠心力で体が外側に引っぱられる。


    「うぬ、これは手ごわい試練……！」


    「きゃっ──!?」


    　蛍ほたる火びの体が押しつけられ、深み山やまも負けじとしがみついてくる。冷静に考えると夢みたいな状況だが、おれにはそれを味わっている余裕もなかった。回転はさらに速まっていく。


    「のぉ────────ッ!?」


    　高速で切り替わる視界に、目が回る回る回る！


    　まさに地獄の責せめ苦くのような有あり様さまだった。


    「う、気持ちわる……」


    　やがて回転が止まりゴンドラから降りる頃には、三人とも顔色が悪くなっていた。


    　何なんだ、ここのアトラクションは……命がけのものばかりか。よろめいていると、服の襟えり元もとにつけた通信機から早さ乙おと女めの声が流れだした。


    『ふふふ、二人ともなかなか健闘してるみたいね』


    「これでおしまいか……？」


    　これ以上続けられると生命がもちそうにない。


    『まだとっておきのイベントが残ってるわ。デートの締めくくりは……』


    　おれは、早乙女が指示する方向に目をやった。その先にあるのは、西洋風の瀟しよう洒しやな建物。


    「教会……か？」


    『そう、その教会まで来て』


    　一方的に命令して、通信は切れた。


    「教会？　何をするのだろうな」


    「さあ？　あいつの考えつくことはよくわからん」


    　首をひねりつつも指示された教会に辿たどりつくと、建物の前で早乙女と音おと無なしが待っていた。


    「よくぞ生き残った、我が精鋭たちよ！」


    「誰が精鋭だよ。おまえ、明らかにおれたちが苦しんでる様子を楽しんでやがるだろ」


    「最後のミッションは、この教会で結婚式のシミュレーションよ！」


    「結婚式ぃ!?　いちいち発想がおかしすぎるんだよ！　花嫁に至るまでを競きそってるはずなんじゃないのか？」


    「さ、余計なこと言ってないで早く中に入って入って。すぐ着替えてね」


    　早乙女にいざなわれるまま、おれたち三人は教会に入った。


    



    「それで……」


    　おれは自分の格好を見下ろした。


    「なんでおれがウェディングドレスを着せられてるんだ!!」


    　理り不ふ尽じんにもおれは、純白のドレスに着替えさせられていた。


    「仕方ないでしょ？　くぜりゅんにはタキシードよりこっちの方が似合うんだから」


    「その呼び方やめてくれよ！」


    「しかし久く瀬ぜ、たしかに似合っているぞ」


    　おれと反対に、蛍ほたる火びの方はタキシードに身を固めている。男女の立場が逆転してるじゃないか。


    「こんなことで褒ほめられても嬉うれしくない……」


    「くぜりゅん、かわいすぎる……！　生まれてくる性別間違えたんじゃないの？」


    　人の気も知らずそんな感想を洩もらす早さ乙おと女め。


    「くそ、好き放題言いやがって」


    　恥ずかしいとかいう以前に、人として大切な何かを失ってしまった気がする……。


    「おれは蛍火のウェディングドレス姿を見たかったのに……！」


    　恨みがましく蛍火を眺める。


    　タキシードを着た蛍火は、凛り々りしいというか宝たから塚づか的というか。これはこれで似合ってはいるんだけど、やはりちゃんとした花嫁姿を拝おがみたかった。


    「そんなヒラヒラした服が着れるか！」


    　逆ギレされた。


    「いや、蛍火だってきっとドレス似合うと思うぞ？」


    　おれが素直な気持ちを口にすると、蛍火は猛烈に顔を赤らめつつ、


    「……っ、そういうのは……本番のためにとっておけ……」


    　ボソリとそう呟つぶやいた。


    　う……お……、なんて不意打ち。


    　今のひと言はおれの心臓ド真ん中を打ちぬいたぞ！　絶対、いつか蛍火のウェディングドレス姿を拝む……！


    　おれが感激の余よ韻いんにひたっているうちに、続いて派手に登場してくる深み山やま。


    「私の華麗な姿をとくと目に焼きつけるがよろしいですの！」


    　蛍火のタキシード姿も良いけど、やはり花嫁といえばウェディングドレス。深山のくせに小こ憎にくらしいくらい似合っている。


    「…………」


    　少しの間、思わず見とれてしまった。


    「久く瀬ぜ、なぜデレッとした顔をしているのだ？」


    「はっ……？　そ、そんなことないヨ？　ないんだからネ！」


    　蛍ほたる火びから咎とがめるように指摘されて、おれは慌あわてて表情を引きしめた。


    「ふふ、一度着てみたかったのですわ♪　いかがですの、私の花嫁姿の感想は？」


    　はしゃぎながらクルリと体を回転させて、深み山やまはここぞとばかり衣装を見せつけてくる。


    「いやまあ、馬ま子ごにも衣装っつーか……悪くないんじゃねーの」


    　悪くないどころか、正直、眩まぶしくて直視できないほどだ。


    「素直ではない男ですわね。美しいものは美しいと認めるべきですの。優美ですわ♪　華麗ですわ♪　エレガントですわ♪」


    　おれたちが着替え終わり用意ができたところで、早さ乙おと女めが、


    「いよいよ決着の時……〈おによめつくーる〉がこれまでのデータを総合的に分析して、最も嫁よめ度どの高い人物をはじき出す。その相手の手に、くぜりゅんが指輪をはめるの！　そして誓いの口づけ！」


    　対決ってことをなかば忘れて普通にデートを楽しんでしまったけど、ここで最終結果が出るわけか。これまでの行動を元に〈おによめつくーる〉が嫁を判定するんだな。


    　マリッジリング……そしてキス。あくまで演技とわかってはいても、場所が場所だけに気分的に盛りあがる。めちゃくちゃ緊張してきた！


    　おれは蛍火と早乙女に交互に視線を送った。


    「…………」


    　蛍火は真剣そのもののまなざしでこちらを見つめている。


    「…………」


    　深山は高たか飛び車しやな笑みを崩さない。


    　深山もかわいいとはいえ、おれの気持ち的にはやはり蛍火だよな……。


    　──しかし嫁度測定機が深山を選んだりしたら、おれはどうすりゃいいんだ？　まさかほんとに許いい嫁なずけ→結婚コースを辿たどっちゃうわけにもいかないし……ここは男らしく、はっきり断るべきか……でもそうすると『初恋地獄変』が……。


    　そんなふうに迷っていると、おれの襟えり元もとにつけた〈おによめつくーる〉が激しく光りだした。すかさず早乙女がおれを指差して、


    



    「──嫁度が一番高いのは、くぜりゅんよ！」


    「何だよそのオチは！」
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    　週が明けて月曜の早朝。


    　結局、嫁よめ度ど対決の結果はなし崩し的にウヤムヤになってしまったものの、蛍ほたる火びは、昨日のことがショックだったのか落ちこんでいる様子だった。『嫁度が一番高いのは、くぜりゅんよ！』なんて早さ乙おと女めのセリフを真まに受けてるんじゃないだろうな。


    「あのさ、蛍火」


    　まわりの生徒たちに配慮して、小声で蛍火に話しかける。


    「昨日のことだけど、あんまり気にすんなよ」


    　蛍火は生き真ま面じ目めなところがあるから、必要以上に気に病やんでいそうだ。


    「そうは言われても、ショックだったぞ。深み山やまはおろか、久く瀬ぜよりも嫁度が下とは……」


    　案あんの定じよう、頭を抱えて悩みこんでいる。表情は暗く、声は重く沈んでいた。


    「そもそも、〈おによめつくーる〉とかいう変な装置の判定基準も謎なぞだったしな」


    　ただ、殺人鬼を倒したり格ゲーで圧勝したりってのは、たしかに嫁という概念からはかけ離れてるかもしれない。


    「いや、機械のせいにするのは良くない……私の修行不足だ」


    「不足というより、むしろ修行の方向性そのものに問題があったと思うんだが？」


    「嫁に関する書籍もずいぶん読みこんだのだが……」


    「めーめー書房はいかがわしさに定評があるからな」


    「いま思えば、私はあの女との勝負を意識するあまり、久瀬のことを考えていなかった……。これでは嫁失格だ」


    　蛍火はやっと何かを決意したように顔を上げて、


    「昨日のことで悟さとったぞ。あんな本に頼ろうとしたのが間違いだった。世間一般の『嫁らしさ』などどうでもいい、私は久瀬の嫁らしくありたいんだ」


    「……っ……」


    　なんか……すごく大胆なことを言われた気がする。


    　頭のなかで、蛍火の言葉を繰り返し味わう。


    　久瀬の嫁……久瀬の嫁……久瀬の嫁……ああ、なんてすばらしい響きだ！


    　胸がジーンとしてくる。気の利きいた言葉を返したいがうまくセリフが出てこなくて、なんとなく、そのまま蛍火と見つめあってしまう。


    「──また距離が近すぎますわ！」


    　おれと蛍火の間に割りこむように叫んで、深山が教室に入ってきた。


    　くそ、よりによってなんでこんなタイミングで来やがるんだ。それにしても、二年の深山がおれたちの教室に来るなんてめずらしい。昨日の嫁度対決の結果が不服で文句でもつけるつもりか？


    「どうした、深み山やま。昨日のことでイチャモンでもつけに来たのか？」


    「ち、違いますわ」


    　少しの間もじもじとためらってから、深山は背後に隠し持っていたものを差しだしてきた。


    「これを……」


    　ティーカップと植物の絵が描かれた、なにやら高級そうな箱。


    「何だ？」


    「昨日、助けられたお礼というわけでもありませんけど……一応、蛍ほたる火びさんにも」


    　と、同じものを蛍火にも差しだす。


    「ハーブティー詰め合わせセット？」


    　昨日、恐怖の館やかたでハーブを渡したから、そのお返しってことか……？


    　わざわざこんなもの用意してくるなんて、案外律りち儀ぎというか何というか。深山からプレゼントなんて、なんだか不思議な気分だ。


    「借りを作るのが嫌いなだけですわ」


    　ツンとすまして言う。


    「そういうことなら、遠慮せずいただこう」


    「それと蛍火さん、勝負の決着はついていませんからね。いずれ、日をあらためて対決ですわ！」


    　そう宣言して、深山は急いで教室から出ていった。


    　その後ろ姿を見送りながら蛍火が、


    「『強敵』と書いて『とも』と読む、か……」


    「いやだからバトル漫画じゃねーから」


    　出ていった深山と入れ替わりのように、唐から津つ田だが教室に入ってきた。


    　よろめくような足取りでおれの前の席まで辿たどりつくと、倒れこむみたいにして腰を下ろす。ずいぶんと疲れている様子だ。


    「唐津田、最近忙しそうだけど放送部の仕事か？」


    「あぁ、違います。小しよう生せい、生徒会長に立候補したもんスから」


    「はぁッ!?」


    　今週予定されている新生徒会選。


    　まさかそれに唐津田が立候補するなんて、寝ね耳みみに水もいいところだ。


    「唐津田が生徒会長に？　本気で言っているのか？」


    　蛍火が、とても信じられないというふうに言った。


    「なにしろ小生はＳＴＲＥＥＴストリートでＵＮＤＥＲＧＲＯＵＮＤアンダーグラウンドが信条っスから、体制に迎げい合ごうするのは好ましくないんスけどねぇ。でも小生ほど生徒会長にふさわしい逸いつ材ざい、他にいないっしょォ？」


    「おまえ、誇こ大だい妄もう想そうの気けがあるんじゃないか？」


    　唐から津つ田だは、頭のネジが全部抜けたような軽薄な男だ。こいつが生徒会長になんてなろうものなら、この学園あッという間に人じん外がい魔ま境きようと化しちゃうぞ。


    「先週、忙しそうにしてたのはそのせいか」


    「その通り、選挙活動にキリキリ舞いだったわけっス。鬼き畜ちく皇おう子じにもこの人形あげますから、投票の際には小しよう生せいをヨロヨロよろしく」


    　そう言って、唐津田は奇妙な人形を差しだしてきた。


    「何だこりゃ？」


    「小生をモチーフにしたマスコット、カラツダヌキ人形っスよ。知名度を上げるために、血ち祭まつりにこの人形作らせてみんなに配ってるんス」


    　唐津田はくいとあごをしゃくって、一番後ろの席に座る血祭を指し示した。


    　血祭末まつ路ろという女子は手芸が得意で、ポイントと引き換えにぬいぐるみや人形の作製を請うけ負おっているのだ。


    　血祭手製のカラツダヌキ人形は、唐津田とタヌキを悪魔合がつ体たいさせたみたいな代しろ物ものだった。珍妙ながらも、どことなく愛あい嬌きようが漂ただよっている。


    「またケッタイな作戦だな。でも有権者にモノを配るなんて認められてるのか？　選挙規定とかあるだろ」


    「そんなぬるいこと言ってるようじゃ甘甘アマテラスオオミカミ。ラブコメ以外ならどんな卑ひ劣れつな手段も許されるのが芙ふ蓉よう学園生徒会っスよ。食うや食わずや弱じやく肉にく強きよう食しよくの世界っつぅか」


    「まさに無む法ほう地帯だな……。唐津田は何か公約とかあるのか？」


    「コーヤクっすかぁ～？」


    「ああ、『自分が当選した暁あかつきには～』ってやつだ」


    「小生が当選した暁には、毎晩女はべらせ外車乗りまわして豪遊っスよぉ。マイク一本でのし上がるアメリカンドリームっつぅやつ？」


    「それはおまえの欲望だろ！　そんなの聞いて誰が投票しようと思うんだ。もっと、生徒会をこんなふうに改善するって政策をみんなに示してアピールするやつだよ」


    「なら、国語の教科書を廃止してラップの歌詞で日本語学習させる所存」


    「生徒全員が唐津田言語になるなんて勘弁してくれ……」


    　万が一にも唐津田が当選することはありえないだろうけど……。


    　しかし唐津田は論外としても、考えてみれば、他にどんな候補者がひそんでいるかわからないな。中には、以前のラブコメ禁止体制に賛同してた生徒だって少数ながらいるかもしれない。もしそんなやつが生徒会選に出て何かの間違いで当選してしまったりしたら、学園は以前の体制に逆戻りだ。


    「そんな事態だけは避けなきゃな……」


    　最悪の展開を阻そ止しするための、一番確実な方法は──
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    「おれ、生徒会長になるから」


    　その日の放課後、恋愛実験部の面々にそう宣言すると、みな目を丸くした。


    　一日考えた末すえの結論だった。


    　おかしなやつが生徒会長になるのを防ぐための最も確実な方法は、おれ自身が生徒会長になることだ。


    　それに、そう、消極的な理由だけじゃなくて。生徒会長の地位に就つきさえすれば、校則の決定に関して大きな権限を持つことができる。ラブコメ禁止なんて校則は完全に撤てつ廃ぱいした上で、逆に有利な規則を打ち立てることも可能だろう。


    　たとえば、今は男子寮と女子寮に完全に分かれてるけど、その区分を取り去ったら？　無理と諦あきらめていた女子との同居さえ夢じゃなくなる！


    　突然かわいい女の子と一緒に暮らすことになるという設定はラブコメの定番だ。朝、目を覚ますと女の子が起こしに来てくれていたり、身のまわりの世話をしてもらったり、風ふ呂ろ場で鉢合わせしちゃったり……想像しただけで胸躍おどるイベント群。


    　振り返ってみればこの一週間、おれは今まで生きてきた中で最高と言ってもいいほどに幸せだった。ずっと憧あこがれていたラブコメ的日常の一端を味わうことができた。でも、まだまだ足りない……もっともっと満喫したい。


    　おれは、ラブコメをたんなるフィクションとは思っていない。


    　むしろ、現実がラブコメのようであるべきだと考えている。


    　だからおれは生徒会選に立候補し、この独立学園都市・芙ふ蓉よう学園を、ラブコメのための空間に変えてみせる！


    　その先に待つのは、めくるめくハーレム生活！


    　それこそおれの野望！　ラブコメ王国！


    「久く瀬ぜが生徒会長に？」


    「びっくりくりのすけ」


    　と言いつつも、音おと無なしだけはやはり無表情だ。


    　意外そうな声を上げた蛍ほたる火びも、すぐに真ま面じ目めな顔に戻って、


    「……ふむ、良いのではないか」


    「えっ？」


    「突然のことで驚いたが、旧生徒会を打ち倒した久瀬は一いち躍やく学園の人気者だしな。新生徒会長としてふさわしいと思う。選挙に出るなら、私も協力するぞ」


    　旧生徒会の体制を打ち崩したおれは、懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられていた生徒たちを救出したこともあって、一いち目もく置かれる存在になっていた。そう考えると、かなり有利なポジションにいると言えるかもしれない。


    「しかし、なぜまた急に立候補しようなどと思い立ったのだ？　唐から津つ田だの件か？」


    「……まあ、この学園をより良くするためっつーか、明日のためっつーかな」


    　本当の目的を話すと蛍ほたる火びが怒りだしそうなので、ごまかしておいた。


    「そっか、生徒会選か……」


    　早さ乙おと女めは口元に手を当てて考えこんでいたが、何を思いついたのか不意にほくそ笑んで、


    「うん、何より面白そうだしね。新生徒会選に向けて、恋愛実験部のメンバーで久く瀬ぜ君を全面的にバックアップするわ！」　


    「ときおとはいちれんたくしょー」


    　早乙女や音おと無なしも賛同してくれた。思いがけず声援をもらって、少し胸が熱くなる。自分一人で選挙に臨むつもりだったけど、みんなが手伝ってくれるとなると心強い。


    「私は前生徒会長という立場上、表立っては協力できませんけれど」


    　と言う深み山やまに、


    「ああ、気持ちだけでも応援してくれると嬉うれしいってもんだ。……そうだ、おれが当選したら『初恋地獄変』を読ませてくれ！」


    「なっ……、本気で言ってますの？」


    「ああ、本気も本気。おれは生徒会長になって、『初恋地獄変』も読ませてもらう。そうすれば目的はすべて達成される！　完かん璧ぺきだ！」


    「どうせ無理に決まってますの」


    　深山はそう毒づいてから、小さな声で、


    「……どこまでやれるか、見せてもらうとしますわ」


    　と続けた。『初恋地獄変』を拝おがめるとなると、ますますやる気が涌わいてくる。


    「よし──おれは新生徒会の神になるぞ！」


    　まずは作戦会議。血ち祭まつり手製の人形が魔ま除よけになるという胡う散さんくさい噂うわさが流れ、唐津田のカラツダヌキ人形配布会はなかなか盛況だという話だ。他の立候補者たちも、いろいろと策をめぐらせてくるだろう。こちらとしても、ただ手をこまねいているわけにはいかない。


    「もう選挙まであまり日がないけど、できる限りのことはしなくちゃな」


    　すると、最初に蛍火が口を開いた。


    「カラツダヌキ人形に対抗して、『はむはむはむりん』の人形を配るというのはどうだ？」


    「いや選挙活動でハムスターの人形配っても意味なくないか？　何をアピールするんだよ」


    「むろん、全世界の人間にハムスターのかわいさを知らしめるためだ……！」


    「規模大きすぎるし、趣しゆ旨しが違ってきてるよ！」


    　あまりにも役に立たない蛍ほたる火びの案に続いて、音おと無なしが提案する。


    「てーまそんぐをつくる」


    「テーマソング？」


    「きちくおーじのてーま」


    「そんな歌、流は行やらせたくねー」


    　今にも身ぶりを交えて歌いだそうとする音無を、おれは制した。


    「あんまり奇抜さに走るってのも考えものだな。深み山やまが生徒会長に選ばれた時は、どんなことしたんだ？」


    　選挙経験のある深山の知恵を拝借するとしよう。


    「私の場合は選ばれて当然、選挙活動など何もしませんでしたわ」


    「まったく参考にならねー……」


    「けれど順当に考えれば、選挙というと地道に街がい頭とう演説ではありませんの？　あとは、ポスターなど……」


    「なるほど。深山にしては常識的な意見だな」


    「『しては』とはどういう意味ですの？」


    「ポスターね、任せて」


    　早さ乙おと女めは地下室隅すみのガラクタの山に歩み寄ると、なにやら作業を始めた。あッという間にポスターが完成したらしく、


    「さっそく作ってみたわ！　これを校内の至る所に貼はってきて」


    　大量の紙の束たばを押しつけてくる。


    　おれの写真がデカデカと印刷され、『毎日が鬼き畜ちく日び和より』というキャッチコピーが添えられていた。生徒会と全然関係ないじゃないか。


    「何をアピールしてるのか意味不明だけど、まあポスターは必要だしな。早乙女、さんきゅ」


    「ついでにこっちもヨロシク」


    　追加でもうひとつ別の束を渡された。


    「こっちのは何だ？」


    「女装バージョンくぜりゅんのポスターも用意したのよ。これで男子生徒のハートもガッチリ！」


    「余計なことしてくれんなよ！」


    「くぜりゅんは、私の命令には逆らえないんだよねぇ？」


    「くそ……！」


    　こんな場面で絶対服従の契約を持ちだしてくるとは。


    　おれの女装姿が校内中に貼りだされるなんて、羞しゆう恥ちプレイもいいところだ。とはいえ、これによって少しでも支持を得られる可能性があるとなれば、恥を耐え忍んででも試してみるべきか。野望を果たすためなら、何だってしてやるぜ！


    「わかった。じゃあさっそく貼はりに行ってくる！」


    「それなら私も手伝うぞ」


    　蛍ほたる火びも同行してくれることになった。


    〈ＭＩＳＳＩＯＮミツシヨン：黒服に捕まらずポスターを貼れ〉


    　校舎から人ひと気けがなくなる時刻を見計らって、おれは蛍火とともに、早さ乙おと女めが用意してくれたポスターを貼ってまわった。


    　女装のポスターを貼ってるところなんて目撃されるのは極力避けたい。監視カメラの視界を避け、壁に背中を張りつけて周囲の様子をうかがう。誰も来る様子がないか蛍火に見張ってもらい、その間におれがポスターを貼りつけていく。その地点での作業を終えるとすぐさま立ち去り、次のポイントへと向かう。


    「……久く瀬ぜ、なぜ隠れる必要があるのだ？」


    　おれの後について走りながら、蛍火がそう尋たずねてきた。


    「なんとなく気分的にな」


    　おっと、赤外線センサーを避けてと……。


    　敵地に潜入した工作員気分にひたりつつポスターを貼っていると、
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    「久く瀬ぜ、誰か近づいてくるぞ」


    　蛍ほたる火びの指摘通り、遠くから規則的な足音が聞こえた。音の発信源の方へ顔を向けると、真っ黒なスーツに身を包んだ女が歩いてくる。


    「巡回の黒服か……」


    　おれはとっさに蛍火の腕を摑つかみ、近くに置かれていた段ボール箱の中に二人してもぐりこんだ。このまま隠れて黒服をやりすごそう。大きめの段ボールとはいえ、人間二人が入るのはさすがに無理があり、蛍火と体が密着してしまう。


    「たわけ、どこを触さわっているのだ……！」


    「ぐあ、悪い！　でもお願いだから静かにしてくれ……」


    　ガタガタ……。


    「ん？　段ボールが動いた……？」


    　中で騒いで箱全体が揺れたせいで、黒服に不審に思われてしまったらしい。足音がこちらに近づいてくる。


    「まずい、このままだと見つかっちゃうぞ……」


    「どうにかしてごまかせばいいわけだな」


    「何かいい方法でもあるのか？」


    　蛍火は、死地へ赴おもむく特攻兵とでもいった決死の形ぎよう相そうで頷うなずいてから、


    「にゃ……にゃおん」


    　猫の鳴き真ま似ねをした。


    　が、全然似てねぇ……バレバレじゃねーか。


    「捨て猫かな？　かわいそうに……」


    　騙だまされてる！　騙されてるよ！


    　しかもこの黒服、結構優しい人みたいだ。捨て猫を放ってはおけないと、さらに歩み寄ってくる。


    「ダメだ、逃げるぞ！」


    　おれは段ボールから跳はね出ると、蛍火の手を取り、黒服に背を向けて逃げだした。


    「そこの二人、待ちなさい！　箱の中で不届きな行為に及んでいたな！」


    「ほんとはポスター貼はってただけなのに……！」


    「隠れたりするから、状況が悪化しているではないか！」


    　黒服は執しつ拗ように追いかけてくる。よく訓練されているらしく足が速くて、このままだと追いつかれるのも時間の問題だ。


    　おれは懐ふところから『すごい雑誌』を取りだすと、後方へ放り投げた。ちょうど黒服の手前の地面に落ちる。思おも惑わく通り、黒服は足を止め、地面に落ちた雑誌を拾いあげた。何気なくページを開いて、


    「な……っ！　こ、これは……」


    　黒服はモーレツに赤面し、食いいるように誌面を覗のぞきこんでいる。雑誌の内容に夢中になって、おれたちを追跡することなど忘れてしまったみたいだ。


    「よし、足止め成功！」


    「久く瀬ぜ、さっき投げたのは何なのだ？」


    「すごい雑誌だ」


    「すごい雑誌？」


    「どうすごいのかは説明できない」


    　そんなマジカルなアイテムだった。


    　黒服に捕まることなく、無事任務を遂すい行こうした。


    　──ＭＩＳＳＩＯＮミツシヨン　ＣＯＭＰＬＥＴＥコンプリート！


    



    　生徒会長の座を狙ねらう猛も者さたちの思おも惑わくが渦うず巻き、選挙活動は混迷をきわめていた。


    　有権者である生徒たちに実弾ポイントをばらまいて買収をはかる者。あるいは、男子生徒たちを高級料亭に招いて接待を行おこなう者。はたまた、他の候補者の悪評を流すヤツもいる。


    　どうやら先週蛍ほたる火びに絡からんでいたパー券売りも、選挙資金を稼かせぐためだったらしい。


    　あの手この手を使って、裏工作の限りが尽くされる。高度な情報戦が繰り広げられる。


    　ほんとに弱じやく肉にく強きよう食しよくの世界だな……。


    　毎日放課後、おれは地道に校庭で街がい頭とう演説を行った。


    「鬼き畜ちく皇おう子じ、応援してますよぉっ」


    「この学園の未来を担になうのは鬼畜皇子以外ありえんからなッ！」


    　まわりに集まってきた生徒たちが、一いつ斉せいに声援を送ってくれる。聴衆の反応はかなりいい。やはり、旧生徒会を打ち倒した一件が効いているようだ。


    　クラスのかしまし三人娘も声を揃そろえて、こちらに手を振ってきた。


    「あたしたちも絶対、鬼畜皇子に投票するからねーっ♪」「ねーっ♪」「ねーっ♪」


    　盛況のうちに演説を終えた直後、


    　パシュ！


    「久く瀬ぜ、危ない！」


    　突然、蛍火がおれの腕を摑つかみ引き倒した。


    　次の瞬間、さっきまでおれが立っていた場所にＢＢ弾が撃ちこまれた。


    「──敵襲か！」


    「狙そ撃げきだと……？」


    　とっさに周囲を見まわして襲撃者を探すと、校舎の屋上で迷めい彩さい服姿の女子がエアガンを構えていた。


    「あれは……サバゲー部の女子か」


    「おそらく、人気のある久く瀬ぜを襲って選挙から脱落させようという魂こん胆たんだろう。彼女自身が候補者なのか、あるいは誰かからポイントで雇われたのか……」


    　と蛍ほたる火び。エアガンといえど、頭部を狙ねらわれれば危険なことには変わりない。他の候補者を蹴け落とすためにそこまでするとは……まさに命がけの生徒会選。


    「こんな脅おどしに負けるか！　おれは絶対、生徒会長になってやるからな！」


    　パシュ！


    　啖たん呵かを切った矢先に、再度の発砲。


    　間かん髪はついれず、そばに控えていた音おと無なしがおれの前に飛びだして、ＢＢ弾を金属製の定じよう規ぎで弾はじき返した。人間離れした反射神経。


    「……はいじょしてくる」


    　かすかに怒りの混じった声こわ色いろで呟つぶやいて、音無は狙そ撃げき手の方へと向かい歩きだそうとする。


    「待て音無、排除ってどうする気だ？」


    「このよのじごくをあじわいながら息をひきとっていただく」


    「殺やる気まんまんじゃねぇか」


    「では、やすらかに息をひきとっていただく」


    「たいして変わってねー」


    「あんさつならおてのもの」


    　武器であるペン先を指の間に挟はさんでポーズをとってみせる音無。


    「ときおのてきはしじまのてき」


    　奇妙な連帯意識を抱いだかれていた。


    「その気持ちは嬉うれしいけどな。殺し屋みたいなマネは控えてくれ」


    「……ぜんしょする」


    　未み練れんありげに言って、音無は姿を消し、一分と経たたないうちに戻ってきた。懐かい中ちゆうから吹き矢の筒つつを取りだしてみせ、


    「ふきやでねむらせてきた」


    　心強すぎる味方だった……。
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    　危険な選挙活動の日々はあッという間に過ぎ、いよいよ新生徒会選当日。


    「いざ出陣だ！　絶対当選してみせる！」


    　蛍火とともに、意気揚よう々ようと会場である体育館に向かう。


    　生徒会選は一日がかり。今日は授業なし、朝から全校集会で立候補者による演説が行おこなわれたのちに投票という流れになっている。


    　体育館の入り口の所に売店みたいなのが出てて、生徒たちが我われも我もと押し寄せていた。


    「私が先よ──ッ！」


    「こっちにも売ってくれんかねッ！」


    「鬼き畜ちく皇おう子じに３０００ポイント」


    　ずいぶんとにぎわっている様子だ。


    「何の騒ぎだ？」


    　おれのあだ名が出ていたのも気になる。人だかりに近づき後ろから覗のぞきこんでみると、みな、立候補者の名前が印刷された馬券みたいなチケットを買っていた。


    「さー張った張った、演説開始五分前になったら締め切るよっ」


    　こともあろうに、チケットを売りさばいているのは早さ乙おと女めだった。


    「あっ、鬼畜皇子はダメだよ。立候補者が自分に賭かけるのは無効だからね」


    「誰が当選するか、賭かけにしてるのか！」


    　自分のポイントを払ってチケットを買い、当選者が的中した場合は倍率に応じて払い戻されるシステムか。生徒会選を利用して一ひと儲もうけ企たくらむなんて、さすが早乙女、恐ろしいまでに抜け目ない。


    「賭け事か、感心せんな」


    　曲がったことの嫌いな蛍ほたる火びが顔をしかめている。


    　売店後ろの壁に候補者リストらしきものが貼はりだされていた。候補者の名前に添えて、謎なぞめいた数字が記されている。


    「あれは倍率表か」


    　リストに並ぶ候補者は、実に四十数名にも及ぶ。やる気があるのは結構だけど、ちょっとしたお祭り感覚で出馬してみたやつも何割かいるんだろう。これだけいれば選挙は混戦をきわめるに違いない。


    「カラツダヌキ……鬼畜皇子……」


    　投票の際には本名を書かないといけないだろうに、わかりづらいな。


    「『謎の少女Ｘ』というのは何者だ？」


    「まるで覆ふく面めんレスラーだな」


    　体育館の入り口にたむろしていると、深み山やまと音おと無なしがやってきた。演説開始の時間が近づき、チケット売りを終えた早乙女も合流して体育館に入った。


    　会場内はクラスごとに整列ではなく、各自好きな席に座ってかまわないらしい。演説の際に壇上に出やすいよう、一番前の席に陣取った。


    　蛍火がおれの隣に座ると、深山はツンとすまして逆隣に腰を下ろした。深山の膝ひざの上には、片方の目が白く塗り残されたダルマが載のっている。


    「おっ、必勝祈願のダルマじゃないか。わざわざ用意してくれたのか？」


    　ダルマを抱えた少女というのも変な構図だな。


    「たまたま家に飾ってあったのが余っていたので持ってきただけですわ」


    　どんなたまたまだよ。


    「見てろよ、絶対当選して右目にも墨すみを入れてやる」


    「落選しようものなら、ダルマごと焼き払ってくれますわ！」


    　憎まれ口を叩たたきつつも、応援してくれているらしい。


    　深み山やまのさらに隣には、いつも通り両耳にヘッドホンをつけスケッチブックを抱えた音おと無なしが座っている。


    「音無って、こんな時でもヘッドホンつけたままなんだな。ポリシーなのか？」


    　音無は両手をヘッドホンに添えて、


    「これをはずすと、ひとのこころのこえがきこえてしまう」


    「何ぃっ!?　マジで？」


    「……というせっていはない」


    「デスヨネー」


    　一瞬、焦あせっちゃったじゃないか。音無が言うと冗談に聞こえないから怖い。


    　規定の時間になり、演説が開始された。


    　次々と候補者が壇上に出て、己おのれの理念やらを述べてゆく。


    　しかし重要なのは、演説の内容よりもむしろインパクト。これだけ候補者がたくさんいるのだから、まず印象に残らなければ話にならない。そもそも名前すら覚えてもらえないようじゃ、投票時に記入できないからな。その点、鬼き畜ちく皇おう子じとして名を馳はせたおれは有利だ。


    　与えられた持ち時間の中で、いかに全校生徒に自分を印象づけるか。そのために、各立候補者はさまざまな策を講じていた。


    　スタイルに自信のある女子は、水着姿で登場してお色気作戦に出る。


    　また逆に、車椅い子すに乗って現れた美少女が勇気を振り絞しぼって立ちあがったり、失意の少年が愛犬と抱きあって息をひきとるといったお涙頂ちよう戴だいシーンを演じて同情を誘う。


    　選挙の一幕とは思えぬパフォーマンス。世界名作劇場かここは。


    「みんな票を稼かせぐために必死だな」


    　気合いの入れ方が根本的に間違ってる気もするが。


    　隣に座る蛍ほたる火びが、かすかに体を震わせていた。


    「なにゆえ涙ぐんでる？　蛍火」


    「だって、パトラッシュが……パトラッシュが……」


    　少年の胸に抱かれ動かなくなった犬の姿を見て、ちょっと涙声になってる。


    「いやアレどう見ても演技だろ」


    「そうは言っても……かわいそうだろうが……」


    　かわいい動物に弱い蛍ほたる火びだった。


    　工夫をこらした演説はどんどん進行していき、残された候補者はあとわずか。


    「次は唐から津つ田だの番か」


    　名を呼ばれて、唐津田が勢いよく立ちあがった。


    「鬼き畜ちく皇おう子じと決着つけるＴＯＤＡＹトウデイ、進みつづけるＭマＹイ　ＷウＡエＹイ。ついに火を噴ふく小しよう生せいのマイクパフォーマンス、溢あふれる知性ＩＮＴＥＬＬＩＧＥＮＣＥインテリジエンス」


    「ま、お互いがんばろうぜ」


    　唐津田のどこに知性が溢れてるんだよ、と思いつつも、激励の言葉をかける。


    「うっし、うっし！　レペゼン芙ふ蓉よう学園なＢボＯーＹイＳズ　ＢビＥー、唐津田究きゆう太た郎ろうっス！」


    　またＢ─ＢＯＹと間違えてやがる……真・恋愛白書は関係ねえんだよ。


    「タヌキはすっこんでろ！」


    「変な放送ばっかしやがって！」


    　唐津田の登場と同時に、ブーイングの嵐あらしが吹き荒れる。壇上の唐津田めがけて投げつけられる空あき缶、生卵、完熟トマト、十字架、コンクリートブロック、ニワトリの頭、弥み勒ろく菩ぼ薩さつ像エトセトラ……みんな容よう赦しやないな。暴動でも起きかねない勢いだ。


    「唐津田のやつ、めっちゃ拒絶されてる……！」


    　警備の黒服たちが現れて暴徒を取り押さえていくが、騒ぎを抑えきれない。とある生徒の投げつけた消火器が、唐津田の頭に直撃した。


    「あれ……小生、カンガルーの親子と絶賛たわむれ中だったのに？」


    　頭に強い衝撃を受けて、また記憶をリセットされてしまったらしい。オーストラリアにでも行ってたのかよ。選挙に立候補したこと自体忘れてしまったみたいで、唐津田はやむなく退場を余儀なくされた。


    「演説前から脱落しちまったぞ……」


    「あのたわけにふさわしい結末だな」


    　蛍火の反応は冷淡なものだ。


    「なんかおれも不安になってきた……」


    「ふふ、心配することないわ。何があろうと、くぜりゅんの当選は動かない」


    　早さ乙おと女めは動じた様子もなく、余裕に満ちた表情を保っている。


    「何だその自信は。まさか早乙女、おれの知らない所でひそかに裏工作でもしてたのか？」


    「ふふっ……」


    　声をひそめて尋たずねると、早乙女はおかしそうに忍び笑いを洩もらした。


    「べつに、たいしたことはしてないわよ。ちょっとした仕掛けを施ほどこしておいただけ」


    「仕掛けだって？」


    「くぜりゅんに貼はってまわってもらったポスター……あれにサブリミナル効果を仕込んでおいたの」


    「サブリミナル……？」


    　どこかで聞いたことのある単語だな。


    「一見何の変へん哲てつもない、くぜりゅんの写真……でもそこには視し認にんできないほどかすかな細さい工くが施ほどこされてたの。意識の表層にはのぼらないほどのかすかな仕掛けがね……そこに隠されたメッセージが繰り返し見た者の潜せん在ざい意識に働きかけて、くぜりゅんに投票するよう促うながすってワケ！」


    「何だってえええェ──ッ!!」


    「投票が始まった時にはすでに勝敗は決している……これぞ私の秘策〈ミッドナイト・サブリミナル〉作戦！　これでくぜりゅんの当選は確実よ」


    　とんでもない手を使うやつだ。いくらおれを当選させるためとはいえ、あまりに卑ひ劣れつな手段。早さ乙おと女めがポスター貼りなんて命じてきた時点で、疑ってかかるべきだった。何か裏があると気づかなきゃいけなかったんだ。


    　しかし──これで確実に当選できるとなれば、おれは悪魔にでも魂たましいを売るぞ！


    　早乙女との間で、悪あく代だい官かんめいた笑みがひそやかに交わされた。


    　ようやくおれの番がまわってきた。大きく深呼吸してから壇上に上がり、勇ましくマイクを握る。まだ演説が始まってもいないのに、生徒たちの間から鬼き畜ちく皇おう子じコールが涌わき起こった。


    「きっちくおーじっ！　きっちくおーじっ！」


    「ビバ鬼畜皇子！」


    　これほど支持されてるなんて……これが早乙女の作戦の効果か。


    　口々に喝かつ采さいを送ってくる群衆。こんな大勢の前で喋しやべった経験なんてないおれは、緊張で固まってしまう。長々とした演説文を考えてきてたのに、頭が真っ白になって言葉が出てこない。どうしよう、大ピンチだ……！


    「鬼畜皇子、早く演説を」


    　口を開こうとしないおれに、司会の黒服が促してくる。


    「おれは──」


    　このままじゃマズイ、何か言わなくちゃ。


    「……おれは、」


    　何か……。


    　蛍ほたる火びが、深み山やまが、早乙女が、音おと無なしが、おれを見上げている。みんなおれを応援してくれてるんだ。期待を裏切るわけにはいかない。何より、野望の達成をこんなところで諦あきらめるわけにはいかない！


    　おれは大きく息を吸いこんでから、


    「──おれはラブコメ王国を築きあげる!!」


    　なかば無意識のうちに、本心がこぼれていた。


    　蛍ほたる火びと深み山やまはポカンと呆あつ気けにとられている。早さ乙おと女めは面白がるように親指を立ててＧＯＯＤグツドのサインを送ってきた。音おと無なしだけはこんな時も無表情だ。


    　どよっ……。眼下の生徒たちの間に、ざわめきが走る。


    「さすが鬼き畜ちく皇おう子じっ！」


    「まさに救世主！」


    「荒あら海うみに活かつ路ろ切り開くモーゼ！」


    　──なんだか知らんが、とにかく良し！


    　うまくいったみたいだ。これ以上、余計なことを喋しやべるとボロが出そうなので、ひと言だけで演説を終えて、おれは自分の席へ戻った。


    　早乙女のポスター効果もあり、今のところまでの反応を見る限り、おれが圧倒的に優勢だ。恥を忍んで女装ポスターまで貼はった甲か斐いがあった。このままいけば、まず間違いなく当選できるだろう。野望の実現は目前だ！


    　残る候補者はあと一人。倍率表で『謎なぞの少女Ｘ』と書かれてた人物か。


    　最後に壇上に上がったのは、小さな女の子だった。つぶらな瞳ひとみに、愛らしい口元。幼い顔立ちもあいまって、幼稚園児かと見まがうばかり。


    「あっ、あの子は……」


    　この間、懲ちよう罰ばつ房ぼうに潜入した時に見かけた女の子だ。


    　仮面の女の隣の独房に囚とらわれてたんだった。あの時は、なんでこんな子が懲罰房に入ってるのかと不思議に思ったもんだが……というか、そもそもほんとに高校生だったのか。


    「まさか……」


    　壇上の少女を見るなり、おれの隣で深み山やまが急に顔色を変えた。


    「ん？　深山、あの子知ってるのか？」


    「知っているというか……」


    「何者なんだ、あの子？」


    「……お姉様」


    「えっ？」


    「私のお姉様……深山羽は衣ごろもですの」


    　予想もしなかった答えに、おれは耳を疑った。


    「あんな小さい子が？　妹の間違いじゃないのか？」


    　そういえば寿す司しを食いながら話した時、姉さんがいるとか言ってたっけ。再び壇上の少女に視線を戻す。どう見ても五、六歳くらいにしか思えないんだが。マイクに背が届かないものだから、黒服が急きゆう遽きよ踏み台を用意してフォローしている。


    　深山からそれ以上を聞く前に、まわりの生徒たちがざわめき始めた。


    「よ……」


    「……ょ……」


    「…………よ……」


    



    「幼女最高おおおおおぉお──────ッ!!」


    



    　突き抜けるような叫びが迸ほとばしった。地の底から響くかのごとき歓声。


    「ひゃっほぉ────う！」


    「ブラヴォオオオ──────ッ！」


    　さっきまで口々に鬼き畜ちく皇おう子じ鬼畜皇子と叫んでいた男子たちが、あっさりひるがえっての幼女コール。


    　圧倒的な歓喜の嵐あらしが会場を包んでいた。信じがたいまでの高こう揚ように、まるで体育館全体が振動しているかのようだ。しかも騒いでいるのは男子だけじゃない。


    「キャワイイキャワイイキャワイイイィ──────ッ!!」


    　女子たちまでもが理性を失って叫びだす始末。


    　壇上の深み山やま羽は衣ごろもがなにやら演説をしているみたいだが、ものすごい歓声にかき消されて、何を喋しやべっているのか聞こえやしない。それでも、ロリータな外見によって圧倒的な支持を得ていることだけはわかった。


    「……厄やつ介かいなことになってきましたわ」


    　深山がため息混じりに呟つぶやいた。


    　歓声静まらぬうちに、羽衣の演説が終わったらしく壇上から降りていった。


    「結局、何を喋ってたのか全然聞きとれなかったぞ」


    　これで候補者全員の演説が終了した。投票タイムののちに集計作業が行おこなわれることになっている。結果が出るまでの間、おれたちはそのまま体育館に待機。時間潰つぶしのために、南な無ま猫ねこ亭てい先生が壇上で落語を一席披ひ露ろうしていた。


    「寿じゆ限げ無む寿限無五ご劫こうの擦すり切れ海かい砂じや利り水すい魚ぎよの水すい行ぎよう末まつ雲うん来らい末まつ風ふう来らい末まつ食う寝るところに住むところ……」


    　また古典的なものやってるな……。


    　会場の隅すみで、黒服たちがせっせと開票作業を行っている。黒スーツの女たちが黙々と事務作業をこなす姿は、なんだか間まが抜けてるな。ふだんの威厳もどこへやらだ。


    　おれの敵となりそうなのは、あの深山羽衣って子ぐらいか。思わぬ伏ふく兵へいの出現で、結果がわからなくなってきたぞ。


    　いや……大丈夫だ。おれは旧生徒会を倒した男！　あんなパッと出の謎なぞの少女に負けるわけがない！


    「深み山やまも知らなかったのか？　姉さんが立候補してるってこと」


    　思いがけず現れた強敵について、深山に尋たずねてみると、


    「知っていたら、あらかじめ何か手を打っておくべきでしたわ」


    「姉さんを応援するってわけでもないんだな」


    「応援どころか、むしろ絶対に当選してもらっては困りますの」


    「あんまり好きじゃないのか？」


    「……そういう問題ではありません」


    　腫はれ物にでも触さわるかのように、深山の声は固い。あまり訊きかれたくない、という雰囲気を漂ただよわせていた。


    　やがて集計が終わり、黒服の一人がマイクを握った。スピーカーから落ち着いたハスキーボイスが流れだす。


    「お待たせしました、投票の結果を発表いたします」


    　はたして生徒会長に選ばれるのは、おれか……それとも──


    　ゴクリとのどを鳴らして、続く言葉を待つ。


    



    「新生徒会長に選ばれたのは──深み山やま羽は衣ごろも様！」


    



    　そう告げられた瞬間、目の前が真っ暗になった。


    　──おれの野望が断たれた！　


    　生徒会長になってバラ色の生活を実現するはずだったのに、計画がすべてパーになってしまった。頭の中で思い描いていた夢の日々が、ガラガラと音を立てて崩れ去っていく。


    　おれの落胆などおかまいなしに、会場中から再びどッと歓喜の声が巻き起こる。


    「ついに幼女の時代が来た────ッ！」


    「新時代の幕開けよォ────！」


    「よっしゃよっしゃよっしゃア──ッ！」


    　やんややんやの拍手喝かつ采さい。反応を見るに、大多数の生徒が深山羽衣に投票したらしい。


    「うっし、うっし！　こりゃまたメデタイ、この学園も末すえ永ながく安あん泰たい」


    「なんで唐から津つ田だまで一緒になって喜んでるんだ！　おまえも落選したんだから落ちこめよ！」


    「たまんねっスよおおぉ……」


    　唐津田は、溢あふれる喜びを全身で表現しようとでもいうふうに体を震わせている。


    「完かん璧ぺきに洗せん脳のうされてるじゃねえか」


    「ううむ、意外な結果だな。久く瀬ぜに利があるものと思っていたが」


    　おれの隣で蛍ほたる火びが言った。


    「……ろりこんばっか」


    　音おと無なしがポツリと辛しん辣らつなセリフを吐く。


    　この結果には早さ乙おと女めもショックを受けたみたいで、


    「くッ、私の完かん璧ぺきな〈ミッドナイト・サブリミナル〉作戦が破れるなんて……。胴どう元もとの私が大儲もうけするよう倍率を調整してたのに、とんだダークホースよ！」


    　床に膝ひざをついて嘆いている。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、ちょっと憐あわれっぽく見えなくもない。


    　悲喜こもごもな会場の中、深み山やま羽は織おりは一人、何かを考えこむように黙りこんでいた。


    　それにしてもあの羽は衣ごろもって子、どう考えても外見だけで選ばれた感じなんだが。かわいいは正義と言うけれど、こんな決まり方ってアリなのか？　明らかに何かが間違ってる気がする……そもそも、あんな小さな子に生徒会長なんて務まるんだろうか。あまりにも疑わしかった。


    「それでは当選した深山羽衣様、就任の挨あい拶さつをどうぞ」


    　黒服のアナウンスに従って、羽衣が再び壇上に上がった。あらためて眺めても、やはり幼稚園児にしか見えない。


    　騒がしかった生徒たちが一いつ斉せいに口をつぐみ、体育館内に水を打ったような静けさが訪れた。みな壇上に注目し、固かた唾ずを呑のんで新生徒会長の挨拶を待つ。


    　羽衣は、外見に似合わないおごそかな態度で口を開いた。


    　第一声は──


    



    「わたくしこそが新生徒会長──いいえ、ゆいいつむにの真・生徒会長！」
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    「──ゆいいつむにの真・生徒会長！」


    「なっ……！」


    　──いきなり何を言ってるんだこの子は……。


    　その場にいた全校生徒が一いつ斉せいに息を呑のんだ。まず第一声からして度ど肝ぎもを抜かれたが、真に驚くべきはこれからだった。深み山やま羽は衣ごろもは続けて、


    「このだん上じようから見下ろすに　そろいもそろった　おろかしい顔ぶれ！　なげかわしい！」


    　のっけから飛びだす毒舌。なにゆえ昔のＲＰＧのボスキャラみたいな口調なんだ。


    「いいですか、あなたたちは　まだ人間未満！　ゆーあ　のっと　ひゅーまんっ！　どろぬまの上にただよう　あぶく！　肝きもにめいじておきなさい！」


    　罵ば詈り雑ぞう言ごんの勢いは止まらず、幼女の言葉が強制スクロールしていく。


    「大たいしゅうは豚とは　よく言ったもの！　おのれのおろかさすら　満足にりかいできていない　げれつな豚の群れ！　ふしゅう放つ　しゅうあくな　肉のかたまり！　あなたたちは　生徒ではなく　家畜と心えなさい！」


    　──ひどい性格だなこの子！　家畜とか本気で言ってるのか!?


    　深山も口が悪いとはいえ、姉の方は比べものにならないほどの自己中さだ。


    「そして家畜には　主人が必要なもの！　それがこのわたくし　深山羽衣の役目！　わたくしが真・生徒会長となったからには　これまでのなまぬるい　かんり体制をあらため　あなたたちの　くさりきった性しよう根ねを　こんていから叩たたきなおしてあげます！」


    　就任演説とは到とう底てい思いがたい内容に、愕がく然ぜんとさせられる。まわりの生徒たちも、呆あつ気けにとられて羽衣の演説にただ耳を傾けるばかり。


    「他の役員は　必要ありません。すべての役しょくを兼任し　この学園のじちは　ことごとくわたくしのさいりょうで　決定します！　つまり　わたくしこそが　ふよう学園生徒会そのもの！」


    　羽衣はそう宣言した。


    「何だと……？」


    　こんなバカげた考えを抱いだいてる女一人に権力を握られてしまったら、どんな専制政治が待ち受けているか、想像するだに恐ろしい。


    「世にあふれる高とう学校は　学校とは名ばかりの　ていぞくな代しろ物もの……豚の　豚による　豚のための施設！　学校ではなく　ようとん場と呼んだ方が　ふさわしい！」


    　メチャクチャなことばかり並べたてやがるな……。


    「けれど　このふよう学園は　ちがいます！　あなたたちは　この学園でのかりきゅらむをつうじて　徳をみにつけることで　はじめて人間となるのでちゅわ！」


    　なんか幼児喋しやべりになってるし。外見だけじゃなくて知力も幼稚園児レベルなんじゃないのか。


    　それにしても、恐るべき独裁思想。これはかなり深刻な事態になりつつあるのでは……？


    「あんな性格だから生徒会長にさせたくなかったわけか」


    「ええ……」


    　声をひそめて深み山やまに尋たずねてみると、居心地悪そうに頷うなずいた。


    「これからが本当の地獄ですわ……」


    　深山が生徒会長だった頃のラブコメ禁止体制も厳しいものだったが、それでも生徒を豚呼ばわりまではしなかった。あの姉の方が、あらゆる意味で上まわっている。


    　おれは苦々しい思いで壇上の羽は衣ごろもを眺めた。見るからに愛らしい姿態のどこから、あんな毒舌が出てくるんだ。


    　たてつづけの暴言にもかかわらず、反対する生徒は一人もいない。みな、幼女の魔力に魅み入いられでもしたかのように従じゆう順じゆんに聞きいっていた。


    「このまま豚として　一生を送るつもりなら　行く末すえはとんかつにされるか　はんばーぐの混ぜものにされるのが　せいぜい！　それがいやなら　人間となるべく　努力なさい！　その時こそはじめて　人権が与えられるのです！」


    　そうして羽衣は一方的に容よう赦しやないセリフを吐いたのち、壇上から降りていった。嵐あらしのような就任演説だった。


    「この学園、一体どうなるんだ……？」


    　不安いっぱいに、新生徒会選挙は幕を閉じた。


    



    　　　§


    



    　波乱のうちに生徒会選が終わって、翌日の昼休み。


    「はぁ……、おれたち落選組～」


    　食堂でねぎま鍋なべをつつきながら、おれは奇妙な歌を力なく口ずさんでいた。テーブルにはおれ、唐から津つ田だ、そして向かいの席に蛍ほたる火びと血ち祭まつりが座っている。


    　唐津田もおれも残念ながら落選という結果に終わってしまった。昨日までは互いに候補者として争った間だけど、昨日の敵は今日の友。ささやかな残念会がてら、一緒に昼食をとろうという流れになったのだ。


    「あんな人格に問題ありそうな子が選ばれるなんて、どう考えても間違ってるよな」


    　嘆いたところでどうにもならないとわかってはいても、ついグチがこぼれてしまう。


    「まあ、あの圧倒的な支持率では仕方なかろう。相手が悪かったと諦あきらめるしかない」


    　蛍火がそんなふうに慰なぐさめの言葉をかけてくれる。


    「当選すれば、学園公認でアニマル妖よう怪かいシリーズの人形を大々的に売りだすことができたのに……」


    　ブラックマグロカレーというコールタールみたいに真っ黒な代しろ物ものを食べながら、血ち祭まつりが未み練れんがましげに呟つぶやいていた。


    　そして唐から津つ田だはというと、落ちこんだ様子もなく、


    「小しよう生せいもあの子に負けたんなら悔いナシっつぅか、本望っつぅか」


    「有名タレントかってくらいの人気ぶりだったな」


    　昨日の体育館での光景は、いま思い返しても圧倒的なものだった。


    　蛍ほたる火びが声をひそめて、


    「なんでも噂うわさでは、深み山やま羽は衣ごろもは〈白き魔女ホワイトロリイタ〉という愛称で呼ばれ、すでにファンクラブまで結成されているらしい」


    「マジか……。本格的にアイドルなみの扱いだな」


    「あっ、小生もさっそくファンクラブ入ったんスよぉ」


    　唐津田は嬉き々きとして、深山羽衣様ファンクラブ会員証を見せつけてきた。


    「何してるんだおまえは！　選挙で争った相手のファンクラブに入るなんて」


    「昨日の敵は今日の友っつぅか？」


    「友じゃなくて下僕になってるじゃねーか。しかも行動早すぎるよ」


    「いやスゲー人気で、小生が申しこみに行った時にはもう長ちよう蛇だの列でした。いま入会すると、特典として羽衣様メモリアル写真集、ポスター、イメージソングＣＤ、抱き枕まくらカバーがもらえるんスよ」


    「特典商法あざとすぎだろ……」


    　ちょっと頭が痛くなってきた。


    「うちのクラスでも、他にもう何人もファンクラブに入っているらしいな。まさか久く瀬ぜまで入会したりしないだろうな？」


    　蛍火が心配そうに尋たずねてくる。


    「入るわけないだろ。いくらかわいくても、あんな性格キツそうな子のファンクラブが結成されるなんて信じられん」


    「……かわいい？」


    　おれが何気なく口にした単語に、蛍火が反応を示した。


    「ん？　まあ、見た目だけなら充分かわいいだろあの子」


    「そうかもしれないが……かわいい、か……」


    　蛍火はなんだか釈然としない様子でボソボソ呟いている。


    「昨日の就任演説はひどかったな。いきなり生徒を豚呼ばわりなんて、ありえないだろ」


    　ここで唐津田が突然、とんでもないことを言いだした。


    「むしろ小生はもっと罵ののしってほしかったくらいスけどね」


    「はァっ!?」


    「あんな小さい子の唇くちびるから口くち汚ぎたないセリフが飛びだすのが、意外な快感っつぅか、一度味わうとやみつきっつぅか。今度、ファンクラブ会員限定で『羽は衣ごろも様のスーパーお叱しかりタイム』ってイベントも開催されるらしいんスよ」


    「お叱りタイム？　何だそれ？」


    「文字通り、羽衣様が一時間ノンストップで会員たちを罵ば倒とうしまくってくれるんスよ。もう楽しみで楽しみで楽しみで」


    「おまえ頭大丈夫か？」


    　さすがについていけないものを感じる。


    「あの子が生徒会長なら、どんな厳しい仕打ちだって耐えられるっスよおぉ……」


    「洗せん脳のうされすぎだ」


    　そんな会話を交わしていると、食堂の入り口から深み山やまがツカツカと歩み寄ってきた。


    　おれたちのテーブルのそばまで来ると立ち止まり、机の上に昨日のダルマを置いた。必勝祈願のダルマだが、塗り残された右目に筆を入れることは叶かなわなかった。


    「偉そうなことを言っていたのに、結局、当選できませんでしたわね」


    「あー何とでも罵ののしってくれ」


    　深山には、絶対に生徒会長になってみせるって言っていたのに。相手が悪かったとはいえ、落選してしまったのは事実。何を言われようが耐えるしかない。


    「敗はい残ざん者ですわ！　負け犬ですわ！　飛べない豚ですわ！」


    　遠慮なく浴びせられる罵倒が、傷口に塩を塗りこむように胸に突き刺さる。それから深山は小さな声で、


    「ただ……」


    「ん？」


    「……あなたの本気は見せてもらいましたわ」


    　それだけ言ってぷいと顔をそむけ、そそくさと去っていった。


    



    　残念会を済ませてから、食堂を出て教室へ戻る途中。


    「おおっと、あそこを行くは真・生徒会長じゃねっスか。歩く姿はユリ・ゲラー？」


    　なんだか間違ってるが、深山羽衣が黒服を引き連れて歩いていた。


    　さらにその後ろ、少し離れて生徒たちの群れがついてきているのは、ファンクラブの会員たちだろうか。まるでハーメルンの笛吹き男みたいだ。


    「小動物みたいでたまんねっスよねえ」


    　感きわまった様子で身み悶もだえする唐から津つ田だ。


    　唐津田がジト～～～～っと食いいるような目つきで真・生徒会長を眺めていると、視線に気づいたらしく羽は衣ごろもがこちらに近づいてきた。


    　あらためて見るにやはり小柄で、おれの腰くらいまでの背せ丈たけしかない。そのくせ不思議な威圧感が漂ただよっている。右手にはなぜか鞭むちを握っていた。


    「そこの　まさしく豚そのものの　かおをした男！」


    　声をかけられて、唐から津つ田だは感激もあらわに羽衣の元へ馳はせ参じる。


    「うっし、うっし！　お声かけていただき光栄。ファンクラブＮｏ．99、唐津田究きゆう太た郎ろうとは小しよう生せいのことっス！」


    「あなた　わたくしを見てましたわね」


    「みるみる見るが当然、視線吸い寄せられるが必然。かわいい女の子を見ざる言わざる聞かざるなんて拷ごう問もんっつぅか」


    「口のきき方に　気をつけなさい！」


    　いきなり、羽衣は手にした鞭で唐津田を打ち据すえた。


    　ピシィッ！


    「ひいいいいぃッ!?」


    　鋭い一撃を受けて、唐津田はたまらず悲鳴を上げた。


    「豚は　なき声さえも　けがらわしい！」


    　床にうずくまり悶もだえる唐津田に、羽衣はさらに打撃を加えようとする。黙って見ているわけにいかず、おれは唐から津つ田だの前に立ち羽は衣ごろもに食ってかかる。
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    「いきなり鞭むちで叩たたくなんてどういう了りよう見けんだ？」


    「おろかしい行動にたいする　当然のむくい！」


    「唐津田が何したって言うんだよ？　たしかにバカだけど、鞭で叩かれるほどのことじゃないだろ」


    「うむ、唐津田が愚おろかしいのは認めるが、かといってそんな非ひ道どうは許されんぞ」


    　蛍ほたる火びも隣に立ち加勢してくれた。


    　おれたちの抗議に対して、羽衣は厳然たる態度で、


    「『異性と　一定時間以上　視線をあわせてはならない』……わたくしが　あらたに定めた校則です」


    「はあああぁあぁッ!?」


    　羽衣のとんでもない発言に、仰天させられる。


    「視線を合わせたら校則違反なんて、本気で言ってるのか？」


    「真・生徒会長であるわたくしが　決定の絶対。こんなわかりきった真理さえ　りかいできないなんて　あなたの肩の上についているのは　かぼちゃか何かですの？　だったらくりぬいて　はろうぃんの飾りにでもつかった方が　有用というもの！」


    「女の子と視線を合わせずに……ずっとそんな状態で三年間過ごせって言うのか」


    「三年かんとは　かぎりません」


    「？　どういう意味だ？」


    「この学園は　三年制ではありません。卒業に必要なぽいんとを　ためないかぎり　永久に出られないしすてむに　なっているのです」


    「何だとおおおぉ────ッ！」


    　おれは咆ほう吼こうした。


    「出られないって……学校側にそこまで強制する権利あるのか？」


    「むしろそれこそが　学校のあるべき姿！　そもそも　高校生活は三年間という　しくみ自体が　おかしいのです。卒業とは　学ぶべきかていを　すべておさめた　あかしのはず。なのに　三年制という自だらくなしすてむによって　ろくでもない生徒も　ほいほいと卒業させていった結果が　このみだれた世の中を　もたらしているのでちゅわ！　なんという　ていたらく！」


    「じゃあ、もしポイントが貯たまらなければ一生卒業できないってことも……」


    「もちろん　充分ありえます」


    「バカな……！」


    　一生卒業できない学校って、その時点ですでにおかしすぎる。


    　しかもおれには、早さ乙おと女めに対して負っている借金の問題もあった。ポイント制が通用するのはこの学園内だけの話。つまり早さ乙おと女めとの契約が有効なのも三年間のみ、一生奴ど隷れいなんて話あるわけないと、心の片隅すみで思ってもいたのだ。


    　なのに──その考えは甘かった。


    　まず早乙女への借金を全額返済しない限り、おれは永久に卒業できないってことじゃないか！　一生この芙ふ蓉よう学園の中で、規則にがんじがらめにされて過ごせって言うのか。


    　おれが立ちすくんでいると、羽は衣ごろもは再び唐から津つ田だに鞭むちを振るった。


    　ピシィッ！


    「やめろよ！　そんな体罰、許されるわけないだろ！　生徒の人権を何だと思ってるんだ」


    「おだまりなさい！　体罰ではなく　これは正当なしどう！」


    「どこが指導なんだよ！」


    「人権などと口にすることが　そもそもの間違い！　しゅうにんのさいにも　述べたとおり　あなたたちは　まだ人間未満！　いやしい家畜のぶんざいで 人間あつかいをのぞむなど　ぐのこっちょう！　おこがましい！　身のほどをわきまえなさい！」


    　早口で喋しやべりながら、羽衣はまたしても鞭を振りあげる。


    「それがいやなら　早く人間になりたいと　乞こいなさい！　いうなれば　これはじひのむち！　心ではなく　体でりかいなさい！　このいやしい豚が！」


    　鞭がしなり、唐津田を打ちのめす。


    　ピシィッ！


    「あひいいいぃッ！」


    　ビクビクッ！


    「唐津田！」


    「鬼き畜ちく皇おう子じ、手を出さないでください……」


    　おれが庇かばおうとすると、唐津田が苦痛をこらえながら制した。


    「この鞭、甘んじて受けてこそ漢おとこってものっス」


    　床にうずくまった体勢のまま、顔を上げて言う。その声には、ふだんの軽薄さからは想像もできない気迫がこもっていた。


    「ほかの誰でもない、鬼畜皇子が小しよう生せいに勇気をくれたんスよ。旧生徒会を打ち倒した鬼畜皇子の姿を見て、小生も漢になろうと決意したんス。だから……」


    「唐津田……」


    　唐津田の覚悟に、おれは少し感動しかけていた。


    「もっと激しく叩たたいて！　叩いて！　叩いてくださいいいぃ──ッ!!」


    「この豚が！　豚が！」


    　ピシィッ！


    　ピシィッ！


    「ひょおおおおぉ～ッ！」


    　──唐から津つ田だのやつ、痛がりながらもなかば喜んでるぞ！


    　顔にはうっすらと恍こう惚こつの表情すら浮かんでいる。そういう趣味でもあるのかこいつ？


    「豚なら　豚らしくお鳴きなさい！」


    「ぶひいぃぃいっ！」


    　唐津田は、さらに激しく叩たたいてほしいと言わんばかりに、羽は衣ごろもの足にすがりつこうとする。これには羽衣も辟へき易えきして、


    「なんというへんたい！　これほどすじがねいりの豚には　とくべつなばつを　与えねばなりません！」


    「罰って、また懲ちよう罰ばつ房ぼう送りにでもするつもりか？」


    　それじゃ以前の体制とまったく同じじゃないか。


    　しかし羽衣は首を振り、とんでもないことを口にした。


    「いいえ　ちょうばつ房などでは　なまぬるい……ゆがみねじ曲がった精神を　きょうせい労どうによって　根本から叩きなおすしかありません。この男は　深み山やま財ばつが所有する　まぐろ漁船に　のってもらうことにします」


    「マグロ漁船？　この学園なんでもアリか」


    「深山財ばつを　あなどらないでほしいものです。日本国内で　最大をほこるすぺしゃる漁船……その名も〈えすぽわーる〉！」


    「命がけのジャンケン大会でも行おこなわれてるの!?」


    　生きて戻れそうな気がしない船だな。『希望』を意味する船名が皮肉すぎる。


    「じゃんけんなど　とんでもない！　じゅくれんの漁師たちと　いっしょに　まぐろ漁にいそしんでもらうに　決まっています」


    「もう生徒扱いじゃなくなってるし！」


    「〈えすぽわーる〉は　名前とはうらはらに　一片の希望さえない　あんこくの世界……きびしい労どうに　命を落とす者もめずらしくない　過こくなかんきょうで　この男がどれだけ耐えられることでしょうね……くく……」


    「最初から危険を承知でそんな所に送るつもりかよ」


    「教育に　あくしでんとは　つきもの！　その程度の　りすくなしでは　この豚をきょうせいすることは　できません！」


    　無茶苦茶すぎる理屈を並べて、羽衣は残ざん酷こくな笑いを洩もらす。


    「せっかくですから　何日もちこたえられるかを　公式にかけごとのたいしょうとして　〈まぐろぎょせん耐久ぎゃんぶる〉を　もよおすのも　またいっきょうでしょう」


    「ギャンブルとか本気か!?」


    　おれの抗議も虚むなしく、羽衣の命令で黒服が唐津田を連行していった。


    　くそ、これじゃ以前の環境に逆戻り……いや、深み山やまが生徒会長だった頃よりさらに悪化してるじゃないか。


    「……あっさり連れて行かれてしまったな」


    　呆あつ気けにとられてなりゆきを眺めていた蛍ほたる火びが呟つぶやいた。


    「唐から津つ田だのやつはゴキブリなみに生命力強そうだから、心配ないとは思うけど……」


    　それにしても、この間の料理対決といい新たな罰則といい、マグロの呪のろいにでもかかっているみたいだ……。


    



    　午後、英語の授業中。


    　早さ乙おと女めに借金を返済しない限り卒業できないとなった以上、どうにかしてポイントを稼かせぐしかない。真ま面じ目めに授業を受けようとは思うものの、南な無ま猫ねこ亭てい先生の英語混じり落語は何を喋しやべっているのか聞きとりづらい。春の陽気も手伝って、どうしようもなく眠気が差しこんでくる。


    　うつらうつら舟をこぎかけていると、警告音が鳴り、おれはハッと顔を上げた。


    「また誰か違反者か？」


    　まさかおれじゃないだろうな。居眠りくらいで捕まりはしないと思うけど……。


    　教室に押し入ってきた黒服は、一番前の席に座る男子生徒を捕まえた。


    「ぼ、ぼぼぼボクが何したってのさ……」


    　黒服は事務的な口調で答える。


    「先ほど、南無猫亭先生を熱っぽい視線で見つめていましたね。生徒と教師の間で芽め生ばえる禁断の恋……ラブコメに発展する恐れのある行為とみなされました。真・生徒会長である深山羽は衣ごろも様の定めるところにより逮捕します」


    　──そんなバカな！


    　真・生徒会長の定めた新たな校則か。たしかにラブコメでそんな展開もなくはないけど、それにしたって厳しすぎる。


    「ちょっと待て、異議あり！」


    　おれは我慢できず黒服に食ってかかった。


    「何か問題でも？」


    　黒服は、サングラスの奥から威圧的な目で見返してくる。だがここで怯ひるんじゃいけない。


    「問題大ありだ。授業中に先生の方を見るのは当然だろ？　それさえダメって、一体どうしろって言うんだよ」


    「一定時間以上、異性と視線を合わせることは禁止……それを避けるために、数秒ごとに視線を動かせばいいだけの話です。簡単なこと」


    　当然のことを訊きくなとばかりに、淡々と告げられた。


    「そんなんで集中できるか？　学業に差しつかえるだろが」


    「それは集中力が足りないだけのこと。煩ぼん悩のうに惑わされない集中力を鍛きたえるのも授業の目的のひとつです」


    　とりつくシマもない返事だった。


    　違反者を黒服が連れ去ったのち授業が再開されたが、おれたち男子はみんな落ち着かなかった。黒板に向かいつつも、先生を見つめすぎないよう絶えず視線を動かしていなければならない。そんな中、南な無ま猫ねこ亭てい先生一人が、ふだんと変わりなくマイペースで授業を進めていた。


    　しかも、事件はそれだけではなかった。


    　おれの真後ろの席の男子・木こ枯がらしが、


    「なんたることだッ！　消しゴムを落としてしまったではないかッ！」


    　と叫んで床に落ちた消しゴムを拾おうとしたところ、またしても警報が鳴り響いたのだ。


    　再び駆けつけた黒服たちは、木枯に向けて、


    「いま、隣の女子のスカートを覗のぞこうとしていましたね」


    「バカな、濡ぬれ衣ぎぬだッ！　覗くなんてとんでもない、落とした消しゴムを拾おうとしただけではないかねッ！　そのどこが悪いと言うんだッ！」


    　やけに暑苦しい喋しやべり方をするやつだった。


    　黒服は反論に耳を貸す気配もなく、冷ややかな口調で言う。


    「うまい口実を考えたもの……羽は衣ごろも様も言っておられましたよ、卑いやしい豚は罪を逃のがれる方ほう便べんにばかり頭がまわると」


    「口実なんかじゃあない、我わが輩はいは潔白だッ！　むろん我が輩だって聖せい人じん君くん子しというわけではないさッ！　本心では、女子のスカートを覗くどころかめくりあげ頭を突っこんで下腹部の匂においを思いきり嗅かぎたいと思っているともッ！」


    　ぶっちゃけすぎだぞ。


    「だがそれは、あくまで想像の中でのことッ！　そんなささやかな夢想を抱いだくことさえ禁止されているというのかッ！」


    「スカートを覗く意思があったかなかったか、今いま更さら問うてもしょせんは水掛け論。君子は李り下かに冠かんむりを正さず……誤解を招く行動をとったこと自体が罪と言えます」


    「消しゴムを拾うことさえ許されないというのかねッ！　明らかな弾圧だッ！　冤えん罪ざい……陰謀……こんな暴挙が許されていいのかッ！」


    「では、こうしましょう。次から、授業中に消しゴムを落とすなど不測の事態が発生した場合、挙手した上で『願います！』と大声で告げること……そうすれば私たち監視官が参りますので、間違いがないか見張られた状態で消しゴムを拾う。これなら破は廉れん恥ちな行動を防ぐことができますね」


    「そんな、刑務所じゃあるまいし……」


    　おれは呆あきれ果てて呟つぶやいた。


    　昔、親おや父じから聞いた話だが、刑務所では作業を行おこなう際に道具を交換しなければならなくなった場合などには、いちいち『願います！』と叫んで監督官の許可を得なければいけない決まりらしい。まさか学校でそんなマネをさせられるなんて……。


    「もちろん許可なしに勝手な行動をとった場合、マグロ漁船に乗っていただくことになります」


    　あくまでも丁てい寧ねいな口調を保っているが、告げられた内容は冷酷そのもの。黒服はそれ以上議論の余地なしといった感じで去っていった。


    　そこからの授業は『願います！』の連続だった。


    　消しゴムを落としたと言っては、「願います！」


    　配られたプリントが足りないと言っては、「願います！」


    　黒板の文字が見づらいと言っては、「願います！」


    　何かの呪じゆ文もんのように繰り返し連呼される『願います！』に、どうしようもなく気が滅め入いってくる。それこそ刑務所内のごとき息苦しさ。


    「はひ──っ、疲れた……」


    　英語の授業ひとつ受けるだけで、精神的に疲労しまくりだった。


    　これから毎日こんな状態が続くわけか……冗談じゃないぞ。おれの憧あこがれていたラブコメ的日常は彼方かなたへと遠ざかり、待っていたのは、以前にもまして過酷な環境だった。
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    「あの真・生徒会長、本気でとんでもないぞ」


    　放課後の地下室。全員集まってから、おれは今日の出来事を早さ乙おと女めたちに話した。昼休みの唐から津つ田だの一件、そして午後の授業中に行おこなわれた取り締まり。


    「……ってわけで、唐津田のやつが連行されちゃったんだ。しかも今回はマグロ漁船送りときた」


    　唐津田の不遇ななりゆきをつたえる。あいつのことはさほど心配してないけど、真・生徒会長に好き放題されてラブコメ的日常が奪われるのは我慢ならない。


    　話を聞いて、深み山やまが苛いら立だたしげに、


    「あの男、懲こりずに校則違反をしでかしましたの？　また〈ですのノート〉に記録しておかないと……」


    　真っ黒な表紙のノートを取りだして書きこんだ。校則違反・要注意人物リストか。生徒会長の職を辞しても、習慣は抜けないらしい。


    「まだ持ってたのかそのノート？」


    「私だけではありません、お姉様も別の〈ですのノート〉の所有者なのですわ」


    「とんでもねえ〈ですの姉妹〉だな。ノートはこの際どうでもいいけど、マグロ漁船はさすがにひどすぎるだろ」


    　深み山やまは、侮ぶ辱じよくされたとでもいうふうにムッとした表情になった。


    「お魚を釣って全国の家庭にお届けする、高貴な職業ですわ。一体どこが不満ですの？」


    「職業としてどうこうじゃなくて。マグロ釣りなんて普通の高校生のやることじゃないだろ」


    「あの救いようのない男の進路が決まって、良かったではありませんの」


    「漁師になるためにこの学校来てるわけじゃないからな？　しかもあの真・生徒会長、漁船での仕事に何日もちこたえられるかをめぐってギャンブルを催もよおすとか言ってたぞ」


    「ギャンブルとなれば私の出番ね！」


    　早さ乙おと女めが俄が然ぜん乗り気になって会話に割りこんでくる。


    「いや唐から津つ田だの生死に賭かけるとかやめてくれよ。そもそも視線を合わせただけでラブコメとか、言いがかりもいいところだよな」


    「いえ、そうとも言いきれないわ……深山羽は衣ごろも、なかなか鋭いかも」


    　早乙女は謎なぞめいた感想を洩もらした。


    「どういうことだ？」


    「私の統計によるとラブコメでは、まったく視線を合わせない場合に比べて、意味ありげな視線を交わした二人の間に恋が芽め生ばえるケースの方が圧倒的に多いっていうデータがあるの」


    「そりゃ、互いの顔を見てもいなければ恋が芽生えるわけねぇよ！」


    「おそらく人間の視線には、ラブコメ的展開を誘発する成分が微量に含まれてるのね。視線を交わすことで体内にその成分が少しずつ蓄積されていき、一定量溜たまるとラブコメへと発展するのよ……これは研究に値あたいするテーマだわ！」


    　こじつけとしか思えない強引な論理展開だった。


    「たしかに、『目は口ほどにものを言う』ということわざもあるしな」


    　早乙女の怪しげな理論に、また蛍ほたる火びが丸めこまれつつある。


    「いや飛躍しすぎだろ」


    「ためしに久く瀬ぜ、私を見つめてみろ」


    「？　こうか？」


    　意図がわからないが、言われるまま蛍火の顔を凝ぎよう視しする。


    「…………」


    「…………」


    　そのまま無言で見つめあう、おれと蛍火。


    　早乙女たちも、沈黙を保っておれたちを見守っている。にらめっこでもしてるみたいな気分だ。こちらを見み据すえる目に、蛍火は恐ろしいまでの気迫をこめてくる。まるで、見る者の心臓を止めんとするばかりの眼力。


    　しかし、眼力ではおれも負けちゃいない。衣服越しでも女の子の体つきを見定められるよう日々鍛きたえてる。


    　負けじと、蛍ほたる火びの目を見返す。それにしても、黙ったまま真まっ向こうから見つめあうというのは、なんというか……かなり恥ずかしい！


    「…………」


    「…………」


    「ぅ……く、ダメだ……！」


    　やがて睨にらみあいに耐えられなくなった蛍火が、頰ほおを赤らめて視線を逸そらした。自分の胸に手を当てて動揺を静めつつ、


    「私もまだまだ修行が足りないな。今ので痛感した……たしかに視線は危険だぞ！　禁止されるのもやむなしだな」


    「そんなわけねえだろ！」


    　それからおれは、机に向かいふだんと同じく漫画を描いている音おと無なしに目を止とめた。


    「にらめっこなら、音無とか強そうだな」


    　いつも無表情な音無のこと、並大抵では動じないだろう。


    「ふっ、いのちしらずが」


    「超強気！」


    　そこへ早さ乙おと女めが口をはさんできた。


    「しじまの言う通りよ、普通のにらめっこじゃ、くぜりゅんに勝ち目はないわ。勝負を面白くするために、こうしましょう」


    　早乙女は、ンまい棒マグロステーキ味を取りだして、おれと音無の間に差しだした。


    「二人とも、このンまい棒の両端を口にくわえる。そのまま見つめあった状態でンまい棒を食べ進めていき、先に口を離した方が負け──〈ンまい棒ラブ〉よ！」


    「それ、パッキーゲームのモロパクじゃねーか！」


    　普通はパッキー等の棒状チョコレート菓子を使ってする遊びだと聞いたことがある。


    　もちろん、二人とも最後まで口を離さなかった場合はキスすることになってしまうわけだが……そのへんのかけひきが、実にスリリングなゲームらしい。


    「いいえ、岡山に古くからつたわる伝統的な儀式よ。かの宮みや本もと武蔵むさしも、うら若き頃、このンまい棒ラブを行おこなって精神鍛たん錬れんに努めたとされてるわ（めーめー書房刊『日本津つ々つ浦うら々うら死亡遊ゆう戯ぎめぐり』より）」


    「剣けん豪ごうのイメージぶち壊しだよ！」


    　早乙女の提唱するゲームに、蛍火と深み山やまは反対のようで、


    「そんな不ふ謹きん慎しんな勝負を許すわけにはいかんぞ」


    「まったくですわ！」


    　とご立腹の様子。


    「桐きり香かとミャンマーが何と言おうが、これはくぜりゅんとしじまの間の戦い。そして、くぜりゅんに拒否権はないわ！」


    「くッ……！」


    　またしても契約をチラつかせやがって。


    「いいだろう……やってやるぜ！」


    「しじまがかったら、ぼんれすをいただく」


    　音おと無なしは肩の上に乗ったハムスターを示した。


    　いつの間にか賭かけにされてる。でも、元々このハムスターはおれのものってわけじゃない。勝手に懐なつかれてるだけだからな。こちらとしては痛くも痒かゆくもない。


    「かまわないぞ。その代わり、おれが勝ったら音無が描いてる漫画を読ませてもらう！」


    　おれの提示した条件に、音無はためらうことなく頷うなずいた。よほどこの勝負に自信があるみたいだ。


    　こうして早さ乙おと女めの思おも惑わく通り、おれと音無は向かいあってンまい棒の端をくわえ、スタンバイ。この時点ですでに、互いの顔は一〇センチほどしか離れていない状態だ。


    　うぅむ、ゲーム開始前から緊張する……。


    　音無の方は、何を思っているのかまったく平然としたものだ。そのまなざしからは、どんな感情も読みとれない。
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    「久く瀬ぜ、信じているぞ」


    「破は廉れん恥ちなマネは死罪ですわよ」


    　両側で見守る蛍ほたる火びと深み山やまから、強烈な圧迫感が漂ただよってきていた。


    「ＲＥＡＤＹレデイー……ＧゴＯー！」


    　早さ乙おと女めが開始を告げた途端、


    　もしゅもしゅもしゅもしゅもしゅもしゅ……！


    　音おと無なしが脇わき目めもふらず食い進んできた！


    　猛然たる勢いで近づいてくる、音無の顔。


    　その瞳ひとみには、一片の迷いもためらいもない。不ふ埒らちな考えなど毛頭なく、ただ己おのれの信じる道を行くという鉄の意志。このままだと思いきり正面衝突してしまう！


    「うおおおぉおを……！」


    　考える余裕すらなく、おれは口を離して音無の顔を緊急回避した。音無はそのままンまい棒を端まで進み、一本まるごと食べてしまった。


    「んま～」


    「くぜりゅん、チキンすぎ！　しじまの圧勝よ」


    「こんなの勝てるか！」


    「久瀬、どうなることかとハラハラしたぞ」


    　敗北したおれに、蛍火が声をかけてくる。


    「おれは最初からすぐ離すつもりだったからな」


    　そう言い返したものの、かなりきわどいところだった。あとコンマ一秒でも口を離すのが遅れてたら、接触してたところだ。まさに間かん一いつ髪ぱつ。


    　音無、恐ろしい子……！


    「じゃあ次は、くぜりゅんとミャンマーで」


    　早乙女が指名すると、深山は腹立たしげに、


    「何ですって！　誰がそんな破廉恥なゲームするものですか！」


    「でもミャンマー、くぜりゅんと結婚するとなったら、ンまい棒ラブは避けても通れぬ道なんだよ？」


    「……っ、その時はその時ですわ」


    　いや結婚と全然関係ないだろ。またこんな心臓に悪いゲームをやらされるのは御ご免めんだったので、おれは話題を元に戻すことにした。


    「ンまい棒ラブとか脱線しすぎだ、問題はあの真・生徒会長だよ。この調子だと、いずれここの活動にも口をはさんでくるんじゃないのか」


    　元々ラブコメが禁止されていた芙ふ蓉よう学園で、この地下室での活動自体が特例だったわけだし。深山羽は衣ごろもが生徒会長となった今、いつ中止させられてもおかしくない。


    　けど、厳しい監視環境に舞い戻った学園生活の中で、放課後のこの地下室はおれにとって唯ゆい一いつのオアシスだ。廃止させられたりしてはたまらない。


    「今のところは特に何も言ってきてないよ」


    「でも、視線を合わせることさえ禁止とか無茶なこと言ってるやつだぞ？　どんな難なん癖くせつけてくるか」


    「まっ、何か言ってきたら私がうまく丸めこむから。とりあえずは様子見といきましょうよ」


    　早さ乙おと女めはのんきなものだ。


    「さんせー」


    「さわらぬ神に祟たたりなしと言うしな」


    　音おと無なしと蛍ほたる火びがあいづちを打った。


    「深み山やまはどう思う？」


    「そうですわね……私も、お姉様には逆らわない方が賢明だと思いますの」


    「てか、そもそもあの子、なんで懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられてたんだ？」


    「それは……」


    　深山は気まずそうに目を逸そらした。


    「やっぱりラブコメ絡がらみなのか？」


    「ええ、まあ……」


    　曖あい昧まいに濁にごす。姉さんの話題になると深山は慎重になるんだな。


    「たしかに、変に刺激するとヤブ蛇へびってこともあるか」


    　とりあえず、真・生徒会長の動向については様子見という結論に落ち着いた。


    「ここは落ち着いて、紅茶でも飲むといたしましょう」


    　場の雰囲気を変えようとするように、深山が立ちあがった。


    「ミャンマーの紅茶は美お味いしいんだよね～♪」


    「ほ、褒ほめても何も出ませんわよ……赤ふぐくらいしか……」


    　早乙女から紅茶の味を賞賛されて、深山はちょっと嬉うれしそうな表情になる。


    「私は紅茶よりも焙ほうじ茶の方が好きだな」


    「ぶぶ漬づけでも召しあがるがいいですわ！」


    　蛍火の要求をピシャリとはねつけてから、深山はおれに顔を向けて、


    「あなたはいかがですの？」


    　赤ふぐに紅茶か……悪くないな！


    　以前、喫茶『吉きちサーテイーン　13　』で初めて赤ふぐを食べて以来、すっかりその味のトリコになってしまった。


    「おれも……願います！」


    　授業中に何度となく耳にして刷すりこまれた単語を、おれはつい叫んでいた。
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    　数日後、英語の授業が終わってから南な無ま猫ねこ亭てい先生が話しかけてきた。


    「Ｍｒ．クゼ宛あてにＬＥＴＴＥＲレターが来てるでゲスヨ」


    「えっ、おれに手紙ですか？」


    　戸と惑まどいつつも、南無猫亭先生の差しだしてきた手紙を受けとる。


    「手紙とはめずらしいな。ご両親からか？」


    　一体誰からだろうと首を傾かしげていると、蛍ほたる火びが尋たずねてきた。


    「さあ？　おれにも心当たりないな。心配してわざわざ手紙送ってくるような殊しゆ勝しような親でもないし」


    　ここ芙ふ蓉よう学園では、外部との通信は基本的に制限されている。


    　携帯電話の所持は禁止。職員室に置かれた電話機を使用させてもらうことも可能だけど、それには相応のポイントを消費しなければならない。最も手軽な通信手段は手紙で、それでも送ったり受けとったりする際には、不適切な内容が書かれていないか黒服による検けん閲えつチェックが入るらしい。


    　ここまで徹底して通信を管理してるのは変な気もするが……外部の出来事に煩わずらわされることなく学業に専念できるよう、というのが理由らしい。


    「とりあえず開けてみるか」


    　開封してみると、その手紙は〈えすぽわーる〉送りになった唐から津つ田だからだった──


    


    


    　拝啓　鬼き畜ちく皇おう子じ


    



    　いかがお過ごしでしょうか。


    　小しよう生せいもようやく漁船での生活に慣れてまいりました。


    　厳しい監督の下もと、まわりの先輩方に漁業の基本を叩たたきこまれる毎日です。先輩方は少々気が荒いところがあるものの、皆いい人ばかり。顔つきもどことなく魚じみていて、船の上で長らく生活している間に自然とそんな顔に変化していくのだそうです。


    　今となっては、鬼畜皇子と過ごした日々が遠い昔のことのように思い出されます。


    　こちらは来る日も来る日もマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロマグロ……


    


    


    



    「唐から津つ田だのやつ、精神的にかなりまいってるみたいだな……」


    　潮の匂においが染しみついた紙一面にビッシリ書き連つらねられた文字は、ある種の恐怖を感じさせる。手紙の最後は、『うおォン　小しよう生せいはまるで人間魚市場』という意味不明な文句で締めくくられていた。〈えすぽわーる〉という漁船はよほど特殊な環境らしい。


    「さすがにこれは気の毒だな」


    　唐津田を疎うとましく思ってる蛍ほたる火びも、痛ましい文面にいささか同情を覚えている様子だ。


    「この調子では、懲ちよう罰ばつの期間を終えて学園に戻ってくる頃にはマグロそっくりの顔になっていることだろう」


    「そんな魚ぎよ人じんはイヤだ！」


    　唐津田のやつ、以前懲罰房に入れられて戻ってきた時も豹ひよう変へんしてたからな。環境に左右されやすい性格なのかも。今度はどんなふうに変化することやら……。


    「この間は様子見とか言ってたけど、黙ってるわけにもいかないな」


    「何か良い策でもあるのか？」


    「いや。でもあの子って深み山やまの姉さんらしいから、ちょっと深山に相談してみるか」


    　そんな流れで、放課後、地下室に集まってから深山に話してみた。


    「……ってわけなんだけど。真・生徒会長の横暴はなんとかならないもんか？」


    　おれが唐津田の窮状をつたえると、深山は額ひたいに手を当ててため息をついた。


    「お姉様の件については、私も頭を痛めていたところですの」


    「姉さんに弱点とかないのか？」


    「弱点といえば……マグロステーキが大好物ですわ」


    「うん、何の役にも立たない情報ありがとう」


    　そこで蛍火がフト名案を思いついたというふうに、


    「む、魚が好きなのか？」


    「ええ。それがどうかしましたの？」


    　蛍火の意図が読めず戸と惑まどいつつも、深山は頷うなずいた。


    「ならば、至し高こうのマグロステーキを作って食べさせるというのはどうだ？　そうすればあの女も物わかりが良くなるだろう。この世に料理で解決できぬ問題など存在しないと言うしな」


    「それは料理漫画の中だけだよ！　そんな都合よくいくか」


    　再びため息を吐ついて深山はおれに向き直り、


    「仕方ないですわ、これからお姉様に会いに生徒会室へ行きますので、あなたも来るがよろしいですの」


    「それなら私も同行するぞ」


    　と蛍ほたる火びが言いだしたが、


    「いや、蛍火はここで待っててくれ。おれと深み山やまで話つけてくるよ」


    「む、そうか……」


    　正義感の強すぎる蛍火まで一緒だと、言わずもがなの反論を口にして話がこじれてしまいそうな気がする。蛍火は不服そうだったが、おれは深山と二人で生徒会室に向かった。


    「こちらですの」


    「ドアのプレートが〈生徒会室〉じゃなくて〈白き魔女ホワイトロリイタの館やかた〉になってるんだが……」


    　ここは古典的ファンタジーＲＰＧの世界か？　生徒会室を完全に私物化してるな。


    　ラスボスに挑むみたいな気分でノックすると、室内から羽は衣ごろものロリボイスが返ってきた。


    「わたくしの神聖なるしょくむを　じゃまするとは何事！」


    「お姉様、私ですの」


    　深山が告げると、


    「……おはいりなさい」


    　との返事。


    　おれは緊張しつつドアを開け、白き魔女の館へ足を踏みいれた。


    『職務』と言ったくせに、深山羽衣はチョコレート菓子を食べながら雑誌を読んでいる最中だった。いい気なもんだ。ほんとに愛称通りホワイトロリ板イタって菓子を食ってやがる……。


    　椅い子すに座った羽衣の後ろに、黒服が二人控えていた。生徒会長以外の役職をすべて廃止してしまい一人で取り仕切っているため、他の役員の姿はない。


    　おれたちが入っていくと、羽衣はそれまで目を通していた雑誌を机に伏せて、顔を上げた。『いただき園児ぇるず』……こいつ本当に幼稚園児なんじゃないのか？


    「こうごうしき　わたくしの部屋に入ってこようとは　いいどきょう！　あなたたちが　さいしょでさいごの　ほうもん者です」


    　魔王じみたセリフを吐きやがる。


    　口を開こうとする深山をさえぎって、おれは、


    「深山、おれが話すよ。用件ってのは、この間捕まった唐から津つ田だのことなんですけど……」


    「からつだ？」


    「マグロ漁船送りになった……」


    「ああ、あの　あさましい豚の　ことですか」


    「ええ。ちょっとやりすぎじゃないですか？」


    　嘆たん願がんに来た以上、一応、丁てい寧ねい語で話しかける。おれが用件を告げると、羽衣は、まるで話にならないといったふうに鼻を鳴らした。


    「……やりすぎ？」


    　ねじ伏せるような鋭い目つきで睨にらみつけてくる。


    「何が　やりすぎだと　いうのです！」


    　厳しい語調にも怯ひるまず、おれは唐から津つ田だからの手紙を羽は衣ごろもに突きつけた。


    「ほら、これを見てください。マグロ漁船送りになった唐津田からの手紙です。こんなの教育でも何でもないでしょう？」


    　差しだされた手紙にサッと目を通すと、羽衣は怒りに顔を歪ゆがめて、


    「わたくしを　ぶじょくしているのですか！　こんなむずかしい漢字　よめるわけ　ないでしょう！」


    　──これくらい読めてくれよ！


    　言い返したくなるのをグッとこらえる。


    　この女は本当に入学試験パスしてるのか？


    「マグロ漁船での生活に相当疲れてるみたいなんです」


    「どれ　ようすを見てみると　しましょうか」


    「様子を……？」


    　おれが首を傾かしげていると、羽衣はパチンと指を鳴らした。すると、壁に設置された巨大なモニターの電源が入り、映像が映しだされた。


    「あッ、これは──！」


    　そこに映っているのは、マグロ漁船での作業の様子だった。


    　釣りあげられたマグロたちが、甲かん板ぱんの上でビッチ！　ビッチ！　と跳はねている。黙々と労働を続ける漁師たちに混じって、唐津田の顔も見つけることができた。


    「唐津田っ！」


    「このもにたーで　さぎょうのようすを　かくにんできる　しくみになっているのです。なかなか　見ものでしょう？　労どう者たちの姿を　ながめながら食べる　まぐろの味は　かくべつ！」


    　まるで娯楽番組でも観賞するみたいな気分でいやがる。


    　画面上では、屈強そうな漁師たちが脇わき目めもふらずマグロ漁にいそしんでいる。手紙に書かれていた通り、みな顔つきがどことなく魚っぽい感じだ。


    　と──疲労に耐えきれなくなったのか、唐津田がいきなり倒れた。


    　横たわった唐津田の元に、すぐさま監視官の女が駆けつける。動けなくなった唐津田を見て監視官は助け起こすでもなく、逆に激しい叱しつ責せきを浴びせた。


    『誰が休んでいいと言ったか、たるんでおる！　精神注入ッ！　精神注入ッ！』


    　精神注入って、いつの時代だよ。


    　監視官が精神注入棒を振るい、倒れたままの唐津田を打ち据すえた。


    『ひぇおおおおぉッ！』


    　唐から津つ田だのやつ、やはりちょっと喜んでるっぽいんだが……。


    　目を覆おおいたくなるような痛々しい映像に、おれは顔をそむけた。それを見て、羽は衣ごろもは残忍な笑いを洩もらす。


    「くくく　こんなのはまだ　じょの口……」


    「序の口？　もっとひどい状態が待ってるっていうのか？」


    「まぐろ漁船の　真のおそろしさは　ここから！　毎日まぐろばかり　食べさせられるうち　かじょうな快楽の味におぼれて　まぐろづけとなり……まぐろなしでは　生きていけない体に　なってしまうのです」


    「麻薬じゃないんだから」


    「まぐろを買う金を　えるために　危険なしょうばいに　身をおとす女も……」


    「とんでもない転落人生だな！」


    　思わず怒鳴りつけてしまった。おれは自制心を取り戻して口調をあらため、


    「とにかく〈えすぽわーる〉は勘弁してください。罰を与えるなら、懲ちよう罰ばつ房ぼうで充分でしょう？」


    「そのやり方で　失敗したのが　いぜんの生徒会ではありませんか！　げん刑など　みとめられません！　ごうもんにかけられなかっただけでも　さいわいとお思いなさい！」


    「お姉様、ちゃんと話を聞いて……」


    「──おだまりなちゃい！」


    　横から口をはさもうとする深み山やまに、羽衣はピシャリと切り捨てるように言い放った。


    「ふよう学園が　こんなにだらくしてしまったのも　そもそもはあなたの責任！　旧生徒会のやり方が　手ぬるかったからです！　ふはいしきった学園を　どうにかしてたてなおそうとしている　わたくしの苦労が　わからないのですか！」


    　羽衣はおれをギロリと睨にらみつけてから、再び深山に視線を戻した。


    「だいたい　こんな男とつれだって歩いている時点で　すでにはれんちのきわみ！　ここは　はれんち学園では　ありませんのよ！」


    「……っ……」


    「本来なら　ちゃーしゅーにでもされているのが　ふさわしいところを、このわたくしの　寛大なるじひによって　生かしてもらっているというのに！　その恩もわすれて　うぬぼれるのも　いい加減になさい！」


    　羽衣は一方的に毒舌を吐きつづけ、とりつくシマもない。これ以上いくら抗議を続けたところで効果はないだろう。なすすべもなく、おれたちは生徒会室を後にした。


    　廊ろう下かを並んで歩きながら、深山に話しかける。


    「せっかく一緒に来てもらったのに、なんだかな……」


    「…………」


    　羽は衣ごろもの発言がショックだったのだろう、深み山やまは黙りこんでいる。


    「昔からあんなワガママなのか？　深山の姉さん」


    「そんなことありませんわ。昔は品ひん行こう方ほう正せいな方で、皆から慕われてましたの。なのに……すべては『初恋地獄変』のせい」


    「えっ、『初恋地獄変』？」


    　こんなところで伝説のラブコメが絡からんでくるとは。


    「お姉様はあの本を盗み読んでしまったために、罰として懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられていたのです」


    「盗み読んだって……それだけで？」


    　ラブコメ作品の所持が禁止されていたとはいえ、盗み読んだだけで懲罰房送りになっちゃうのか？


    「ええ。『初恋地獄変』は深山家最大の禁きん忌き……それを読んでしまった以上、実の姉といえど許すわけにはいきませんでしたの」


    　それで懲罰房に入れられてたんだが、この間の恩おん赦しやで外に出ることになったわけか。すると──深山羽衣が真・生徒会長になった元凶はおれってことになる。皮肉にも、行動が裏目に出てしまったわけだ。


    「なんてこった、生徒会長になれなかった上に、『初恋地獄変』を読むことまで絶望的だなんて……！」


    　おれの憧あこがれていたものが、ことごとく奪われてゆく。憤いきどおりのあまり地じ団だん駄だを踏んだ。


    　おれの落胆ぶりを見かねたのか、深山が、


    「どうしてそこまで、あの本にこだわりますの？」


    「この間も話したけど、おれ、この学校に入ろうと思ったのも『初恋地獄変』があるって噂うわさを聞いたからなんだ」


    　小さい頃から、ラブコメだけを楽しみに、生き甲が斐いにして過ごしてきた。そんなおれが、ある時耳にした伝説のラブコメの噂。人生の指標を与えられたようなものだった。『初恋地獄変』が保管されているこの芙ふ蓉よう学園に入り、憧れのラブコメ的日常を実現する──そのためなら、どんな努力でもすると誓った。


    「ずっと憧れてた……伝説のラブコメだぞ、憧れないわけないだろ。せっかくこの学園に入れたのに、『初恋地獄変』を拝おがめないなんて、死んでも死にきれない。おまえだって昔ラブコメを愛読してたなら、この気持ちわかるはずだ」


    　おれは幻まぼろしの書物への思いをしみじみと語った。最後のひと言に、深山は痛いところを突かれたといった表情になった。


    「先ほども言った通り、あの本は何なん人ぴとたりとも読ませるわけにはいきません。けれど、読むのではなく実物をひと目見るだけなら……」


    「いいのか？」


    「み、見るだけですわよ。中を読んではなりません」


    「ああ、それでもかまわない！」


    　深み山やまはなおも迷っているようだったが、ため息をついてから、


    「あなたを見ていると、不安になりますわ。ラブコメへの執着ぶりが、かつてのお祖じ父い様に似ていて……」


    　深山の祖父さんは、ラブコメを愛するあまり所有していた膨ぼう大だいなラブコメ作品のコレクションと心しん中じゆうを果たしてしまったのだという。その際に唯ゆい一いつ残されたのが『初恋地獄変』だという話だ。


    「つまり……おれのこと心配してくれてるってわけか？」


    「だ、誰が……！　ただ、許いい嫁なずけがおかしなことになっては困るというだけですわ！　調子に乗らないでくれませんこと？」


    「おれなら大丈夫。だから、頼む！」


    「……仕方ないですわね」


    　最後に、深山は渋々頷うなずいた。


    



    「これが『初恋地獄変』──！」


    　この世に現存するのは一冊のみと言われている伝説の書物は、理事長室のガラスケースに保管されていた。まるで美術品みたいな扱いだ。時価数億円するというだけあって、警備も厳重なんだな。


    　静かに歩み寄ると、深山はケース横の装置に手をかざした。


    「指紋認証システム……か？」


    「ええ、お姉様が起こした事件以来、用心のために導入しましたの」


    　照合されてガラスケースが開き、深山は『初恋地獄変』を取りだした。


    「見・る・だ・け、ですわよ」


    　そう釘くぎを刺して、おれの前に古びた本をかざす。


    「おおっ……！」


    　長年憧あこがれた書物を前にして興奮を抑えきれず、全身が小刻みに震えだす。本の表面から神こう々ごうしいオーラでも発されているかのようだ。


    　──ラブコメの聖典を前にして表紙を眺めることしかできないなんて、生き地獄もいいところだ。読みたくてたまらん！


    　でも、深山に見るだけって約束してしまったし、ここは我慢のしどころだ。見るだけ見るだけ見るだけ……心の中で、必死に繰り返し自分に言い聞かせる。


    　しかし、


    「我慢できるわけねえぇッ！」


    　我われを失って、おれは深み山やまの手から『初恋地獄変』を無理矢理奪いとった。


    「何するんですの！」


    「ずっと憧あこがれだったんだ！　見るだけで満足できるわけないだろ！　この本を読むことさえできれば、どうなろうが悔いはない！　この本にはきっとラブコメの秘密が隠されてるんだ！　これを読めば、おれはラブコメの神になれる！」


    「何を血迷ったことを！　それを読んではいけません！」


    　深山が慌あわてて取り返そうとするが、おれはむろん渡すつもりなんてない。しかし深山はすばやい手つきで『初恋地獄変』を取り戻した。


    「渡せええぇッ！」


    「きゃっ──!?」


    　深山の口から小さな悲鳴が洩もれた。おれがもぎ取ろうとした拍ひよう子しに『初恋地獄変』が手から離れ、床の上に落ちた。その上に覆おおいかぶさるように、体勢を崩した深山がドサリと倒れこむ。偶然開いたページに、ちょうど深山の顔が乗った。


    「うお、すまん！」


    　倒れた深山の姿を見て、おれは我に返った。長年の夢を叶かなえるためといっても、女の子を傷つけてしまうなんて本意じゃない。


    「騙だまし討ちみたいなことして悪かったな。倒れた拍子にどこか打ちでもしたのか？」


    「……っ……」


    「お、おい深山……？」


    　おれは恐るおそる声をかけた。


    　倒れたまま、深山は起きあがろうとしない。体が小刻みに震えていた。なんだか様子がおかしい。打ち所でも悪かったのか？


    「どうしたんだ深山？」


    「これを読んでは……いけませんの……」


    　深山は呻うめきながらも『初恋地獄変』を閉じると、ガラスケースにすがりつくようにして立ちあがり、本をすばやく元通りにおさめてしまった。そうして力尽きたかのように、そのままケースにもたれかかる。


    　──何がどうなってるんだ？


    「……っ……、ふ……」


    「深山？　おい」


    　おれが再び呼びかけると、深山は顔を上げた。おれを認めると、こちらへまっすぐ顔を突きだしてくる。ンまい棒ラブの時の音おと無なしみたいな動き。


    「ぬぉっ!?」


    　迫る深山の唇くちびるを、おれはとっさに頭をのけぞらせて回避した。


    「ななな……何が起きてるんだ！」


    　こちらを見上げてくる深み山やまは、息づかいが荒くなっている。紅潮した頰ほお。切なげに訴えかけてくるまなざし。


    



    「キス……してくださいませんの？」


    



    「はぇあ────ッ!?」


    　いきなり何を言いだすんだこいつは！


    　──深山の両目が♥になってるぞ！


    「私たちはいずれ結婚する仲……それくらいかまわないでしょう？　むしろ当然のことではありませんの？」


    　ンまい棒ラブさえ激しく拒否ってた深山が、なんでこんなこと言ってるんだ！


    　明らかに様子が変！　さながらマタタビを嗅かがされた猫とでもいった豹ひよう変へんぶり。


    　深山が一歩にじり寄ってくる。激しい混乱に襲おそわれて、おれは思わず後ずさった。


    「どうして逃げますの？　そんなふうに冷たくされると……哀かなしくなってしまいますわ」


    「いやそんなキャラじゃないだろおまえ？　ツンデレってレベルじゃねーぞ！」


    　二重人格なのかこいつは？　はたまた何かが憑ひよう依いでもしたのか？


    　おれは元通りガラスケースにおさめられた本に目をやった。


    　──ひょっとして、『初恋地獄変』のせい？　あの本の中身を見ちゃったから、深山はこんな状態になってしまったのか？


    　とにかく原因がわからないことにはどうしようもない。ここは地下室に戻って早さ乙おと女めにでも相談すべきか。そう判断して、おれは深山を連れて理事長室を後にした。


    



    　　　§


    



    「……で、どういうことなのだ？」


    　おれと深山を見下ろして、蛍ほたる火びが厳しい視線で問いかけてきた。


    「いや、むしろこっちが説明してほしいくらいなんだけどな」


    　あの後おれは、抱きついてこようとする深山を引き離し、なかば逃げるようにして地下室に戻ってきた。廊ろう下かで抱きつかれでもしたら即逮捕だからな。


    　地下室に辿たどりついた時には、早乙女たちは買い出しにでも出かけているらしく部屋に誰もいなかった。そこで深山と二人で、みんなが帰ってくるのを待っていたのだが……。


    　いつの間にか、おれは深山に膝ひざ枕まくらされていた！


    　おれの頭が深山の太ももの上に載のせられている──物理的にはただそれだけのこと。なのに、何なんだこの心地よさは！　一度この甘美な味を覚えたら、もう普通の枕まくらで寝ることなんて不可能！


    　思わず、顔を動かして太ももに頰ほおずりしたくなってしまう。が、はたしてそこまで許されるのか？　葛かつ藤とうに身み悶もだえする。


    　感動しつつ深み山やまの太ももに頭をゆだねているうちに、みんなが戻ってきて。


    「……で、どういうことなのだ？」


    　蛍ほたる火びの口から先ほどの問いが発されたのだった。


    　蛍火から鋭い視線で睨にらみつけられても、深山は動じることなく、


    「許いい嫁なずけたる者として、これくらい当然ですわ♪　お安いご用ですわ♪　望むところですわ♪」


    　にこやかに言ってのけた。おまけに、


    　なでっ


    　──頭をなでなでされた！


    　父さんにも撫なでられたことないのに！


    　なでなでっ


    　こんなに甘やかされていいのか！


    　脳がストロベリーシェイク状にとろけそうな心地よさ！


    「……はッ！」
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    　蛍ほたる火びが冷酷そのものの瞳ひとみでおれを見下ろしていた。


    　早さ乙おと女めも、あんぐりと口を開けて啞あ然ぜんとおれたちを眺めている。ふだんは感情を表に出さない音おと無なしですら、微妙に驚きの表情を浮かべていた。それくらい、今の深み山やまの姿はありえない光景だったのだ。


    「さっ、深山、そろそろお遊ゆう戯ぎの時間はおしまいにしようか」


    　おれは取りつくろうように軽く咳せき払ばらいしてから、かしこまったしぐさで立ちあがった。すると深山はおれの服の袖そでを引き止めて、


    「今度は……私をなでなでしてくれませんの？」


    　なんて言ってきた。


    「えっ、深山にか？」


    「して……くれませんの？」


    　みやまが　なでなでしてほしそうに　こちらをみている！


    「ま、まあ、おれもなでなでしてもらったからな……お返しっつーかな」


    　仕方なく、深山の頭に手を伸ばす。


    　なでっ


    　やわらかい髪の感触が手のひらに心地いい。


    「……ん……」


    　途端に、目を閉じてとろけるような笑みを浮かべる深山。


    「んに～……」


    　愛らしい唇くちびるから、微妙に艶つやっぽい声が洩もれる。くすぐったそうに少し首をくねらせる。身も心もゆだねると言わんばかりの従じゆう順じゆんさ。


    　うお、何だこの反応は……不覚にも胸キュンしてしまいそうだ。


    「…………」


    　てか、だから蛍火が見てるんだよ！


    　無言で！　殺意のこもったまなざしで！


    「ま、このくらいでな……」


    　これ以上続けていると危険そうだったので、頭を撫なでていた手を慌あわてて引っこめた。


    「もっと……してくれませんの？」


    　まだ足りぬとばかり、深山は名な残ごり惜しそうに見上げてくる。


    「いや深山、一度にあんまりなでなでしすぎると体に悪いから、また今度な」


    「その呼び方からして、よろしくありませんわ。あなたは私の夫となる身。苗みよう字じで呼ぶなど他人行儀ではありませんこと？」


    「下の名前で呼ぶのはさすがに恥ずかしいっつーか」


    「でしたらせめて、あなたのことは『くぜりゅん』と呼ばせていただきますの」


    「よりによってソレかよ？」


    「く……ぜ……りゅん♥」


    　耳元でささやいてから、深み山やまはおれの肩にごろにゃんと頭をすり寄せてくる。


    　──何なんだこの生物は！　猫科の新種の小動物か!?


    　おれに甘えまくる深山を見て、蛍ほたる火びが、


    「久く瀬ぜは、そのあさましきものを甘やかしすぎではないのか？　目に余るものがあるぞ」


    「『あさましきもの』が深山の代名詞になってるのかよ」


    「せめて私にも……、その……」


    「ん？　蛍火にも？」


    　ボソボソと呟つぶやく蛍火に問い返すと、


    「な……なでなで……」


    「な？」


    「──何でもない!!」


    　激しく怒鳴られた。


    「とりあえず二人とも、赤ふぐでも食って落ち着け」


    　好物を与えると、深山は嬉き々きとして赤ふぐを食べはじめた。ほんとに猫にマタタビといった感じだ。その隙すきに、おれは理事長室で起きた出来事を蛍火たちに話した。


    「『初恋地獄変』の上に倒れこんだ直後にこうなったんだけど、何がなにやら」


    　おれにもそれ以上説明のしようがなかった。


    「ふぅむ……面めん妖ような話だな」


    　腑ふに落ちない様子の蛍火。首をひねるおれたちに、早さ乙おと女めがいつになく真剣な顔で、


    「……これは『初恋地獄変』の作用ね」


    「作用？　どういうことだ？」


    「ラブコメの聖典『初恋地獄変』は、人間の精神にとってあまりにも過剰な刺激なのよ。部分的にであれ、その内容を知った者は一種の感染症に似た症状を呈ていするの」


    「感染症っ？」


    　早乙女は重々しく頷うなずいてから、


    



    「その名も〈初恋シンドローム〉！」


    



    「初恋──」


    「シンドローム!?」


    「そう、初恋シンドローム……誰かにキスすると一時的に症状がおさまり進行が遅くなるものの、キスした相手にも感染してしまう、恐るべき病。今の話だと、ミャンマーは倒れた拍ひよう子しに『初恋地獄変』の一部を読んで感染しちゃったのね」


    「でも、読んだって言ってもほんの一瞬のことだったぞ？」


    「だからまだ症状が軽いわけ。初恋シンドロームの症状は、感染者によって個体差もあるけど、おおむねレベル１～４までの段階に区分することができるの。今のミャンマーはレベル１に該当するわ。媚び薬やくを服用した際のような催さい淫いん効果が現れる」


    「なるほど、それでおれにしがみついてきてるってわけか」


    「レベル１なら、まだたいして深刻じゃないわ。時間の経過に従って、症状が重くなっていくの……本当に恐ろしいのはそこから。レベルが移行する際には高熱と大変な苦痛を伴ともない、抵抗力の弱い人間は生命の危機に晒さらされる場合もあるのよ」


    「死に至るラブコメ……！」


    　衝撃の事実。


    　おれの憧あこがれてた『初恋地獄変』に、まさかそんな恐ろしい作用が秘められていたなんて。


    　すると、仮に理事長室で読んだのが深み山やまじゃなくておれだったら、こっちが感染してたはずなのか。深山はおれの身代わりになったようなものだ。深山に対して、罪悪感にも似た気持ちが涌わいてくる。


    「まさしく恋の病というやつか……」


    「私の見たところ、真・生徒会長も初恋シンドロームに感染してるわね」


    「お姉様も……？」


    　早さ乙おと女めが続けると、赤ふぐを食べ終えた深山が呟つぶやいた。


    「そういえば、『初恋地獄変』を盗み読んで懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられてたって話だったな。その時に感染したってことか」


    「あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんきわまりない態度はきっと、初恋シンドローム・レベル２で精神退たい行こうを起こしてる状態ね」


    「精神退行……それであんなにワガママいっぱいなわけか」


    「そしてもう一人……〈仮面の者〉がいるわ」


    「この間、赤ふぐかっぱらおうとしたやつか？」


    「顔が白い仮面に覆おおわれ、凶暴化する……レベル３〈仮面の者〉と呼ばれる状態」


    〈仮面の者〉……たしかに、あの女は顔の半分が仮面で覆われていた。おまけに凶暴化してるらしく、懲罰房にいた頃は壁を素す手ででえぐってたんだ。身体能力も強化されてるってことか？


    「なんだか話がややこしくなってきたな」


    「くぜりゅんのためにわかりやすくまとめると、こうよ」


    　早乙女は紙切れに次のように書きつけた。
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    　おれは早さ乙おと女めがまとめたメモを眺めて、


    「なるほど、これならわかりやすいな。でもこの〈絶対令嬢センチメンタル・グラビテイ〉とかってのは何だ？」


    「雰囲気を出すために、それっぽい二つ名をつけてあげたのよ」


    「余計なサービスいらねーから！　てか早乙女、なんでそんなに詳しいんだ？」


    「ちょっとした縁でね」


    　早乙女は一冊の分厚いファイルを取りだすと、バサリと机に置いた。


    「──〈ＢＬＯＯＤブラツド　ＴＹＰＥタイプ：ＢＬＡＣＫブラツク〉？」


    　おれは、表紙に書かれた謎なぞめいた英語を読みあげた。


    「私も一時期、初恋シンドロームについて研究してたことがあるの。その頃のデータをおさめたのがこのファイルってわけ。コードネーム〈ＢＬＯＯＤブラツド　ＴＹＰＥタイプ：ＢＬＡＣＫブラツク〉」


    　なんだか意味深しんな名前だな。そんな研究してたなんて、早乙女、一体何者なんだ……？


    「とにかく、深山をこのまま放っておくとそのうちレベルアップしちゃうってことだろ？　深山にまであの真・生徒会長みたくなられちゃたまらん。その初恋シンドロームを治す方法はないのか？」


    　そう問いかけてから、おれは深山の顔を眺めた。


    　おれにとって、今の深山の状態は嬉うれしくなくもない……というかむしろ最高！　なんだけど、症状が進行したらあの真・生徒会長みたいになっちゃうって話だし、場合によっては生命の危機に晒さらされることまであるそうだ。


    　それに、こうして甘えてくるのも初恋シンドロームの作用なのだと思うと、素直には喜べないものがある。もっと、デスティニーランドでデートした時みたいな心からの笑顔を見たい……そんなふうにも感じた。


    　深山をこのまま放っておくわけにはいかない。何としても元に戻ってもらわなくちゃ。


    　初恋シンドロームという謎なぞの病気についてやけに詳しい早乙女が、唯一の頼みの綱だ。


    「たしかに、いつまでもこんな状態でいられては困るな」


    　蛍ほたる火びは両腕を組んで深山を睨にらみつけ、重々しくあいづちを打った。


    「治す方法……なくもないよ」


    「ほんとか！」


    「研究は途中で中断しちゃって、治療薬は完成まで至ってないんだけどね。でも、条件さえ満たせば作ることは可能だよ」


    「条件って何だ？」


    「治療薬を完成させるには、高レベル感染者の血液に含まれる病原体が必要なの」


    「高レベルの感染者……っていうと、深み山やまの姉さんか？」


    「ううん、レベル２の段階じゃまだ足りない。もっと強力な症状が現れてる人物じゃないと」


    　おれはさっきのメモを指し示して、


    「じゃあ、こっちの懲ちよう罰ばつ房ぼうに囚とらわれてた女は？」


    「そうね、〈仮面の者〉ならきっとＯＫ」


    「よし！　その治療薬が完成すれば深山も治るし、深山の姉さんも正気に戻るってことだな。今のメチャクチャな生徒会の管理体制もあらためられるはず……万事解決ってわけだ！」


    　でもあの仮面の女、今どこにいるんだ？　野生化して食料を略奪してるって話だったけど。


    　とりあえず所属クラスに当たってみたところ、都合の悪いことに双ふたツ見み琴こと音ねは赤ふぐ窃せつ盗とう未遂事件以来、行方をくらましていた。学生寮に戻った形跡はなく、学園の授業もずっと欠席が続いているという。


    「でも、学園内にいるのは間違いないんだろ。手分けしてあの女を捜しだそうぜ」


    　そんなわけで、おれたちは仮面の女・双ツ見琴音を捜すことにした。


    　おれと深山は地下室に戻り、主に蛍ほたる火びと音おと無なし、そして早さ乙おと女めが捜索係。


    　本当ならおれも捜しに出るべきなんだけど、深山が「それなら私をだっこして行くんですの！」なんてダダをこねるもんだから、仕方なく二人で留守番することになった。


    「どうだった？」


    　捜索から戻ってきた蛍火たちに問いかける。


    「ダメだ。どこへ行ったのか消息が途切れて、まったく足取りがつかめない。まるで煙のごとしだ」


    「おなじく、おてあげくん」


    　蛍火が首を振り、音無は両手を上げてみせた。


    「成果ゼロか……」


    　報告を聞いておれはため息をついた。早乙女も困り果てたという顔で、


    「しじまは索さく敵てきスキルがあるから、近くに敵の反応があると感知できるはずなんだけど……それにも引っかからないなんてね」


    「何そのスキル」


    「貼はり紙の方も効果なし」


    　この学園都市はただでさえだだっ広いし、おまけに地下にもいろいろと施設があるそうだ。その敷地をたった三人でくまなく捜索するなんてことは、どだい不可能に近い。


    　そこで音無に仮面の女の似顔絵を描いてもらい、校内に『ＷＡＮＴＥＤウオンテツド！』の貼り紙を出して懸賞金代わりのポイントを賭かけ情報を求めてみもしたのだが、双ふたツ見みを見かけたという生徒はまったく現れない。


    　こうまで完かん璧ぺきに姿を消してるなんて、どういうことだ。


    「それにもうひとつ、悪い知らせがあるぞ」


    　と蛍ほたる火びが報告につけ加えた。


    「深み山やま羽は衣ごろもも、仮面の女を捜しているらしいのだ」


    「真・生徒会長が？」


    「うむ。うちのクラスの深山羽衣ファンクラブ会員たちもそんなことを話していたし、間違いないだろう」


    「でも、なんでまた」


    　すると早さ乙おと女めが説明を引き継いで、


    「これは私の推測だけど、仮面の女の人間離れした力を、生徒会の管理体制に利用しようと考えてるんじゃないかな」


    「何だって！」


    　今の生徒会長一人でさえ厄やつ介かいだっていうのに、仮面の女の力まで加わったりしたら最悪だ。


    「ならなおさら、真・生徒会長より先に仮面の女を見つけなきゃ……。この島から出たってわけじゃないんだろ？」


    「この学園都市唯ゆい一いつの出入り口は、常に監視されてるそうだからね。この島はいわば巨大な密室、何なん人ぴとたりとも気づかれず脱出することは不可能よ」


    　芙ふ蓉よう学園の厳重な警備体制のおかげで、双ツ見がこの島にとどまっていることは確からしい。問題は、学園都市のどこに身をひそめているか。


    「一体どこに隠れてるんだ……？　あの女、仮面なんてつけてるから目立つはずなのに」


    「仮面を外しているかもしれないのではないか？」


    「ううん、それは考えられない」


    　蛍火の指摘を、早乙女が打ち消した。


    「〈仮面の者〉の顔を覆おおう面は、症状が進行するにつれ体内に蓄積されてゆく強大な力を抑えきれなくなった結果、自然に剝はがれ落ちていくもの。自分の力で剝がすことはできないはず」


    「どういう設定なんだよ……」


    「仕方ない、私が新たに開発した装置を披ひ露ろうする時が来たようね」


    　早乙女がもったいぶった口ぶりで言った。


    「なに、いい道具でもあるのか？」


    「もちろんよ」


    「これっぽっちも期待してないけど、一応どんなものか聞いてやるよ」


    　すると早乙女は、二本のＬ字型に曲がった金属棒を取りだした。


    「何の変へん哲てつもなさそうだけど。こんなもので、あの女の居場所がわかるってのか？」


    「使い方は簡単。この二本の棒をそれぞれ両手に持つでしょ。そうして精神を集中させて念じながら歩いていくと、探し物の方向へ導いてくれるワケ！」


    「ダウジングじゃねえか！　非科学的すぎる！」


    「べんとらーべんとらー」


    　音おと無なしが、ダウジング棒を両手に持って余計なセリフをはさんだ。


    「ベントラーだとＵＦＯ呼び寄せちゃうぞ？」


    「それが気に入らないなら、狐こ霊れい交信装置〈こっくりさん〉で……」


    「ただの十円玉だよな！」


    　早さ乙おと女めはホイホイと便利アイテムを取りだすものの、案あんの定じよう、全然役に立ちゃしない。これまで早乙女の発明で役に立ったものって、蛍ほたる火びを懲ちよう罰ばつ房ぼうから救いだす際に使った薬〈ポックリオヤスミール〉くらいじゃないか。


    　あとは超強力スタンガンまがいの安眠マシン〈ごくらくくん〉だの花嫁養成ギブスだの嫁よめ度ど測定機だの、ケッタイな代しろ物ものばかり。しかも〈ごくらくくん〉を改良してさらにパワーアップさせた〈とっても！　ごくらくくん〉なんてものまで作ってたけど、一体何に使う気なんだ。


    　天才には違いないんだろうが、才能が誤った方向にのみ発揮されている女だった。


    　他に良い案も出ず、みな考えこむ。


    　ただ一人、問題となっている当とうの深み山やまだけが、幸せそうな顔で赤ふぐを切りわけて、


    「ほらほらくぜりゅん、食べさせてあげるので、あーんするがいいですの♪」


    　──ダメだこいつ……早くなんとかしないと……。
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    　双ふたツ見みを見つけられないまま、五日が経過した。


    　今日もおれと深山の二人が地下室に残り、蛍火たちは捜索に出かけている。


    　深山は椅い子すに座って、手にした紙切れにジッと見入っていた。何かと思えば、プリクラのシートだ。深山とおれと蛍火が並んで写った写真。その中で、深山は屈くつ託たくなく笑っている。


    「デスティニーランドで撮とったやつか？」


    「ええ。とても楽しかったので、また行きたいですわ♪」


    「そうだな。今回の問題が解決したら、それもいいかもな」


    　仮面の女を見つけだすことさえできれば、深山と羽は衣ごろもの初恋シンドロームを治せるし、そしたらこの学園もマトモな環境になるはずだ。休日に女の子と遊園地に出かけるなんてこともごく普通にできるようになるだろう。


    　ここのところ連日、放課後は深山と一緒に過ごしてるわけだけど、やはり女子と二人きりの空間にはまだ慣れない。隙すきあらば甘えてこようという態度の深み山やまに対して、おれは一方的に緊張しまくってしまう。


    「……とりあえず茶でも飲むか」


    「それなら私が淹いれてさしあげますわ」


    　深山が椅い子すから立ちあがり、紅茶を淹れてくれる。しとやかな物もの腰ごし。初恋シンドロームの作用だとわかってはいるが、ここまで素直な深山はなんだか新鮮だ。


    　淹れたての紅茶と赤ふぐを机に置いて、深山は再びおれの隣に座った。若じやつ干かんこちらにしなだれかかってくるような体勢。おれはますます落ち着かない気分で紅茶を啜すすった。


    「ねえ、くぜりゅん……」


    　おれの肩になかば頭をもたせかけて、深山がこちらを見上げてくる。


    「何だ？」


    「……しませんの？」


    「ごボっ──！」


    　深山の口からささやかれた言葉に、おれは激しく咳せきこんだ。


    「もう……我慢できませんの♥」


    「するって、ななな何ヲダ!?」


    　思わず声が裏返ってしまう。手が激しく震え、カップの縁ふちがガチガチと歯に当たる。


    　我慢できないとか言われたら、おれまで我慢できねーよ！　理性なんて一瞬で吹き飛ぶよ！


    「この間の……ンまい棒ラブとかいうの……」


    「なんだ、ンまい棒ラブか」


    　フハ──っと大きく息を吐く。


    　まぎらわしい言い方するなよ。メチャクチャ焦あせっちゃったじゃないか……。


    「しませんの……？」


    　小首を傾かしげて、重ねて問いかけてくる深山。右手の人差し指をおれの胸に這はわせて、のの字を書くように動かす。せがむようなしぐさ。逃のがれようのない雰囲気だ。


    「ん……、深山がしたいなら、おれはかまわないぞ」


    「嬉うれしいですわ♪　せっかくですから、どちらが勝つかで賭かけをしましょう」


    「何を賭かけるんだ？」


    「私が勝ったら、かねてからの約束通り私の夫になっていただきますの」


    　む、そう来たか。


    「おれが勝ったら？」


    「その時は、私があなたの妻になってあげますの」


    「同じことじゃねえか!!」


    「問もん答どう無む用ようですの♪」


    　無邪気に告げて、深み山やまは有う無むを言わさずゲームを開始してしまう。


    　運命のンまい棒ラブ、スタート──


    　もしゅもしゅ……。


    　深山はゆっくりと、だが着実に食い進め、ンまい棒を挟はさんで向きあった顔がこちらに近づいてくる。


    　今の大胆モード入ってる深山が自分の方から口を離すとは到とう底てい思えない。かといって、おれが口を離してしまうと、こちらの負け……ほんとに夫にさせられてしまうかもしれない。そもそも賭かけの条件そのものがインチキっぽいし。


    　──いっそのこと、このままキスしちゃうか!?


    　いや、早さ乙おと女めの説明によると、キスしたら初恋シンドロームがこちらにも感染しちゃうってことだった。ただでさえ問題が山積みで困ってるっていうのに、おれまでおかしなことになったら余計に話がこじれてしまう。


    　それに……感染云うん々ぬんを抜きにしても、初恋シンドロームの作用でこんな状態になってる深山につけこむなんて最低じゃないか！　かろうじて残された理性がそう告げてくる。


    　どの選択肢を選んでも落とし穴が待ち受けてるな……絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいってやつか。


    「……ん……」


    　もしゅもしゅもしゅ……。


    　おれの迷いなどおかまいなしに、さらに接近してくる深山の唇くちびる。


    　──ええい、ままよ！


    「んぬぅっ……！」


    　ボギッ！


    　おれは思いきり首をねじり、くわえたンまい棒をへし折った。ふぅ、危き機き一いつ髪ぱつだったな……。


    「これで引き分けだ！」


    　キョトンとなった深山に、一方的に宣言する。


    　明らかに反則だけど、これで無理矢理にでも賭は無効ってことで納得してもらうしかない。今の状態で結婚とか言われても困るからな。


    「ずるいですの……」


    　釈然としない態度で、深山はおれの胸元にしがみついてくる。


    「くぜりゅん、はっきりしてほしいですの」


    　幼子のようにダダをこねる。


    　と──


    「ぅ……、くっ……」


    　深山が急に胸を押さえて倒れこんできた。
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    「ぁ……、っ……」


    　おれの胸にもたれかかったまま、深み山やまは顔を歪ゆがめて苦しんでいる。


    「深山？　どうしたんだ？　しっかりしろって、おい」


    　呼びかけても返答はなく、その口からはただ苦く悶もんが洩もれるばかり。おれの声など届いていないかのようだ。寄りかかってきた深山に対し、おれはただオロオロとうろたえることしかできなかった。


    「くそ、こんな時に限って早さ乙おと女めがいないなんて……」


    　これは……ひょっとして早乙女が言ってた、初恋シンドロームの症状が次のレベルへ移行しかけてるってことなのか？　


    　その際の苦痛は並大抵のものではなく、抵抗力の弱い者は命を落としてしまうケースもあるという話だった。だとしたら、このままじゃ深山が危険だ。


    　おれは苦しみつづける深山の顔を見つめた。苦痛によるものか、目の端に薄く涙が滲にじんでいる。


    　出会った時は、憎らしいだけの女だと思っていた。


    　でも今は、どうしてもこいつを助けたいと思ってる。


    　──深山が死んじゃう？


    　こいつはひねくれた性格してるけど、だからって死ぬほど悪いことをしたわけじゃない。デスティニーランドでのデートの時なんて、心から楽しそうな顔をしてたんだ。


    　こんなかわいい子が理り不ふ尽じんな病気で命を落としちゃうなんて、


    　──そんなの……許せるかよ！


    「深山、借りを作るのは嫌いだって言ってたよな。考えてみればおれ、深山にひとつ大きな借りがあった」


    　生徒会長だった深山を辞めさせる際に、おれが仕組んだイベント。


    「だから今──」


    　おれは深山の両肩を摑つかむと、


    「──借りを返すぞ」


    　あの時とはちょうど逆の立場で、唇くちびるにキスしていた。


    　軽く触れあうだけのキス。甘く、温かく、かすかに痺しびれるような感覚。けどおれは、その感触を楽しむ余裕なんてなかった。


    　深山とキスするのは、初めてではない。


    　前回は、懲ちよう罰ばつ房ぼうに囚とらわれた蛍ほたる火びを救いだすため。策を弄ろうして、深山の方からキスするように仕向けた。あの時は、お互いやむをえなかったからで、それ以外の感情はなかった……はずだった。


    　でも今回は違う。苦しむ深み山やまを見捨ててはおけなかったからだ。


    　この気持ちが、たんなる仲間意識なのか、それとも恋愛感情なのか、自分でもわからない。それでもおれにとって深山は、いつの間にか大切な存在になっていた。


    　失いたくないと思った。


    　守りたいと──思った。


    「～～っ……!?」


    　突然の行動に困惑の表情を浮かべる深山。


    　だが抵抗する様子はない。されるがまま、おれの手に身をゆだねている。瞳ひとみから、細く一筋だけ涙が頰ほおをつたい落ちた。


    　キスすると一時的に症状がおさまるって話だったからな。はたして早さ乙おと女めが言っていた通り、深山はさっきまでの苦しみぶりが噓うそのように落ち着いた様子になった。


    「……ん……」


    　正気を取り戻した深山は、ゆっくりと唇くちびるを離した。それから両手で胸を押さえ、


    「こんなことして……あなたまで感染してしまいましてよ！」


    　状況を察したらしく、おれの後あと先さき考えない行動を咎とがめるように強い口調で言い放った。


    　初恋シンドロームはキスによって伝染してしまう病気だという。今の深山との接触で、おれも感染してしまっただろう。個体差があるという話で、今はまだ目立った変化はないけれど、いずれ症状が出てくるはずだ。おれの場合、『初恋地獄変』を直接読んだわけではなく深山からの二次感染なので、発症まで少し時間がかかるのかもしれない。


    　キスひとつするのも命がけってわけだ。


    　でも。


    「おまえが苦しんでるの見たら、後のことなんて考えてられなかったんだよ！」


    　おれは思わずそう叫んでいた。


    「今だって、後悔なんてしてない。絶対におまえを助ける！　早乙女に治療薬作ってもらってな。そうすれば、おれもおまえも治る。だから何も問題ない！」


    「いくら早乙女さんが天才だといっても、絶対成功するという保証はありませんわ。もし薬を作るのが無理だったら、最悪の場合、私もあなたも命を落とすことになってしまいますのよ」


    「もし早乙女が失敗したら、他の方法を見つける。必ず助けてやるからな。だから心配しなくていい！　そのプリクラの写真みたく、笑顔でいればいいんだよ！」


    　深山はビクリと肩を震わせた。


    「どうしてそこまで……するんですの……？」


    「どうでもいいやつが死んでもどうでもいい！　けど、おれにとっておまえは、どうでもいいやつじゃないからな。おれは、かわいい女の子がピンチに陥おちいってるのに黙って見てるなんてマネはできないんだよ！」


    「……っ！」


    「それに、深み山やまの姉さんが懲ちよう罰ばつ房ぼうから出ることになったのは、おれのせいだしな。おまえにも、無理矢理キスさせちゃったし。キスした相手が許いい嫁なずけになるなんて話知らなかったから……変なことに巻きこんでイヤな思いさせちまったことに、これでも責任感じてるんだよ」


    「……イヤと言った覚えはありません」


    「えっ？」


    　おれが戸と惑まどっていると、深山は顔を上げた。潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見上げてくる。


    「あなたを許嫁にするのがイヤだと言った覚えはありませんの！」


    「な──」


    　イヤじゃないって、


    　それってつまり……、


    　本気で──？


    「くぜりゅんの方はどうですの？　私が相手では……」


    　身動きできずにいるおれに、深山が顔を寄せてくる。あと少しで触れてしまいそうな距離。


    「いや待て深山、やっぱりおまえまだ症状が……」


    「……初恋シンドロームのせいだと思いますの？」


    　深山の勢いは止まらない。


    　このままだと、もう一度──


    



    「仮面の女の居場所がわかったわ！」


    　回避不能かと思われた展開を、早さ乙おと女めの声がぶち壊しにした。


    



    　　　§


    



    「見つかったのか？」


    　おれたちは早乙女の後について地下室を出た。正気を取り戻した深山もついてきている。足早に進んでいく早乙女の背中に問いかけると、


    「ええ、しじまのダウジングに反応があったの」


    「本当にそんなもんで捜してたのか!?」


    「ぴーす」


    　音おと無なしは誇らしげに、ダウジングのＬ字棒を持った両手を少し上げてみせた。


    　あまりに正体不明な音無だけど、いざという時、頼りになるやつだ。どんな方法であれ、仮面の女が見つかったのなら万ばん々ばん歳ざい。


    　そうして音おと無なしに導かれて辿たどりついた先は──食堂の食材を保管している冷凍室だった。


    「ここがあの女のハウスね！」


    「この中にいるのか？　でも鍵かぎかかってるだろ？」


    「かぎのことなら、しじまにおまかせ」


    　音無がかがみこみ、頑丈そうな扉の錠じようをいじり始める。


    「かちゃかちゃかちゃ……」


    「音無、索さく敵てきだけじゃなくて解錠スキルまであるのか？」


    　特殊技能身につけすぎだろ。


    「──おっと、いしつぶて」


    　ボコボコボコッ！


    　どこからともなく飛んできた石の群れが、おれの頭に直撃した。


    「痛いてぇっ！」


    「かいじょーしっぱい」


    「なんで冷凍室の扉にまでトラップが仕掛けられてるんだ？」


    「しじまに開けられないとなると、私の出番ね！」


    　解錠に失敗した音無に代わって、早さ乙おと女めが意気ごんで扉に向かった。手のひらサイズの円盤を取りつけてから、急いでドアから離れる。


    　チッ、チッ、チッ……。


    　ボン！


    　派手な爆発音とともに、扉に大きな穴が開いていた。


    「テロルチョコ爆弾よ！　今回は威力控えめのやつにしておいたわ」


    「最初からそれ使ってくれれば石つぶてくらわずに済んだんだが？」


    　扉を開けると、冷たい空気が勢いよく流れだしてくる。


    「寒いいいぃッ！」


    「心しん頭とう滅めつ却きやくすればと言うが……、さすがにこれは厳しいな」


    　蛍ほたる火びも身を震わせている。厳しい冷気に耐えながら冷凍室の中に入った。


    　マイナス五十度はあろうかという超低温の世界に、巨大な冷凍マグロが何十尾となく並んでいる。マグロフェア用に大量に仕入れたものだろう。壮観というよりは不気味さを感じさせる光景だった。


    「本当にこんな所に仮面の女がいるのか？」


    　寒すぎて、とても長時間隠れていられる場所とは思えない。なのに、音無の手にしたダウジング棒は激しい反応を示していた。


    「間違いないわ。桐きり香か、よろしく」


    「うむ、ここは私の役目だな」


    　料理対決の時に使った包丁を手に、蛍ほたる火びが前へ進みでた。冷凍マグロの前に立つと包丁を構え、ためらうことなく鋭い刃を走らせる。


    　シュン──！


    　一刀のもとにマグロの体が両断され……中から氷漬づけになった人間が出てきた！


    「何だとおォ──ッ!!」


    「姿を消してた双ふたツ見み琴こと音ねは、冷凍マグロの体内に隠れてたのよ！　道理で、いくら捜しても見つからないはずだわ」


    「バカな！　生きてられないだろ？」


    　意外な隠れ場所もいいところだ。体長三メートルを超える巨大なマグロ。中に人が身をひそめることも不可能ではないかもしれないが、氷漬けにされて生き延びられるわけがない。


    「〈仮面の者〉の生命力を見くびっちゃいけないわ！」


    　早さ乙おと女めが言うと同時に、おれたちの視線の先で、凍っていた女の表面にヒビが入り……氷が剝はがれて生なま身みの少女が現れた。


    「ふしゅルルル～……」


    　呼吸のたびに不気味な音が立つ。初恋シンドロームの症状によるものだろう、双ツ見琴音の目には異様な光が宿り、全身から邪悪なオーラを発している。


    「何者なんだこいつは！　反則すぎるだろ！」


    「ものすごい闘気だ……」


    「れあもんすたーあらわる」


    　冷凍マグロの体内から現れた仮面の女を前に、立ち尽くすおれたち。その時、背後から低く押し殺した笑い声が聞こえた。


    「くくく　ごくろうさま」


    　とっさに振り返ると、入り口の所に小さな人影が見えた。──深み山やま羽は衣ごろもだ。その顔には、してやったりというふうな笑みが浮かんでいる。


    「お姉様！」


    「真・生徒会長と　お呼びなさい！」


    　ヒュンッ──！


    　羽衣は、手にした鞭むちをしならせて仮面の女の体に巻きつけた。そこから手首を返し、双ツ見を自分の方へと引き寄せる。鞭そのものが意志を持っているかのごとき、精妙な動きだった。


    「あッ！　鞭であんなマネを!?」


    「くくく　〈仮面の者〉は　いただきました」


    　羽衣は実に気にさわる笑い方をする。


    「〈うぉんてっど〉のはりがみを見て　あなたたちが　〈仮面の者〉をさがしていることは　わかっていました。だから　それを利用させてもらうことに　したのです。黒服に命じて　あなたたちの行動を　ちくいち　報告させていたというわけです」


    「何だと……」


    　双ふたツ見みを捜していたこちら側の動きは、こいつに筒つつ抜ぬけだったってわけか。


    「わたくしのために　はたらいてくれて　ごくろうでした」


    「ふざけるな！　おまえの思い通りにいかせるもんか！」


    「おろかものめ！　思い知るがよいでちゅの！」


    　羽は衣ごろもは、双ツ見の体に巻きつけていた鞭むちを解き、おれたちの方を指し示した。


    「てはじめに　あの者たちを　やっておしまいなさい！」


    　羽衣が鞭を振りつつ命令を下すと、その言葉に従って、双ツ見が敵意もあらわにこちらへ向かってくる。


    「あの女、なんで羽衣の命令に従ってるんだ？」


    「深み山やま羽衣のことを自分の主人とでも思いこんでるのかもしれないわね。孵ふ化かしたばかりのヒナが、最初に目にしたものを親と覚えこんじゃうみたいに……」


    　早さ乙おと女めが冷静に説明を加えた。


    「じゃあ羽衣の言いなりってわけか？」


    　なんてこった。仮面の女の力が真・生徒会長の手に渡ってしまうなんて、最悪の展開じゃないか。


    　音おと無なしが静かに前へ進みでて、こちらに向かってくる双ツ見と対たい峙じする。


    「……ころす？」


    「〈仮面の者〉相手に遠慮は無用よ！」


    「がってんしょーちのすけ」


    　音無も手加減する気はないらしい。胸の前で両手を交差させて身構える。双ツ見がいくら凶暴化しているといっても、音無の忍者顔負けの攻撃には耐えられないだろう。


    「ぺんさきみだれうち！」


    　必殺技名とともに音無の指先から放たれる、無数のペン先！　なんだかバトル漫画みたいな展開だ！


    　四方八方から襲いかかるペン先を、双ツ見も避けきれない。


    　キン、キン、キンッ！


    　ところが高速のペン先は皮ひ膚ふに突き刺さることなく、体表で弾はじき返されてしまった。


    「何ぃっ？　弾かれたぞ!?」


    「初恋シンドロームの作用で、皮膚が硬質化してるのね。並大抵の攻撃じゃ効かないわ」


    「ソレもう人類とは別の生物なんじゃないのか？」


    「そう、ある意味で〈仮面の者〉は人間以上の存在と言っていいのかもしれないわね」


    　恐ろしいことをサラリと言ってのける早乙女。


    「まずいぞ、音おと無なしが……」


    「ふしゅルオオオォッ!!」


    　咆ほう吼こうとともに跳躍して距離を縮め、双ふたツ見みは音無めがけて拳こぶしを振り下ろす。


    　繰りだされたパンチを、音無はすばやく回避した。空くうを切った双ツ見の拳はそのまま床に当たり──コンクリートの床にヒビが入った！


    「なんて怪力だ！　ほんとに人間離れしてるぞ！」


    　双ツ見を中心として放射状に広がった亀き裂れつに、音無が足をとられる。そこへ、さらに怒ど気きを激しくした双ツ見が躍おどりかかった。


    　双ツ見の攻撃を今度はかわしきれず、音無は勢いよく吹き飛ばされた。壁に直撃し、小さな体が地面に転がる。


    「音無っ!!」


    「……しんぱいむよー」


    「えっ？」


    　おれの横から声がして、振り向くとすぐそばに音無が立っていた。


    「音無!?　じゃあさっきやられたのは……」


    　音無が倒れているはずの場所に視線を戻す。


    　そこに転がっているのは、人の背せ丈たけほどもあるクッション状の物体だった。表面を覆おおうカバーには、深み山やま羽は衣ごろものちょっぴりきわどい姿がプリントされている。


    「あれは……抱き枕まくらっ!?」


    「かわりみのじゅつ」


    「攻撃を受ける寸前に抱き枕と入れ替わって、回避したってわけか」


    　昔の忍者なら丸太とかを使うところ、抱き枕を用いたのが現代的だな。


    「てか、音無も羽衣様ファンクラブ入ってたのかよ……」


    「げんてーぐっずは、おさえておくしゅぎ」


    「とにかく無事で良かった」


    「……でも、ふかく」


    　音無が悔しそうに呟つぶやいた。直撃は避けたものの完全にはかわしきれなかったらしく、左腕を負傷していた。


    　むしろ、それくらいのケガで済んだのを喜ぶべきだろう。まともにくらってたら即死しかねない勢いだった。とにかく、傷を負った音無をこれ以上戦わせるわけにもいかない。


    　いてもたってもいられなくなったおれは、


    「おれが行く！　あんな女のさばらせておくわけにいかねー！　元はといえば、おれが引き起こしたことだしな。それに……」


    　後ろに立つ深山に顔を向ける。


    「深み山やまを助けるって約束したもんな！」


    「……っ、くぜりゅん……」


    　深山が小さくおれの名を呼んだ。


    「やってやるぜ！　あんな女、運動不足のナマケモノみたいにおとなしくさせてやる！」


    　ためらうことなく、おれは双ふたツ見みに向かって駆けだした。


    「やめろ！　久く瀬ぜのかなう相手ではない！」


    　蛍ほたる火びがそう叫んだけど、おれは止まらない。


    　止まるわけない。


    　ただ仮面の女めがけて突き進むのみ。


    　双ツ見はおれの方へ向き直った。構えた拳こぶしを、おれの腹部めがけて放つ。


    　その一撃を、おれは回避──せず、あえて受けた。


    「ぐお……！」


    　硬質の拳が腹にめりこむ。ハンマーを打ちつけられたみたいな衝撃に耐え、双ツ見の右腕を両手で摑つかんで封じる。


    　双ツ見は、残った左手でおれの首を摑んだ。そのまま押し倒され、おれの体の上に双ツ見が馬乗りになる。鋼はがねみたいに固い指が首を絞しめつけてくる。窒ちつ息そくよりも先に首をへし折られてしまいそうだ。


    　おれは、絞めつけられたのどの奥から声を絞しぼりだした。


    「……わかってたさ。おれなんかがおまえにかなうわけないって。おれには蛍火みたいな腕力はない。音おと無なしみたいに武器が扱えるわけでもない。バトル漫画の主役になれない。最初から、おまえとまともに戦えるなんて思っちゃいないよ。……でもな、深山を助けるって約束したんだ。約束した以上、何があってもやりとげてやる！」


    　苦痛で引きつる口元に、無理矢理笑みを浮かべる。


    「おまえを倒すことはできないけど、おとなしくさせることはできる。おれは、こうしておまえに近づくことさえできれば良かったんだ」


    　おれはポケットから超強力安眠マシン〈とっても！　ごくらくくん〉を取りだした。こんなこともあろうかと、地下室を出る前に早さ乙おと女めから受けとっておいたものだ。双ツ見に気け取どられないよう注意しつつ、相手の背中に腕をまわす。


    　──早乙女の発明……今日だけは感謝してやるよ。


    　スタンガンまがいの電撃を発生させる装置を、双ツ見の首すじに当てる。


    「二九八万ボルトの電撃、くらってみやがれ！」


    　迷わず〈とっても！　ごくらくくん〉のスイッチを押した。


    　バヂバヂバヂッ……！


    　さしもの双ツ見も、高圧電流を受けて無事ではいられない。ショックで、おれの首にかけられていた手の力がゆるんだ。


    　でも、電撃だけでこの化け物じみた女を倒せるとは思っちゃいない。


    　双ふたツ見みに生じた一瞬の隙すき。


    　その隙を逃のがさず、おれは双ツ見の手を振りほどくと──


    



    　双ツ見の口に、唇を押しつけた。


    



    「初恋シンドローム……キスすると一時的に症状が沈ちん静せい化する、だったよな」


    　まるで生せい気きが通っていないかのような、冷たい唇くちびるだった。


    「ふしゅルゥ……」


    　双ツ見の瞳ひとみに宿っていた敵意の色が薄まっていく。ようやくおとなしくなって、双ツ見の体はゆっくりと倒れた。上体を起こしていたおれも再び倒れこむ。


    「ふぅ……」


    　すぐには起きあがれず、おれは横たわったまま大きく呼吸した。そこへ蛍ほたる火びたちが駆け寄ってくる。


    「久く瀬ぜ、見事だったぞ。これほどの相手を倒してしまうとは」


    「はは、どうにかな……」


    「しかし、よくそんなものを持ちあわせていたな」


    　蛍火は、おれの左手に握られた装置に視線を落とした。


    「ああ。早さ乙おと女めって肝心な時に必要なもの用意してなかったりすることが多いからな。用心のために、地下室を出る直前に早乙女から借りて持ってきたんだ」


    「備えあれば憂うれいなしというやつだな。それにしても……」


    　それから蛍火は急に不機嫌そうな目つきになって、おれを見つめてきた。倒れた双ツ見にゆっくり視線を移して、


    「……久瀬は、か、軽々しくキスしすぎなのではないか？」


    　げっ、そんなところを責められるなんて。


    「こうする以外に、こいつをおとなしくさせる方法がなかったんだよ……！」


    「やむをえなかったとわかってはいるが、しかし……」


    　なおも納得できないといった様子でぶつぶつ呟つぶやいている。


    「まったく、許いい嫁なずけの目の前で他の女にキスするなんて、破は廉れん恥ちの極みですわ！」


    　深み山やまもいつもみたいに立腹顔で悪あく態たいをついてから、こちらにしゃがみこんだ。そして、ふいと顔をそむけつつ手を差しのべてくる。


    「でも……今回だけは許してあげますの……」


    「ん……」


    　おれは深み山やまの小さな手を握るとゆっくりと立ちあがり、羽は衣ごろもに顔を向けた。


    「さて……残るは真・生徒会長だな」


    「ひッ！」


    　仮面の女という強力な配下を無力化された羽衣は、怯おびえてビクリと後ずさりした。


    「かとうな豚のぶんざいで　このわたくしに　ふれるつもりですか！」


    　この期ごに及んでも往おう生じよう際ぎわ悪く、ヒュンヒュンと鞭むちを振りまわし、おれたちを近づけまいとする。


    「あの鞭をどうにかしないと近寄れないぞ」


    「しじまにおまかせ」


    　音おと無なしが、懐かい中ちゆうから筒つつを取りだした。サバゲー部の女を眠らせるのに使った吹き矢か。


    「ふッ────」


    　吹き矢を羽衣に向けて構え、吹きつける。筒から放たれた針は、見事に真・生徒会長の首すじに突き刺さった。


    「……きゅう」


    　針の先に眠り薬が仕込んであるらしく、一瞬にして羽衣はパタリと倒れた。


    　どうにか捕ほ獲かく成功。動かなくなった双ふたツ見みを蛍ほたる火びが背負い、羽衣を深山が背負って、おれたちは地下室に戻った。


    



    　　　§


    



    「早さ乙おと女め、薬の方はどうだ？　うまくいきそうか？」


    　地下室に落ち着いて、おれたちは早乙女が治療薬を完成させるのを待っていた。


    　双ツ見は今のところ気を失っているものの、念のため拘束椅い子すに縛しばりつけてある。羽衣の方は、鞭を取りあげた上でそのまま寝かせておいた。


    　おれが問いかけると、フラスコを手にした早乙女は、


    「順調順調。ここで悪魔式ドロップスを加えて、と……」


    「駄菓子混ぜるのやめてくれよ！」


    　怪しげなものばかり混ぜあわせている。そばで見ていると、目についたものを適当に放りこんでいるようにしか思えないんだが……。


    　やがて早乙女はフラスコを高々と掲げて叫んだ。


    「よっし、できあがり！」


    　紆う余よ曲きよく折せつを経へて完成した、初恋シンドロームの治療薬。注射器に移されたコールタールみたいに真っ黒な液体を前にして、おれは不安を拭ぬぐいきれない。


    「まずはミャンマーからね。私の〈初恋キラー〉の威力を思い知ってよ」


    「おまえは発明品にいちいち妙な名前をつけないと気がすまないのか？」


    　注射器を手にした早さ乙おと女めが顔を向けると、深み山やまは全身を揺すって逃のがれようとする。


    「注射は嫌いですの！」


    「くぜりゅん、押さえてて」


    「よしきた」


    「乱暴ですわ！　暴行ですわ！　狼ろう藉ぜきですわ！」


    　抵抗する深山の腕を押さえつけ、注射針を刺す。


    　チュ────……。


    「どうだ？　深山」


    「……少しだけ気分が良くなった気がしますの」


    「なんだか頼りない感想だな」


    　けど、顔色はさっきまでより良くなっているみたいだ。


    　続いておれにも注射。


    　チュ────……。


    「一応、双ふたツ見みも治しておくか？」


    　おれは拘束椅い子すに縛しばりつけられた双ツ見に顔を向けた。


    「この女は実験体としてこのまま放っておきたいわね。今後の病状の経過を確認してデータをとるためにも」


    「いや元は普通の人間なんだろ？　治せるのに放置ってのはどうなんだ」


    「私も久く瀬ぜに賛成だ。そんな人体実験のようなマネは残ざん酷こくというものだろう」


    　蛍ほたる火びもあいづちを打つ。


    　その時、椅子に縛りつけられていた双ツ見が意識を取り戻して暴れはじめた。拘束具で手足を固定された状態で、激しく身を揺する。


    「ギチギチギヂギヂッ……！」


    　ピキピキピキィッ！


    　顔半分を覆おおっていた仮面に、こまかな亀き裂れつが走った。


    「まずい、覚かく醒せいしかけてるわ！」


    「どういうことだよ!?」


    「〈仮面の者〉から初恋シンドローム・レベル４〈虚ろなるものホロワー〉へと変化しつつあるのよ！」


    「何だってッ！　早く注射を！」


    　パキィ──ッ！


    　双ツ見の顔から仮面のカケラが剝はがれ落ち、その奥からまばゆい閃せん光こうが放たれる。


    「ギルルルルルル──────ッ!!」


    　ブヂィッ！


    　双ふたツ見みの体を縛しばっていた拘束具が、いともあっけなく引きちぎられた。


    　仮面の下から現れた素顔は、今の状況も忘れて思わず見とれてしまうほどの美び貌ぼう。古典的少女漫画でメガネを外したら美少女とか、あんな感じだ。スッと通った鼻筋、形の良い唇くちびる、ややとがり気味のあご。シャープな印象の美女だった。


    　しかしその双そう眸ぼうだけは、邪悪そのものといった雰囲気を帯びている。敵意に燃える瞳ひとみがおれを捉とらえた。〈虚ろなるものホロワー〉化した双ツ見は、とがった爪つめをおれに突きつけて、


    「キット──必ズ──必然的ニ──オマエヲ殺ス」


    「なぁッ!?」


    　悪意の塊かたまりのような声こわ色いろでひと言そう告げると、大きく跳躍した。


    　三角飛びみたいに壁を飛び跳はね反射し、おれたちが反応すらできないうちに、入り口の向こうへと姿を消した。狒ひ々ひのごときその動きは、〈仮面の者〉であった頃と比べてもケタ違いに俊敏だった。


    「逃げられてしまったな……」


    　蛍ほたる火びが茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    「困ったことになったわね。〈虚ろなるものホロワー〉の力に目覚めてしまった今……もはや人間の手に負える相手じゃない」


    　そう言いながらも、早さ乙おと女めの口ぶりは、むしろ新たに生じたこの事態を面白がっているかのようだった。


    「てか、おれを殺すとか言ってたんだけど……」


    「あんな女にまで好かれるなんて、さすがラブコメ体質のくぜりゅん！」


    「明らかに好意じゃなくて殺意を抱いだかれてるんだが？」


    「くぜりゅんの活躍で捕ほ獲かくされちゃったわけだしね。天敵とでも思いこんだのかも」


    「勘弁してくれよ……」


    　あんな化け物に命狙ねらわれて、生き延びられそうな気がしないんだが。


    「心配するな、久く瀬ぜは私が守るぞ。それより、逃げてしまった双ツ見は後まわしにして、今は真・生徒会長を治すのが先決ではないか？」


    　予想外の事態に混乱しているなか、蛍火が冷静に提案した。


    「それもそうね」


    　眠ったままの羽は衣ごろもに早乙女が注射すると、パチリと目を開けた。


    「あららん？　わたくし……、こんな所で……？」


    　上体を起こし、不思議そうにあたりを見まわす。


    「羽は織おり？　それに皆さんは……」


    　まだ状況が呑のみこめていない様子だが、以前の傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりとは打って変わって落ち着いた喋しやべり方になってた。てか、体型は初恋シンドロームのせいじゃなくて元からこの小ささなのか……。


    「お姉様、元に戻ったのですわね！」


    　喜びのあまり、深み山やまが羽は衣ごろもの首すじにしがみついた。突然抱きつかれて、羽衣は目を丸くしている。


    　二人が落ち着いてから、全員で生徒会室に移動し、おれがこれまでの経緯を説明した。


    「そんなことが……まったく、お恥ずかしい限りです」


    　羽衣は素直に自分の非を認めて、うやうやしいしぐさで頭を下げた。かつての暴君ぶりが噓うそみたいに礼儀正しい態度だ。


    　うんうん、生徒会長たる者、かくあるべしだよな。この調子なら、ちゃんとした生徒会にしてくれそうだ。


    　それからおれは、マグロ漁船送りになった唐から津つ田だの件を思い出して、


    「視線を合わせてたっていうだけの罪で、唐津田はマグロ漁船送りになっちゃったんです。帳消しとまでいかなくても、罰を軽減してもらえませんか？」


    「お姉様、私からもお願いしますの」


    　深山も加勢してくれた。おれたちの嘆たん願がんを聞いて、羽衣は机の上で両手を組み、


    「なるほど……たしかに、マグロ漁船は少々不適切だったかもしれませんね。向こうに連絡をとることにしましょう」
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    　にっこりとほほえむ羽は衣ごろもは、天使のごとき愛らしさ。


    「できるだけ早くお願いします。でないと、唐から津つ田だのヤツがマグロの呪のろいで魚ぎよ人じんになりかねないんで」


    　羽衣が黒服に命じると、黒服は「ただちに」と頷うなずいて部屋を出ていった。


    　──これで一件落着だな。


    　思わず安あん堵どの息が洩もれる。逃がしてしまった双ふたツ見みの件は残ってるけど、他の問題は無事解決できた。とりあえずこれでラブコメ禁止なんて制度は廃止されて、普通の学園生活を送れるようになるはず……。


    　と思いかけていると、先ほどの黒服が血けつ相そうを変えて戻ってきた。


    「一体どうしたというのです」


    　ただならぬ様子に羽衣が問うと、黒服は羽衣の耳に口を寄せて何かを耳打ちした。報告を聞いた羽衣は痛ましげにため息をつき、おれたちに向き直る。


    「……残念なお知らせです」


    「えっ、まさか唐津田の身に何か？」


    「そのまさかです」


    「ついに魚人の仲間入りしてしまったか……」


    　縁起でもないことをボソリと呟つぶやく蛍ほたる火び。


    「いいえ。今〈えすぽわーる〉に連絡をとったのですが……その直前に、唐津田という生徒は脱走をはかり、船上から海中に飛びこんでしまったのだそうです」


    「脱走おおぉッ!?」


    「ちょうど海流の激しい場所で、どちらへ流されたのか行方ゆくえがわからないのだと……」


    「唐津田のやつ、余計なことしやがって……。おとなしくしてれば助かったのに！」


    　送られてきた手紙の文面もおかしかったし、あの時点ですでに、精神的にかなり追いつめられてたんだろう。しかしまさか海に飛びこむなんて……。


    「まったく、救いようがないほど愚おろかしい生徒ですね」


    　え。なんかこの人、喋しやべり方は丁てい寧ねいになったけど毒舌な部分が残ってるんだが。


    「わたくしとしては、豚同然のあさはかな生徒が一人サメのエサになろうがまったくかまわないのですが、これでは〈マグロ漁船耐久ギャンブル〉に賭かけていた生徒たちが納得しないでしょうね。逃げだしてしまったなどという結末では、あまりに興ざめというもの」


    　性格直ってねーし！　


    　というか元々こんな性格なのかこの人？


    「いやギャンブルはどうでもいいですから！　唐津田の生命を心配してくださいよ！」


    「そうですね、このまま死なれでもしたら学園の信用問題に関わるので、一応、捜索隊を派は遣けんすることにしましょう」


    「一応とか言わないで全力で捜してください！　絶対見つけてくれないと困ります！」


    　これで行方不明になりでもしようものなら、本気で学園の責任だぞ。


    「それはさておき──」


    　羽は衣ごろもはいともたやすく話題を変えようとする。


    「『初恋地獄変』の威力は恐ろしいものですね」


    「え？　ええ、たしかにそうですね」


    　おれは戸と惑まどいつつ頷うなずいた。


    　結局、『初恋地獄変』を読む夢は叶かなわなかったけど……今になって思えば、読まずに済んで良かったのかもしれない。


    　もちろん、ずっと憧あこがれていた本だ。諦あきらめきれないものもある。でも──人間をあの仮面の女みたいな化け物に変えてしまう存在。得え体たいの知れない力を秘めたものだということは、今回の一件で痛感できた。軽々しく手を出していい代しろ物ものではないだろう。


    　羽衣は言葉を続ける。


    「ラブコメは病気……ならばその要因となるものは根こそぎ排除しなければなりませんね」


    「えっ？」


    「今までのやり方ではあまりに甘すぎたようです。また新たな犠牲者が出る前に対処しなければ……」


    「いや何を言ってるのか全然わかりませんが？」


    「どういうことですの、お姉様？」


    　と、深み山やまも身を乗りだして問いかける。


    「つまり──」


    　真・生徒会長深山羽衣は、重々しい口調でこう宣言した。


    



    「──ラブコメ禁止体制をさらに強化いたします」
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    「かんぱーいっ！」


    　生徒会室を辞して地下室に戻ってから──


    　深み山やまが正式に恋愛実験に参加すると言いだし、それを祝ってささやかな歓迎会が開かれることになった。とりあえず日記ニツキ水で乾杯し、めいめいのグラスがカチリと打ち当てられた。


    「いやー、まさかくぜりゅんがあんな活躍を見せるとはね！」


    「えむぶいぴー？」


    　早さ乙おと女めと音おと無なしがおれの行動を褒ほめ称たたえる。


    「少しだけ……感謝してあげなくもないですわ」


    　深山が顔を逸そらしつつ言った。


    「しかし……き……、す……」


    　蛍ほたる火びはまだ、おれが双ふたツ見みにキスしたことを引きずっているみたいだ。


    「ミャンマーが恋愛実験に参加してくれるってことで、実験台も増えてホクホクだわ！」


    　早乙女はずいぶんごきげんだ。秘蔵の駄菓子がふるまわれ、しばし、なごやかな時間が流れる。


    　とはいえ、浮かれてばかりもいられない。


    　深山と羽は衣ごろもは正気を取り戻したものの、結果として羽衣はラブコメ禁止体制をいっそう強化するなんて言いだし、さらなる強敵として立ちはだかる。しかも、双ツ見琴こと音ねの方も〈虚ろなるものホロワー〉となってよりパワーアップして解き放たれたし。『オマエヲ殺ス』なんて死の宣告を受けちゃったし。


    「考えてみると、解決したことよりも新たに発生した問題の方が多いぞ……！」


    「ま、死人が出なかっただけでも良かったじゃん」


    　早乙女はいつもながら楽観的だ。


    「……そうだな」


    　たしかに、初恋シンドロームを放っておくと深山が命を落とす危険だってあったんだから、こうする以外なかったんだ。少なくとも、無事に深山を助けられたことを喜ばなきゃ。


    　命の危険といえば、唐から津つ田だは海中に飛びこんだまま行方がわからないらしい。深山財ざい閥ばつの力で付近の海上を捜索しているが、どちらに流されたのかまったく見当たらないのだという。


    「唐津田の件については、あいつの生命力を信じるしかないか」


    　どうにかして生き延びてくれてればいいが。


    「あの男は無人島にでも流された方が幸せに暮らせるのではないか？」


    　蛍火は、よほど唐津田が戻ってこないことを願っているらしい。


    「いや一応クラスメイトだから。まあ唐津田なら無人島でも一人でラップ歌ってそうだけどな。殺しても死にそうにないヤツっつーか。とにかく、ドッと疲れた……」


    　おれは大きく椅い子すにもたれこんだ。そこへ深み山やまが話しかけてくる。


    「なに暗い顔してますの？」


    「これからのことを考えると頭が痛いっつーか……」


    「私たちの今後についてですの？」


    「そっちじゃなくて……いや、それもあるか」


    「男らしく覚悟を決めるがよろしいですわ」


    　初恋シンドロームが治って、深山は高たか飛び車しやモードに逆戻り。


    　ただ、以前よりほんの少しだけ態度がやわらかくなった気がする。これは喜ぶべき兆候と言っていいだろう。


    「紅茶でも飲むがいいですの」


    　と、おれの前に紅茶と赤ふぐを差しだしてくる。


    「……なあ。深山の姉さんって、あれが素すの性格なのか？」


    「ええ。お姉様はすこぶる品ひん行こう方ほう正せいな方で、そのため他人のふるまいに対しても人一倍厳格ですの」


    「厳格すぎるよ……」


    　これからの学園生活がメチャクチャ不安だ。


    「それと深山、あの時言ってたことだけど……」


    「あの時？」


    　何のことかわからないふうで、深山は首を傾かしげた。


    「おれを許いい嫁なずけにするのが……イヤじゃないとか……。あれって、初恋シンドロームの症状が残っててあんなことを言ったのか？　それとも……」


    　それとも……本気なのか？


    　──どっちなんだよ！


    　と訊ききたかったんだけど、緊張で続きを口にできない。思い出すだけで恥ずかしくなってきたぞ。


    　口ごもるおれを見て、深山は小さく笑ってから、


    



    　ちゅっ……。


    



    　ほっぺたにキスしてきやがった！


    　頰ほおに軽く押し当てられた、やわらかい唇くちびるの感触。


    　以前のキスよりも、少しだけ──ほんの少しだけ、時間的に長く触れていた気がする。


    「～～～～っ!?」


    　深み山やまの唇くちびるが離れてから、おれはまだ感触が残る頰ほおを手のひらで押さえた。そのまま驚きのあまり硬直していると、


    「ほんのお返しですの」


    　耳元で優しくささやいてから、深山はスッとおれのそばから離れ音おと無なしの方へ歩いていった。


    　深山のほんとの気持ちがどうなのかはわからない。


    　それでも嫁よめ度ど対決から今回の騒動を経へるうちに、おれの中で深山の存在は確実に大きくなっていた。以前はまるきり現実感の涌わかなかった『許いい嫁なずけ』という単語を、意識せざるをえない。教会でのウェディングドレス姿が鮮明に思い浮かぶ。


    　──でもおれは蛍ほたる火びのことが好きで……。


    　……けど深山のことも嫌いじゃなくて……。


    　何だこのむず痒がゆいような気持ちは！


    　茫ぼう然ぜんと眺めていた蛍火がやっと言葉を取り戻した様子で、


    「久く瀬ぜ……右の頰にキスされたら左の頰も差しだせと……」


    「だから聖書は関係ないんだよ！」


    　またしても蛍火の視線が痛い！　


    　おれの胸に鋭く突き刺さってくる！


    　最悪と言えるほど不機嫌になった蛍火を、おれはどうにかなだめすかした。

  


  [image: ]


  
    「ふふ……面白くなってきたわね」


    　ひと息ついたところに、背後から低い呟つぶやきが聞こえた。そちらに視線をやると、両腕を組んだ早さ乙おと女めが満足げな笑みを浮かべている。


    「また覗のぞいてやがったのかよ！　抜け目ない派は遣けん家政婦かおまえは」


    　土曜ワイド劇場でドアの陰から家庭の暗部を目撃して「おやおや……」とほくそ笑んでる女みたいなヤツだな。


    「これでまた一歩、私の野望に近づいたわ！」


    「何だよ早乙女の野望って。おれの野望はかなり遠ざかっちまったんだが……」


    　無意味にテンションを上げまくっている早乙女に、


    「とにかく、これ以上面倒事が増えるのだけは避けたいもんだ」


    「いいえ、そうはいかないわ。これからくぜりゅんには──私たちには、さらに過酷な運命が待ってるのよ。なぜなら……」


    　早乙女は胸の前でぐッと拳こぶしを握りしめると、


    



    「──私たちの戦いはまだ始まったばかりなんだから!!」


    「それは打ち切り漫画の最終回だよ!!　縁起でもねぇな！」


    



    　おれのラブコメ的日常は、もっともっと過酷なことになりそうだ……。

  


  
    あとがき


    



    



    　第二・第四水曜日だけ妙にテンションが高い一いち柳やなぎ凪なぎです。


    　本来ならこのあとがき枠では『唐から津つ田だＱきゆー太た郎ろうの冒ぼう険けん』第二話を書く予定だったのですが、ページ数の都合上、普通のあとがきっぽくしてみます。


    



    　先日、とある知人から、


    「君には少年の心が欠けている！」


    　と言われました。


    　よくよく考えてみるとこれはもっともな指摘で、せんべいを囓かじりそば茶を啜すすりながらまったり過ごすのが何よりの幸せという私の日常は、少年の心から大きくかけ離れている気がいたします。


    　──このままではいけない！


    　と一念発起して、修業のために少年漫画を読みこむことにしました。


    　最初に手に取ったのが『アストロ球団』（原作：遠とお崎ざき史し朗ろう、作画：中なか島じま徳のり博ひろ）です。


    　読みはじめて数分後には、のっけからとんでもない作品に遭そう遇ぐうしてしまった……と軽い戦せん慄りつに襲われました。


    　ＴＶドラマ化もされたのでご存じの方も多いかと思いますが、内容をかいつまんで説明しますと──体に野球ボール型のあざを宿やどした超人球児が集い結成されたアストロ球団が、並みいる強敵と戦っていく、というお話です。


    　もちろん、少年漫画ならではのさまざまな必殺技が登場します。螺ら旋せん状の軌き跡せきを描く変化球や消える打球などは、まだかわいいもの。魔球を生みだすためにピッチャーが自分の手をドリルで削けずりはじめた時には、さすがにド肝ぎもを抜かれました。


    　野球というスポーツに明るくない私でも、いくらなんでもこんな野球が存在するのだろうかと首をひねらざるをえません。


    　しかし常軌を逸いつした試合を描写する筆には並々ならぬ気迫がこめられていて、ページをめくる手は止めようもなく、読み進めるうち胸の奥からふつふつと熱いものがこみあげてきます。


    　一読、これが少年漫画魂か……！　と深く感じ入ったことでした。


    



    　……といった一幕を経へて生まれた『ラブコメ禁止ですの！』第２巻、楽しんでいただけると幸いです。


    　今回の見どころは、主人公である時とき雄おがヒロイン二人に挟はさまれて遊園地でデートする場面でしょうか。書いていて一番楽しかった部分です。取材（？）のために一人で遊園地に行き、ゲームコーナー内のクレーンゲームで底なし沼のごとく金を搾しぼり取られたのも、今となっては良い思い出。


    



    　最後に謝辞を。


    　イラストのシロガネヒナ様。こちらの期待をさらに上まわる素敵な絵に仕上げてくださり、まことにありがとうございます。とりわけカラー口絵ページの音おと無なししじまが凶悪なまでにかわいすぎて、見た瞬間、心臓が止まるかと思いました。


    



    
      一いち柳やなぎ凪なぎ

    

  


  
    一柳　凪


    Nagi Ichiyanagi


    



    馬車馬的存在、空気読めない子。主食は飲むよーぐるとと杏仁豆腐。カスピ海よーぐると作りがライフワークになりつつある。
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